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第１話　アーリーサマー





「……あの、本当によろしいのですか？」

　七月十八日、午前十一時十四分。

　暦の上ではすっかり夏。僕たちの街にも日差しがギラギラと降り注そそぎ、確実に人口密度を増やしてきたアブラゼミやヒグラシやらが子孫繁栄のために真昼間から高らかなシャウトを響かせる季節。

　そんな夏のある日に、彼女は僕のことを見つめていた。

　姫ひめ宮みや姫ひめ乃の。

　腰まで届くきらびやかな髪に白いリボン。僕たちが通う私立春原すのはら高校の制服に包まれた抜群のプロポーションを誇るボディ。それこそお姫様みたいに凛とした輪郭。だけど、その整った表情は少しだけ赤く染まっていた。

「大丈夫ですよ。今日はそのために姫宮先輩を呼んだんですから」

「でも、こんな恥ずかしいことをするなんて……」

「こんなの全然フツーじゃないですか」

「そ、そんなことありませんわっ。わたくしにとっては初体験なのですっ」

「へえー。意外ですね。姫ひめ宮みや先輩は経験豊富だと思ったのに」

　ヴァンプ姫宮。

　それが中学時代の彼女のあだ名だった。当時の彼女を知る人曰いわく、「あの人は吸血鬼みたいに恐ろしい」とのこと。もちろん中学時代に散々この人の被害をこうむった僕も同意見。

　だから、こんなことをするくらいヘッチャラだと思ったのに。

「……むっ」

　けれど、彼女は不満げに口くち唇びるを尖とがらせた。大人っぽい外見に似合わないその態度は、拗すねてしまった子供みたいでちょっと可愛かわいい。

「失礼なことを言わないでくださる？　あなたはわたくしがそんな軽い女だと思っていたのですか？」

「いえ、そういうわけじゃありませんけど……。まあ、なんでもいいから早くしてください。こっちはもう準備万端です」

「じゅ、準備って……っ」

「さあ、早く」

　いい加減時間のかかりすぎだと思ったので、姫宮先輩の手をぎゅっと掴つかむ。

　すると、普段の高飛車っぷりはどこへやら。姫宮先輩は「あっ……」と小さく呟つぶやいてますます真っ赤になってしまった。

　そして、彼女は羞しゆう恥ち心しんに顔を俯うつむかせてから。

「……鉄てつ之の介すけさん。さきほども言いましたけど……わたくしはこういうことをするのは初めてなので、どうかお手柔らかに……」

「……わかってますよ」

　普段とはどこか違うお姫様の態度に、ドクンっと心臓がペースを上げた。

　何を隠そう、僕だってこんなことをするのは初体験。

　いや、青春真っ盛りの高校生だったらとっくに経験してもおかしくないことなのかもしれないけど、僕の場合は違う。

　引きこもり。

　それが僕だ。

　そして、今はそんな忌まわしき自分を変えるために『フツーの男の子としての高校生デビュー』を目指している。

　それは姫宮先輩たちも一緒。そして、これからすることは僕たちの高校デビューには必要なことで……。

「じゃあ……いきますね？」

　明らかに緊張したソプラノボイス。やっと覚悟を決めたのか、姫宮先輩は頬ほおを紅潮させたままで僕を見つめてきた。

　――そして。

　おずおずしながら、僕の方に身体を寄せてきて――。

「…………お邪魔します」

　ゆっくりと、玄関のタイルを踏みしめた。

　まさしくそれは、ヴァンプ姫ひめ宮みやこと姫宮姫ひめ乃のが、僕の家を初めて訪れた瞬間だった。



「ていうか、どう考えても緊張しすぎですよ」

　桜さくら家のリビング。

　準備していた麦茶とお茶菓子をテーブルに置きながら、僕はため息をついた。さすがに、家に入るまでに十分もかかるとは思ってなかった。

「し、仕方ないでしょうっ。男の子の家に来るのは初めてだったのですからっ」

　キョロキョロと視線をクロールさせながら弁解する姫宮先輩。

　その姿は借りてきた猫のごとく大人しい。今の姫宮先輩なら七泊八日くらいでレンタルしてもいいかもしれない。レンタルキャット姫宮である。

「それに、その包みはなんですか？」

　姫宮先輩が持ってきた紫色の包みを指さした。

「ああ、これはお弁当ですわ」

「えっ……」

「もちろん、あなたの分もありますよ。ちょうどお昼ゴハンの時間ですし、人様の家にお邪魔するのですからこれぐらいは当然だと思いまして」

「へ、へえー、別に気を遣わなくてもよかったのに……」

　ブルブルと僕の身体を得体の知れない震えが奇襲攻撃してきた。クーラーの利きすぎだと信じたかったけど、残念ながら我が家の冷房は二十八℃。絶賛節電中である。

「実は、最近お料理に凝っていますの」

「誰だれか殺したい人でもいるんですか？」

「どういう意味ですか！」

「七月になってから一気に暑くなりましたからね。食中毒に見せかけて殺すにはうってつけの季節ですし」

「……ふ、ふふ。失礼なことを言わないでください。心配しなくても今回は自信作で……あっ！　どうして電話機に手を伸ばすのですか！」

「もちろん通報するためです」

「まさか救急車を!?」

「違います。１１０番です。警視庁に爆弾処理班の要請をしないと……」

「人のお弁当を危険物扱いするのはやめてくださる!?」

　もぅ、とっても美お味いしいのに……っと姫ひめ宮みや先輩は悔しそうに口くち唇びるを噛かみしめた。

　他人が見たら僕の態度は警戒しすぎに思われるかもしれないけど、この人の料理の腕前を考えたら当然の対応である。

『完かん璧ぺきな優等生としての高校デビュー』

　一年の時間をかけてその目標を叶かなえた姫宮先輩だけど、彼女には致命的なウィークポイントが一つ。

　料理がとてつもなく下手なのだ。そのセンスは常軌を逸している。この数ヶ月で何度も試食係モルモツトにされてきた僕が言うんだから間違いない。

「あの、自信作って……一体何を作ってきたんですか？」

「オニギリです」

「オニギリを作ったくらいで胸を張られても！」

「なっ……いやらしい！　どうしてわたくしの胸に注目するんですの!?」

「別にあなたの胸をフィーチャーしてるわけじゃなくて！」

「作るのに苦労したんですよ？　これがなかなか大変で」

「大変なのはそれを食べる僕ですから！」

「この前クラスメイトの方々にも試食をしていただいたのですが、皆さん絶賛してくれました」

「いやいや、絶賛って……」

「『姫宮さんの料理って、謎なぞの中毒性があるよね……』と」

「どう考えても食中毒的な意味だと思うんですが!?」

　やめてくれ。この人は僕の家を戦場に変える気か。姫宮先輩の料理をもたず、つくらず、もちこませず。それが我が家における姫宮三原則なのである。

「大丈夫。今回はとっても自信がありますの」

「……ちなみに出来栄えを一言でたとえるなら？」

「えーっと、レインボー？」

「どの部分が!?」

　色か？　まさか色なのか？　想像したくもない。世にも不思議な七色のオニギリ。全色集めたらドラ×ンボールよろしくシェンロンとか出てきちゃうかもしれない。

「あの、姫宮先輩。どうして料理に凝り出したんですか？」

　身に降りかかる特大の火の粉を振り払うために話題をチェンジチェンジ。このままでは治療をすっ飛ばして霊安室へ直行である。

「えっ……わたくしはただ先輩らしくしようと思って……」

「先輩らしく？」

「ほら、よくマンガであるじゃありませんか。女子の先輩が後輩にクッキーを作ってくるシーンとか。だから、その……」

　言って、姫ひめ宮みや先輩は頬ほおを桃色に染めてしまった。

　つまりは先輩として後輩に女の子っぽさをアピールしたかったのかな？

「大丈夫ですよ。そんなことをしなくても姫宮先輩は十分女の子っぽいですから」

「えっ……そ、そうかしら？」

「はい。こんなに女子力あふれる先輩はいません」

　いや、実際は女子力と言うより破壊力な気もするが、そんなことを言ったら僕のライフポイントがマジでデンジャラスなことになりかねない。だからここは精一杯フォローをせねば。

「きっと、姫宮先輩ならいいお嫁さんになれます」

「お嫁さん!?」

「ええ。むしろ羨うらやましいくらいですよ。姫宮先輩みたいな可愛かわいい女の子をお嫁さんにもらえる人が」

「…………っ」

　しばらく黙った後で、「……ま、まあ、あなたがそこまで言うなら認めてあげないこともありませんが」と姫宮先輩は包みから手を放した。

　……助かった。

　どうやら上う手まくフォローできたっぽい。

　しかし、お嫁さんか。

　もしかしたらこの人もそういうポピュラーな存在に憧あこがれたりとかしてるのかな？　だとしたら本当に女の子っぽい。まあ、ヴァンプ姫宮に限って可能性は低いだろうけどさ。

「――ところで」

　考えていると、姫宮先輩がどこか真剣な調子で口を開いた。

「いつになったら、本題に入るんですの？」

「本題？」

「だから……あなたが今日わたくしをここに呼び出したことですわ。電話で言っていたじゃありませんか。大事な話がある……と」

「………あ、」

　そうだった。姫宮印のお弁当が発する不吉なオーラのせいですっかり忘れていた。

　今日は七月十八日。

　カレンダーを見たらわかるが海の日である。

　明日学校に行けば会えるのだからわざわざ休日に呼び出す必要もないかとも思ったが、事態はそこまで楽観的じゃない。僕が今日姫ひめ宮みや先輩を呼び出したのには、重大な理由があったのだ。

「そう言えば、あるみさんはどこにいるのですか？　さきほどから姿が見えませんが……」

「ああ、あるみならここには来ませんよ。それに――今から姫宮先輩にする話は、あいつには聞かせられませんから」

「なっ……」

　途端、瞬間湯沸かし器よろしくボっと赤面する姫宮先輩。

　そのまま「そ、そそそれはつまり……っ」と落ち着かない様子で胸の前で人差し指をモジモジさせている。

「困りますわっ。いきなりそんな話をされても……」

「ちゃんと聞いてください。これは僕たちにとって重要な話なんです」

「わ、わたくしたちって……っ」

「それに、話をした後でやらなきゃいけないこともありますし……」

「っ!?」

　やっ、やっ、やらなくちゃいけないこと……っと姫宮先輩はあわあわしてから、

「ま、まさか……そういうつもりでわたくしを自分の家に招待したのですか？」

「……そういうつもり？」



    

  
    
      



    

  
    
      「だから、話をした後でそそそそそういう行為をするためにわたくしを家に呼んだのかと言うことですっ！　卑ひ怯きようですわっ！　大人しそうな顔をしてよくもこんな大胆なことをっ！」

「………」

　……マズい。

　会話が激しく脱線している気がする。

　というか、この人本気で熱中症にでも罹かかってるんじゃないか？　顔が耳まで真っ赤になってしまった。夏祭りで売られてるリンゴ飴あめ状態である。

「あの、姫ひめ宮みや先輩？　少し冷静になった方がいいんじゃ……」

「この状況で冷静になんかなれません！」

「じゃあ、そこのソファーで横になったらどうです？」

「えっ……そ、そんな、いくらなんでもソファーは……初めてがソファーなのは……っ」

　姫宮先輩の目線が僕とリビングにあるソファーを行ったり来たり。大丈夫かこの人。もはやグルグルと目を回しそうな勢いだぞ。

「とにかく！　わたくし、ソファーは嫌ですっ！」

「つまり、もっとちゃんとしたところがいいってことですか？」

「そ、それは……っ」

「けど、さすがに僕のベッドは嫌でしょうし……あっ、そうだ。ちょうど姉さんの部屋が空いてるからそこで……」

「なんですかそのマニアックなシチュエーションは!?」

　よりにもよって自分の姉の部屋を選ぶなんて！　と叫ぶ姫宮先輩。

　いや、女同士なんだし、ベッドくらい借りればいいのに。それともそんなに姉さんの部屋に入るのが嫌なのかな。確かに僕だってあの人の部屋には入りたくない。何かトラップが仕掛けられてそうだし。プラスチック爆弾とか。

「とっ……とりあえず！　話をしてください！　まずはそれからですわ！」

「わかりました。けど、ちょっと緊張しますね。まさか僕もこんなことになるとは思っていなかったので」

「わ、わたくしだってそうです……っ」

　ぎゅぅぅぅぅっと姫宮先輩は椅い子すに座ったままでスカートを握りしめた。

　まあ、僕だってこんなことになるとは思っていなかったのだ。

　まさか自分がこんな立場に置かれるなんて。

　入学する前の僕からしたら考えられない事態である。

「………」

　……でも。

　僕はなんとかこの事態を解決しなくちゃいけない。

　そう――あるみのためにも。

　だから……。

「――姫ひめ宮みや先輩」

　相手にちゃんと伝わるように、ゆっくりと口くち唇びるを動かした。

　真剣な雰囲気が伝わったのか、姫宮先輩も胸に手を当てて緊張を堪えているようだった。今にも心臓が爆発しちゃいそうな感じである。

　そんな彼女に、僕は言葉を紡ごうとして――。



　ピンポン



　突然、気の抜けるようなインターホンが鳴った。

「あ、姫宮先輩、ちょっと待っててください」

　え？　と不思議そうにする姫宮先輩をリビングに残して、僕はスタスタと歩き出す。

　もちろん目指す先は玄関。

　ドアノブに手をかけて、ガチャリと鍵かぎを開けると、

「おはよー、そうちょー」

　現れたのはお人形さんみたいに小さな女の子。

　ショートヘアーに大きなリボン。そして小型犬を思わせる愛らしい雰囲気。僕のことを「総そう長ちよー」なんて物騒な名前で呼んだ不良少女の顔には、夏の日差しにも負けないヒマワリみたいな全開スマイル。

　狼かみ谷やカレン。

　高校デビューを目指すことが信条の僕たちの部活――ロボ研のメンバーであり、僕やあるみのクラスメイトだった。

「遅いよ、カレン。今日は十一時集合だっていったじゃないか」

　玄関の時計を見ると、時刻は十一時半。三十分の遅刻である。というか、遅れるなら連絡ぐらいしてくれればいいのに。

「うっ……すまない、そうちょー。これには重要な理わ由けがあって……」

「そう言えば、最近この近くに美お味いしいクレープの店ができたよね」

「！」

「あと、カレンの口元に生クリームがちょっとついてるんだけど」

「!?」

　あぅ……これは……その……っと容疑者カレンは冷や汗をダラダラ流しながら口元を手で拭ぬぐっていた。

　うわー、わかりやすいリアクション。自白剤を使うまでもなくコイツはブラックだ。

「ご、ごめん。美お味いしそうだったから、つい……」

「別にいいよ。休日に呼び出したのはこっちだしさ」

「……怒ったりしない？」

「このくらいで怒らないから」

「そ、そっか。よかった……」

　ホッと息を吐くチビオオカミ。

　そこまで気負うならクレープなんか食べてこなければよかったのにと思うけど、お昼時だしハラペコだったのかな？

「けど、遅れちゃったのは事実だからな。今度そうちょーにもクレープをご馳ち走そうするよ」

「気を遣わないでいいよ。それに、遅れたことを謝りたいんならもっと違うことをしてもらうから」

「えっ……まさか、カレンの身体を使って……」

「そうじゃない」

「カレンの身体に生クリームを塗りたくって、『さあ、これできみも僕のクレープだ』みたいな変態プレイを……」

「どんなマニアックなプレイだよ!?」

　ヘンタイすぎる。

　一瞬イメージしてしまったが……ヤバイ。カレンの身体はちっちゃいから余計にアブノーマルだ。

「でも、そうちょーがすることと言ったらそれぐらいしか思いつかないぞ？」

「冗談はやめてくれ。いくら僕だってそんな鬼畜なことはしないから」

「あはは、そうだよな。じゃあ、カレンに何をさせるつもりなんだ？」

「いや、実は姫ひめ宮みや先輩がお弁当を作ってきちゃってさ」

「………」

　瞬間、カレンの顔が晴れ渡った夏空よりもコバルトブルーに染まった。

「カレンにはそのお弁当を処理して欲しくて」

「……わかった。どこかに埋めて来ればいいんだな？」

「カレン。頼むから落ち着いて」

「もしかして燃やすのか？　ふふ、そうだな。ひめのんの作った料理は全部燃やした方がこの世界のためだ……」

　暗い表情で笑いながら呟つぶやくカレン。

　どうやらよっぽど姫宮シェフのフルコースがトラウマになっているらしい。ていうか、燃やすって。中世ヨーロッパの魔女狩りかよ。

「そうちょー、知ってるか？　死刑が決まった人は、死ぬ前になんでも好きな物を食べさせてもらえるんだ。だから、カレンだって死ぬ前には自分の好きな物を食べたい」

「重い話だね」

「きっと、この言葉がカレンの遺言になる」

「余計に重い！」

「ひめのんがお弁当を作ってきたという事実だけで、カレンはもうお腹なかいっぱいだ」

「まだ食べてすらいないのに……」

　ここまで警戒されちゃう姫ひめ宮みや先輩の料理センスもすごいと思う。どんなに就職難の時代でもあの人なら内定を取れるだろう。就職先はマフィアか、殺し屋か、秘密諜ちよう報ほう機関の拷問係とか。

「まあ、お弁当のことはとりあえず忘れて上がってよ」

「うん。そうちょーの家に入るのは初めてだからちょっと緊張するな」

「姫宮先輩が似たようなことを言ってたな。でも、今日はよく迷わないで来れたね」

「むっ。バカにするな。確かにカレンはよく道に迷っちゃうけど、この家はカレンの通学路の途中にあるから大丈夫だ」

「ああ、そうだったっけ」

　姫宮先輩の味覚が絶望的なように、カレンの方向感覚も大分末期症状なんだけど、さすがに三ヶ月も通っている通学路の途中にある場所は憶おぼえていたっぽい。まあ、僕の家に来るのはこれが最初なんだけどさ。

　そんなことを考えながら、僕はカレンを連れて姫宮先輩のいるリビングへと戻る。

「お待たせしました、姫宮先輩」

「い、いえ、それより鉄てつ之の介すけさん。早くさきほどの話の続きを……って、あら？　どうしてカレンさんがいるんですの？」

　どうしてか、姫宮先輩はやってきたカレンを見て目を丸くしていた。

「うわー、ひどいこと言うなよひめのん。カレンがここにいちゃいけないのか？」

「そういうわけではありませんが……でも、わたくしは鉄之介さんに大事な話があると呼び出されて……」

「だから、カレンも一緒だよ。昨日そうちょーに電話でそう言われたからさ」

「なっ……！」

　明らかに息を呑んだ後、姫宮先輩はキッとこちらを睨にらみつけてきた。

　……おかしいな。

　ヴァンプ姫宮さんの戦闘能力が僕のスカウターをぶっ壊すレベルで急上昇してる気がするんですけど。

「鉄之介さん。どういうことですか？」

「いや、今日は姫ひめ宮みや先輩とカレンの二人を家に呼んだんですけど……電話でそう言いませんでしたっけ？」

「言っていません。わたくしはただ、あなたに大事な話があると言われただけですわっ」

「あー、じゃあたぶん伝えるのを忘れてただけだと思います。でも、二人に大事な話があるのは事実ですし」

「わたくしとカレンさん二人に!?」

　ガタっと音を立てて姫宮先輩は椅い子すから立ち上がっていた。そして顔を真っ赤に染めながら叫ぶ。

「見損ないましたわ！　あなたがそんな人だったとは！」

「でも、僕が言っていることは事実ですし。話の後で二人にして欲しいことがあるのも」

「つまりわたくしとカレンさんと鉄てつ之の介すけさんの三人でということですか!?」

「？　ええ、たぶん」

「っ!?」

　そ、それはさすがにハードルが高すぎるような……っとひどく狼ろう狽ばいするお姫様。

　やっぱり、今日のこの人はどこかおかしい気がする。会話の歯車が致命的にかみ合ってない予感。もしや夏バテだろうか。

「なあ、そうちょー。ところで、あるみんはどこにいるんだ？」

　あわあわしている姫宮先輩をスルーしてカレンが質問してきた。もちろん、あるみんというのは僕の妹の桜さくらあるみのことである。

「ああ、今から説明するよ。そもそも、僕が今日話したかったのは、あいつに関する問題なんだ」

「……問題？」

　僕が口にした不穏なキーワードに、カレンは怪け訝げんそうな顔をした。そんな彼女に説明を続けようとするが。

「お待ちなさい」

　寸前で、ソプラノボイスに止められてしまった。

　その声の主は紛まぎれもなく姫宮姫ひめ乃の。

　彼女はどこか不機嫌そうに「つまり、あれですか？」と呟つぶやいてから、

「鉄之介さんがしたかった大事な話と言うのは、あるみさんに関することだと？」

「………？　はい。そうですけど」

「ではどうして電話の時点でそう言わなかったのですか！」

「いや、それは、どうも電話では言いづらい話題だったというか……」

「……話の後にわたくしたちにして欲しいことがあるというのは？」

「それも本当です。姫宮先輩とカレンには、僕を手伝って欲しいんです」

「……手伝う？」

「はい。同じ部活のメンバーとして」

　そう、これは僕たちロボ研の活動――高校デビューに関かかわる大きな問題なのだ。

「実は――あるみが、部屋から出てこなくなってしまって」

『は？』

　姫ひめ宮みや先輩とカレン。二人の声がきれいにハモった。

「ですから、あるみが部屋から出てこなくなっちゃったんです。正確に言うと、一昨日の土曜日から」

　そう、あれは二日前だった。何の前触れもなく、桜さくらあるみは僕の前から姿を消した。そのまま自分の部屋から一歩も出て来ない。

「……ということは、つまり――」

　カレンよりも早く硬直から立ち直った姫宮先輩が口を開いた。

　そして、彼女は言う。

　僕たちロボ研が直面している問題を。

「あるみさんが――引きこもりになってしまったと？」



    

  
    
      

第２話　ネゴシエーション





　桜あるみ。

　姿形は人間そっくりだけど、その正体は生体アンドロイド。

　僕の姉である桜鈴すず音ねが、弟の高校デビューを手伝わせるために送りつけてきた妹であり、国内最大手と言っても過言じゃない大企業――サーカスインダストリアルの最新技術が組み込まれているとか。

　彼女の仕事は僕の引きこもりを改善して、一緒に高校デビューを目指すこと。

　そのはずだったんだけど……。

「へえー。ここがあるみんの部屋なのか」

　桜家の二階。

　そこにある『ＡＬＵＭＩ』と書いてある可愛かわいらしいプレートのかかったドアの前でカレンは呟つぶやいた。

「あるみんは中にいるのか？」

「というか、さっきも説明した通り、部屋から出て来ないんだ」

「なるほど。それでそうちょーはカレンとひめのんをこの家に呼んだのか。あるみんのことを説得するために」

「ごめん。僕一人じゃ、どうにも上う手まくいかなくてさ」

　そう、今日姫ひめ宮みや先輩とカレンをうちに呼んだのはこのためだ。

　説得。

　同じ部活のメンバーとして、あるみに外に出てくるよう一緒に促して欲しいわけである。

「確かに、このままずっと引きこもってたらあるみんの高校デビューもダメになっちゃうからな」

「今日は休日だけど、明日からは学校が始まるしね」

『人間としての高校デビュー』

　そんな目標を掲げているあるみなら尚なお更さらだ。だから、このままあるみを引きこもらせているのはマズい。どうにかして外に連れ出さなくては。

「でも、どうしてあるみんは引きこもっちゃったんだ？」

「それは……」

　わからない。あるみが部屋に引きこもってしまったのは本当に突然だった。僕だってこんなことになるなんて思ってなかったよ。

　そんな風に、カレンに説明しようとしたが、

「どうせ、鉄てつ之の介すけさんがお風ふ呂ろでも覗のぞいたのではありませんか？」

　横からトゲトゲしたソプラノボイスが飛来してきた。

　その主はもちろん姫宮姫ひめ乃の。

　彼女はどこか不機嫌そうに言葉を続ける。

「それか、あるみさんの下着を物色したとか」

「……あの、姫宮先輩。ちょっと質問してもいいですか？」

「なんですの？」

「もしかして……怒ってます？」

　リビングでの状況説明の後、姫宮先輩はずっとこんな感じだった。明らかにイライラモード全開。ピンの外れかけた手しゆ榴りゆう弾だんのごとく殺気立っている。

「うふふ。何を言うのですか。わたくしはこれっぽっちも怒っていませんわ」

「けど、明らかに僕に余計な疑いをかけてるような……」

「あら。わたくしは当然のことを言っているだけですが？　……そもそも、元はと言えばあなたがあんな思わせぶりなことを言うから」

「思わせぶり？」

「な、なんでもありませんっ。それより、早くあるみさんを説得してください。わたくしだって暇じゃありませんの」

　言ってから、ふんっと息を吐いてそっぽを向く姫宮先輩。

　どうやらお姫様はかなりのご機嫌ナナメみたい。

　そんなに自分のお弁当を食べてもらえなかったのが頭に来たのだろうか。それにしてはどうも感じが違う気がするような……。

「そうちょー。ひめのんとケンカしてる場合じゃないぞ。早くあるみんを説得しなくちゃ」

「う、うん。わかってる」

　カレンの声で思考から立ち直る。

　そうだ。今は姫ひめ宮みや先輩とケンカしてる場合じゃない。とりあえずあるみに話しかけなければ。

　にしても、これじゃいつもと立場が逆だ。

　引きこもりの僕がこんなことをするとは思ってなかったよ。

「……ふぅ」

　とりあえず、僕は妹への説得を開始するために、彼女の部屋のドアをコンコンとノックしようとした。

　が。

「マスター」

　ドアの向こうから届いたのは、無感情だけど滑らかな声。僕のことを「マスター」なんて呼ぶヤツは一人しかいない。

　桜さくらあるみ。

　彼女は、ドアの向こうからこちらに話しかけてきた。

「また来たのですね。今度は姫宮さんとカレンさんまで連れてきて」

「当たり前だ。だって、僕はおまえの兄貴だからな」

「………」

　その言葉に、あるみは少しだけ黙ってから。



「……放っておいてください」



　たった一言だけ、そう言った。

　それはいつもの無愛想で生意気な彼女とは違う、ひどく心細そうな声だった。

「私は、大丈夫です」

「ならどうして部屋から出て来ないんだよ？」

「それは……ちょっとした理由があるだけです。心配ありません。明日になったら、ちゃんと部屋から出ていきますから」

「おまえ、一昨日も昨日もまったく同じセリフを言ってたよな」

　ありのままの事実を言うと、あるみはドアの向こうで「うっ……」と唸うなった。

　そう、あるみが部屋に引きこもってしまったのは二日前。

　僕だって何もしなかったわけじゃない。

　一昨日も、昨日も、ここに来てあるみのことを説得した。しかし、返ってきたフレーズは今のと同じ。明日になったら出ていく。そう言って彼女は聞かなかった。

　だけど……。

「いい加減、出て来いよ。僕ならまだしもおまえが引きこもりになるなんてシャレにならないぞ」

「ち、違います。私は別に引きこもってるわけではありません」

「じゃあ何をしてるんだよ？」

「立てこもりです」

「いや、立てこもりって……」

「ちゃんと人質もいます」

「マジで!?」

　……って、落ち着け、僕。

　そんなわけないじゃないか。だってこの家には僕とあるみ以外の人間はいない。姉さんは出張中でしばらく帰って来ないし、あるみが外の人間を連れ込むとも思えない。だから、人質というのは全部あるみのデタラメで……。

「ちなみに、人質というのはマスターの部屋に隠してあったエッチな雑誌ですが」

「！」

「タイトルは『妹を見せてよ高たか口ぐちくん！』、『そんな妹はいけません！』、『新世紀ガクエンシスター！』などです」

「おまえ何してくれてんの!?」

「それはこっそり雑誌を持ち出したことですか？　それとも姫ひめ宮みやさんたちの前でタイトルを読み上げたことですか？」

「両方に決まってるだろうが！」

　人質っていうより物質じゃん。まさか僕の部屋に隠してあった秘蔵コレクションが差し押さえられていたとは。

「うわぁ、そうちょーって相変わらずだな……」

「どうしてそんなに妹が好きなんですの……絶対に年上の方が……」

「エッチです。不潔です。私という妹がいながらなぜマスターは……」

　瞬間、僕に降り注そそぐ誹ひ謗ぼう中傷の雨あられスコール。

　気が付けば味方だと信じていた姫宮先輩とカレンからも攻撃を浴びせられる始末。普段は仲が悪いくせにこういうときだけ息がピッタリなのはどうしてなんだろう。

「なあ、あるみん」

　カレンがドアに向かって話しかけた。

　ネゴシエーター交代。よし、がんばれカレン。僕の妹を外に連れ出してくれ。そして無事に人質たちを解放してくれ。

「何があったかは知らないけど、いい加減外に出てきたらどうだ？」

「カレンさん。声がちっちゃくてよく聞こえません」

「むっ……じゃあもう一回。あるみん、何があったかは知らないけど……」

「カレンさん。背がちっちゃくてよく聞こえません」

「身長は関係ないだろ!?」

「カレンさん。胸がちっちゃくてよく――」

「胸も関係ない！　それに、あるみんだって胸は大きくな――」

　ドォン！　とドアを中から強くノックされて、カレンが「ひゃうっ!?」と可愛かわいらしい悲鳴を上げた。

「カレンさん。私の胸がどうかしましたか？」

「い、いえ、なんでもないです……」

「そうですか。じゃあ早くドアから離れてください。そこにいると危険ですよ」

「ひゃ、ひゃい、そうしましゅ……」

　言って、カレンはドアから下がった。そして、僕の服の裾すそをぎゅっと掴つかみながら「そうちょー、あるみんが怖いよぉ……」とうるうると目を潤ませている。

　交渉失敗。勇敢に立ち向かった犬のお巡りさんだったがわずか三十秒で玉砕。むしろ犯人の機嫌を損ねてしまったようだ。

「そうちょー。今のあるみんと話し合うのは無理だ。ここは何かで機嫌を取った方がいいと思う」

「例えばどんな？」

「うーん、あるみんの好きなチョコレートをいっぱいあげるとか」

「その方法はとっくに僕が試した」

「試しちゃったんだ!?」

「でも、ダメだった。あるみは部屋の中に大量のチョコレートと食料を持ち込んでるみたいでさ」

「なんだか冬眠前の熊くまさんみたいだ……」

　そんなわけで、チョコレート懐柔作戦はゴミ箱へＧＯ。たぶん兵糧攻めも無理だろう。このドアの向こうはあるみの要よう塞さい。将棋で言うところの穴熊レベルに強固なディフェンスである。それこそ冬眠前の熊のごとく。

「まったく、仕方ないですわね」

　不ふ甲が斐いない後輩たちの代わりに、ドアの前に立ったのは姫ひめ宮みや先輩だった。

　野球だったら彼女が失敗した時点でスリーアウトチェンジ。三者凡退だけは避けたいけど、本当にこの人に交渉を任せて大丈夫かな？

「姫ひめ宮みや先輩。何か作戦はあるんですか？」

「当然じゃありませんか。そもそも、あるみさんを懐柔しようとするのが間違いなのですわ。ここはもっと強硬策に出ないと」

「強硬策？」

「あるみさんが人質を取っているように、こちらも何か人質を取るとか」

「……なるほど」

「ですが、あまりいい考えとは言えませんわ。あるみさんの大切なものを人質にするという非人道的な作戦ですから」

「仕方ないですよ。あるみを外に出すためなら」

「鉄てつ之の介すけさんにそう言っていただけると、とってもありがたいですわ」

「でも、一体何を人質にするんですか？」

　あるみの大切なものと言っても、あまり思いつかない。そもそもあいつの私物のほとんどがドアの向こうにあるわけだし、選択肢は限られてくるような……。

「え？　そんなの決まってるじゃありませんか」

　しかし、姫宮先輩は天使のように微笑ほほえんだ。

　あろうことか、僕を見て。

「………」

　……嫌な予感。

　瞬間的に逃げようとしたが、ガッと姫宮先輩に手首を掴つかまれてしまった。

　まさか、この展開は……。

「さあ、これで人質は確保できました」

「やっぱり人質って僕!?」

「言ったでしょう。非人道的な作戦だと。あなたもさきほど『仕方ない』とおっしゃったじゃないですか」

「確かに言いましたけど！」

「叫ばないでください。あなたはわたくしたちの人質。もはや人権はありませんわ」

　すごく楽しそうに口くち唇びるを三日月形にトランスフォームさせる姫宮先輩。

　やばい。この人、明らかにこの状況を面白がってやがる。うわあああああヴァンプ姫宮が降臨した！　相変わらず、イイ性格してますね！

「けど僕を人質に取ってどうする気ですか？」

「では、まずは爪つめから始めましょう」

「リアルに怖いんですが!?」

「あるみさんが出て来ない場合、三分ごとに一枚ずつあなたの爪つめを剥はぎます。そうすれば、あるみさんも出てくるでしょう」

「まあ、確かに兄がそんなことになればさすがのあるみも……」

「『マスター！　爪を剥がされたぐらいでぎゃあぎゃあ喚わめかないでください！　うるさくて眠れないじゃないですか！』と飛び出してくるに違いありません」

「僕の妹はそんな鬼畜キャラじゃねえよ！」

　きっと兄の身を心配してくれるに違いない。……たぶん。

「心配なさらないで。今のはジョークですから」

「ですよね……。さすがの姫ひめ宮みや先輩もそこまでは鬼畜じゃ……」

「剥ぐのは爪でなく服ですし」

「姫宮先輩の鬼畜！　悪魔！　吸血鬼！」

「うふふ……ステキな響き♪」

「どうして喜んじゃうんですか!?」

　この人の思考回路は狂ってる。いくらホラー映画に出てくる吸血鬼のお姫様に憧あこがれてるからって僕の服を脱がさなくても。そもそも吸血鬼に服を脱がす習性はないだろ。

「さあ、あるみさん。あなたが出て来ないのなら、三十秒ごとに一枚ずつ鉄てつ之の介すけさんの服を脱がしますわよ？」

「ちょ、姫宮先輩、これも冗談ですよね？」

「三十、二十九、二十八……」

「さらっとカウントダウンを始めないで！　しかもどうして時間が三分から三十秒に短縮されてるんですか！」

「不満ですか？」

「当たり前ですよ！」

「きっと喜んでくれると思ったのに」

「これで喜ぶヤツはヘンタイだから！」

「五、四、三……」

「時間が吹き飛んだ!?」

　ジョ×ョだったら「……ボスか!?」と叫んでいるところである。いや、この人はれっきとした僕たちの部活の部ボ長スだったっけ。

「待ってください！　もっと平和的な方法があるはずです！」

　あまりの恐怖に叫ぶ僕。

　おかしいな。僕はあるみを説得するのが目的だったはずなのに、どうして姫宮先輩とネゴシエーションしてるんだろう？

「むっ。そこまで言うなら、ちゃんと代案があるのでしょうね？」

「は、はい。あるみの私物はこのドアの向こうにあるものだけじゃありません。だから僕の代わりにそれを人質にすれば……」

「そんな非人道的なことはできません」

「どう考えても僕を人質にする方が非人道的な気が!?」

「いいえ。鉄てつ之の介すけさんのことだから洗面所に置いてあるあるみさんの歯ブラシを人質にとって『あるみ！　早くしないとこの歯ブラシをペロペロしちゃうぞ！』と……」

「あなたは僕のキャラを激しく誤解しています！」

「では『あるみ！　早くしないとこの歯ブラシで僕の身体を隅々まで洗っちゃうぞ！　あんなところやこんなところまでなぁ！』と言うのですか？　さすがにそれはわたくしもちょっと引いてしまいます……」

「僕だってドン引きだよ！」

　あんたの発想にな。

　ああ、こんな人が部長で大丈夫なんだろうか。あるみの引きこもりなんかよりこの人の性格をなんとかした方がいい。一度病院でカウンセリングを受けるべきである。

「というか、なんで僕を人質にするんですか？」

　自分で言うのもなんだが、僕にそんな価値はないと思う。

　あるみは僕に対して無愛想で生意気だし、チョコレートを貢がせる便利な兄ぐらいにしか思ってないんじゃないか？

「何を言うのですか。あるみさんにとってあなたは十分人質としての価値がありますのに」

「？　どうして？」

「だって、あるみさんって、どう見てもブラ――」

　ドォン！　と。

　再びドアが中からノックされたせいで姫ひめ宮みや先輩の言葉が遮られてしまった。そして、ドアの向こうからは「……姫宮さん」と少し震えたあるみの声。

「マスターにおかしなことを吹き込むのはやめてください」

「うふふ。わたくしは事実を言っているだけですが？」

「冗談は胸だけにしてください乳姫」

「あら、声が小さくてよく聞こえませんわ。文句が言いたいなら部屋の外まで出てきたらどうかしら」

　バチバチと一枚のドアを挟んで展開される軽口の応酬。

　桜さくらあるみと姫宮姫ひめ乃の。

　こんなときでも仲の悪さは相変わらずなようだった。二人の間に休戦協定という言葉はないっぽい。国連は一刻も早くＰＫＦの派遣を決定するべきじゃないかな。

「あ。そうですわ。鉄之介さん。せっかくですから、さきほどのわたくしのセリフの続きを想像してみてください」

「えっ……？」

　さっきの姫ひめ宮みや先輩のセリフ？

　確か、ブラがどうとか言いかけてたような……。

「………っ。マ、マスター。ダメですっ。それは罠わなですっ。乳姫の言うことなど聞いてはいけませんっ」

　どうしてか、やけに焦った様子で口を挟んでくる妹。

　うわっ、なんだか今にもドアを開けてこちらの会話を止めに来そうなテンションだ。ひょっとして、ここで僕が正解を言えばあるみが外に出てくるんだろうか？

「―――」

　ちょっとマジメに考えてみる。

　さきほど姫宮先輩は『だって、あるみさんって誰だれがどう見てもブラ――』と言いかけた。

　落ち着け。

　あるみのことは兄である僕が一番わかっているはずだ。彼女の特徴。ここから推理するに、姫宮先輩が言おうとしたのは……。

「わかりました。姫宮先輩が言いたかったのはこういうことでしょう？」

「なっ……マスター!?」

　息を呑むあるみ。

　僕はそんな彼女に、推理の末に辿たどり着ついた答えを言うことにした。



「『あるみさんって、どう見てもブラジャーをつける必要がありませんよね』」



　ベキッ、と。

　場の空気が凍りつく音が聞こえた。

　姫宮先輩も、あるみも、言葉をなくしたように沈黙している。

　……マズい。

　どうやら、答えを間違えたらしい。

「え、えーっと、もしかしてもっとわかりやすい感じですか？　『あるみさんって、どう見てもブラジャーをつける必要がありませんよね！　あんなにペッタンコじゃ仕方ありませんわ！』……とか」

「………」

　場をさらに重い沈黙が支配する。

　……まさか、これも違うのか？

　あるみの身体的特徴と、姫宮先輩の性格を考えたらこれしかないと思ったのに。がんばれ、シャーロック鉄てつ之の介すけ。こうなったらもっと的確な答えを探すしか……。

「……まあ、その話はとりあえず置いておきましょう」

　なぜか、言い出しっぺの姫ひめ宮みや先輩が休戦協定を出した。

「すみませんでした。まさか鉄之介さんがここまでひどかったとは……」

「いえ、謝らないでください姫宮さん。あなたの言う通り悪いのは全部マスターですから」

「………」

　……おかしいな。

　争っていた二人が僕という共通の敵を見つけて急激に仲を深めているぞ。

　そして、あるみがすっごい怒ってる気がする。

　なんだか最高にデンジャラスな猛獣の檻おりの前にいる気分。目の前にあるドアという名の垣根さえなければ、僕は怒り狂ったシスター……いや、モンスターにズタズタにされる明確なビジョンまで浮かんでくるんだけど……気のせいですよね？

「三人とも、さっきから全然話が進んでないぞ」

　どこか呆あきれた声で僕たちのやり取りを見ていたカレンが言った。

　そして、彼女は続ける。

「あるみん。そんなに出てきたくないってことは、よっぽどの理由があるのか？」

「うっ……」

「何か悩んでいるんだったら、ちゃんとカレンたちに言ってくれ。カレンたちは高校デビューを目指す仲間だろ？　相談くらい乗るからさ。そうやってみんなで一緒にがんばったから、今日まで上う手まくやってこれたんだし」

「カレンさん……」

　クラスメイトからの素直な言葉に、あるみの心も少し動かされているようだった。

　――そうだ。

　僕たちロボ研の活動は高校デビューを目指すこと。

　入学してから約三ヶ月。

　色々トラブルはあったけど、なんとか高校デビューをやって来れた。

　きっとそれは部員同士でフォローができたからだと思う。カレンが言いたいのはそういうことなのだろう。

「ありがとうございます。カレンさんは優しいのですね」

「そっ……そんなことはないぞっ。カレンが目指してるのは『優しい不良としての高校デビュー』だからなっ。これぐらい当然だっ」

「照れなくてもいいのに」

「べ、べべべべ別にカレンは照れてなんか……っ」

　必死に否定しようとしているカレンだったが、その顔は「えへへ」とにやけていた。犬だったら精一杯シッポをフリフリして喜んでいるところだろう。相変わらず、感情表現が素直なヤツだ。

　――でも。

「ところで、カレンさん。さきほどの話で一つ言いたいことがあるのですが」

「えっ？　なんだ？　もしかして……もうちょっと褒めてくれるのか？」

　あるみの言葉にキラキラと目を輝かせるチビオオカミ。

　そんな彼女に、妹は一言。

「さきほど、あなたは『今日まで上う手まくやってこれた』と言いましたが……非常に言いにくいのですが、カレンさんの高校デビューはそこまで上手くいっていないと思います」

「………」

　頬ほおを緩ませた笑顔のままでカレンが石化してしまった。かの有名なハチ公像ぐらいピクリともしない。忠犬カレン誕生の瞬間であった。

　……まあ、そうだよな。

　正直、僕もカレンの高校デビューがそこまで上手くいっているとは思っていなかった。

「ど、どうしてだ？　カレンはちゃんと不良をやってるぞっ。クラスのみんなもカレンのことを不良だって言ってるし……なあ、そうちょーもそう思うだろ？」

「えっ……まあ……そうかもね」

「すっごい曖あい昧まいな返事をされた!?」

「………」

「うわあああああんなんで黙るんだよおおおおおっ！」

　くそぅ……カレンはちゃんと不良をやってるのに……とカレンは頬を膨らませながら拗すねていた。

　確かに、クラスのみんな……主に女子はカレンのことを不良と言う。

　しかし、それは彼女を懐柔するためだ。

　入学して以来、カレンはその愛くるしい外見からうちの女子たちの愛玩動物アイドルと化していたんだけど、不良を目指すカレンはそれを受け入れなかった。

　そして、女子たちは気付いたのだ。

　とりあえずカレンのことを「不良」と呼んでおけば、彼女が自分たちと仲良くしてくれることを。カレン自身も「不良」って呼ばれて嬉うれしかったっぽいし。

　だから、今のカレンの状況はうちのクラスの女子に可愛かわいがられている子犬。

　もっとも女子たちはカレンに優しいし、「不良」として彼女たちの輪に交ざれるカレンも楽しそうだから結果オーライだと思う。友だちも増えたみたいだし、これも一つの高校デビューの形なのかもしれない。

「ううっ……カレンだって一生懸命やってるのに……」

「そこまで落ち込むことはないよ。方向性はどうあれ、成果は出てるんだからさ」

　ポンっとカレンの頭に手を乗せて励ますように撫なでる。

　先はまだ長いんだし、ゆっくりやっていけばいいさ。

「随分と余裕そうですね、マスター」

「いや、別に余裕ってわけじゃないけど……」

「まあ、ここ最近マスターの高校デビューは上う手まくいっていますしね。性格もちょっと明るくなった気がします。あくまで以前に比べてですが」

「相変わらずおまえは一言多いな」

　だけど、あるみの言うことも間違っちゃいない。

『フツーの男の子としての高校デビュー』

　そんな目標を掲げる僕のポリシーは一つ。

　保護色。

　周囲の環境に身体の色を溶け込ませる動物たちのごとく、目立たない平凡な生活こそがモットーだ。

　最近の僕は、以前に比べて大分その目標に近づいた気がする。

　いや、冷静に言うなら以前の僕がひどすぎたのだ。

　なにせあだ名が『エロマスター』だったし。どうしてそんな不名誉な名前がついてしまったのかはオホーツク海よりも深く悲しい事情があるから割愛するけど、最近はそのあだ名で呼ばれるのも少なくなった。

　人のウワサも七十五日。

　そんなコトワザ通り、ここ最近はそれこそ保護色全開な大人しい生活をしていたせいで、前の僕の印象も薄れてきたんだろう。

　毎日高校に通っているおかげか、ぎこちないけどクラスメイトとも話せるようになってきた。二年間も引きこもっていたせいか、未いまだに一人で外出するのは苦手なんだけどさ。

「まあ、そうは言ってもマスターが会話できるのは男子の方だけですが」

「仕方ないだろ。クラスメイトの女子とフツーに会話するのはまだハードルが高いんだ。でも、きっと段々慣れていくさ」

「………。マスターがそう言うなら私は何も言いません」

「ああ。今まではおまえに迷惑ばっかりかけてきたけど、いつかちゃんと自立してみせるから」

　そう、きっと僕の高校デビューが上手くいっているのはコイツのおかげだ。

　桜さくらあるみ。

　生体アンドロイドである彼女が、なんだかんだで助けてくれるから。

　僕と一緒に登校してくれるし、クラスにいるときもフォローをくれる。ホント、毒舌と生意気な性格さえなければ、コイツは優秀な妹だよ。

「――そうですね。私も、マスターがちゃんと自立するのが一番いいと思います」

　ドアの向こうで、あるみも頷うなずいているようだった。

「……ん？」

　いやいや、ちょっと待て。

　気付いたらまた話が脱線してないか？

　元はと言えばあるみがカレンの高校デビューにケチを付けたから……って、まさかコイツ、話題を逸そらすためにわざとそうしたんじゃないだろうな。

「そんなわけで、カレンさんも高校デビューをがんばってください」

「うっ……わかってるもん」

「第一カレンさんが目指す高校デビューは『不良』なのですから、たまには悪いことをしたらどうですか？」

「おお！　名案だぞあるみん！　でも、悪いことってどんな？」

「そうですね。あまり陰湿なことをしても問題になってしまうので、チョイ悪ぐらいがちょうどいいと思いますが……」

　僕が疑っている間にも、あるみとカレンは会話を続けていく。

　いや、カレンは不良を目指してるんだからちょっとは悪いことをした方がいいのかもしれないけど、今話す問題じゃないだろ。やっぱり上う手まくあるみに会話の流れをコントロールされてる気がする。

　ここは何とか本筋に戻らなければ……と、僕が思った瞬間だった。



「では、誰だれかの胸を揉もんでみるなどはどうでしょうか？　例えば、姫ひめ宮みやさんとか」



「………」

　……ストップ。

　この妹、突然とんでもねえことを言い出したぞ。

「あるみさん。あなたはいきなり何を言うのかしら」

　あまりのことに言葉がない僕の代わりに、姫宮先輩が質問した。

「なぜカレンさんにわたくしの胸を揉ませようとするんですの？」

「決まっているじゃないですか。それが悪いことだからです」

「だからってどうしてわたくしなのですか!?」

「だって、そちらには女の子が一人しかいませんからね。それとも、マスターの胸を揉めというのですか？　さすがにカレンさんみたいなちびっ子が男子高校生の胸を揉むのはマニアックな気が……」

「そんなことを言っているんじゃありませんわっ！」

　ドアを挟んで再び開始される舌戦。なんてことだ。桜さくらあるみｖｓ姫ひめ宮みや姫ひめ乃のの第二ラウンドが始まってしまった。

「………っ」

　まさか、これもあるみの作戦？

　自分を連れ出しにきた僕たちを仲間割れさせようとしている。だから突然あんなことを言いだした。どうやら、あいつもよっぽど外に出たくないっぽい。

　でも、さすがに大丈夫だろう。

　だって……胸ですよ？

　いくらなんでも、カレンがこんなふざけた理論を信じるはずが――。

「――ごめん、ひめのん」

「ちょ、カレンさん!?　どうしてわたくしの方に近づいてくるのです!?」

「だって、カレンは不良だから悪いことをしなくちゃ……」

「………」

　前言撤回。

　素直すぎだろ、このチビオオカミ。

「だ、大丈夫だひめのん。優しくするから」

「あなたにそういうことを言われたくはありませんわ！」

「ほえ？　じゃあ誰だれにならいいの？」

「そ、それは……その……」

「もしや、姫宮さんはマスターに強く揉もんで欲しいのですか？」

「あるみさんは黙っていてくださいっ！」

　横やりを入れられて、姫宮先輩の意識が一瞬だけカレンからドアの方に集中した。

　その瞬間を、カレンは見逃さなかった。

「うりゃーっ！」

　隙すきあり！　とでも思ったのか、両手をつき出したおかしな態勢で、カレンは姫宮先輩との距離を詰めようとして、

「ひぅっ!?」

　つるっと、カレンが前にバランスを崩して転びかけていた。どうやらフローリングの上で靴下が滑ったらしい。

「きゃっ!?」

　続いて響き渡る可愛かわいらしい悲鳴第二弾。

　今回の発信源は姫宮先輩。

　なんと、前に倒れかけたカレンが助けを求めるように姫宮先輩の制服のスカートの裾すそと黒いストッキングを掴つかんで、



　倒れた。

　姫ひめ宮みや先輩のスカートとストッキングをダブルでずり下ろしながら。



「あぅっ……いたたたっ……」

「ちょ、ちょっと！　カレンさん！　早くわたくしのスカートから手を放してください！」

　フローリングの上に倒れるカレンと、激しく慌てふためく姫宮先輩。

　運がいいのか悪いのか、ストッキングは膝ひざのところで止まっていた。しかし、黒いスカートは哀れなチビオオカミと一緒にフローリングに落下していて……。

「―――」

　簡潔に説明すると、白だった。

　そしてヒモだった。

　スカートが落ちたせいで、露あらわになったのは純白な生地に美しいレースの模様。そして腰の横は可愛かわいらしいリボンというちょっぴり大人な下着。そしてぷにぷにと柔らかそうなフトモモ。

　しかも膝の上ぐらいまで下ろされたストッキングが……うわぁ、なんかマニアック。



    

  
    
      



    

  
    
      　余談だが、僕はとある深夜アニメのワンシーンで『主人公が押し倒しただけで、ヒロインの服が派手に脱げてしまう』という手品師も真っ青のアクロバティックプレイを見たことがあるが、まさかそんなラブコメ現象が我が家で起きるとは……。

　なんて。

　そんなことを考えているときだった。



「みっ……見ちゃダメですっ！」



　突然、ひどく焦った声が聞こえた。

「………っ!?」

　そして、衝撃。

　声と同時に横から突っ込んできた何かが僕を押し倒すように強烈なフライングボディアタックをかましてきた。

　しかも、なぜかふにょんっとしたものが視界を塞ふさいで……って、なんだこれ？　なんだか柔らかいけど、割と弾力があるような……。

「ひゃぅっ!?」

　ついつい視界を塞いでいるものをどかそうとすると、掌てのひらに感じるマシュマロチックな感触とともに聞きなれた声が悲鳴を上げた。

「……あるみ？」

　そう、桜さくらあるみ。

　今僕の上に乗っているのは、紛まぎれもなく彼女に違いなかった。

「……あれ？」

　でも、ちょっとおかしくないか？

　掌に感じる柔らかい感触。

　僕の記憶の中のあるみは割とスレンダーだったはずだ。それこそ、本人がコンプレックスを抱いちゃうくらいに。

　ならば、この柔らかな感触はなんだろう。

　もしかして急に太ったのかな？

　だから部屋の外に出るのを嫌がっていたとか。確かにあれだけチョコレートを食べていたら生体アンドロイドでも体形に変化が出ても……。

「――え？」

　しかし。

　そんな僕の想像は、やっと自由になった視界の前にもろくも崩れ去った。

　僕の上に馬乗りになるように乗っかったあるみ。

　着ているのはやや大きなサイズのＹシャツ。

　そう言えばあるみは七月になってから「最近は暑いのでこのスタイルがベストです」とか「捨てるのはもったいないです」とか「き、着たくて着ているわけじゃありませんからっ」とか言って、僕が着なくなったＹシャツをパジャマ代わりにしてた気がする。

　だが、僕が驚いているのはそんなことじゃなくて――。

「……あぅっ」

　僕の視線に気づいたのか、あるみは恥ずかしそうに両腕で自分のそれを隠すように抱きしめた。

　そう、胸。

　記憶では、あるみの胸はお世辞にも大きいとは言えなかった。

　しかし、今は違う。

　だって明らかにＹシャツのボタンが止まってない。

　かろうじて止まっているボタンすらはち切れる寸前。最初は僕たちをビックリさせようと服の下にメロンか小玉スイカでも隠しているのかと思ったが、どう見てもそんな子供だましのドッキリじゃない。

　胸。

　いや、もはや巨乳と言った方がいいかもしれない。



　どうしてか――あるみの胸が、以前より明らかに大きくなっていた。



「……マスター」

　と。

　あまりの驚きからその胸に目線が釘くぎ付づけな僕に、妹は頬ほおを薄桃色に染め、羞しゆう恥ち心しんを一生懸命に堪えているような、か弱い声で――一言。

「……あんまり、見ないでください」



    

  
    
      

第３話　ダイブ





　午前十一時五十九分。

　僕たちがあるみの説得ミッションを始めてから約三十分。

　紆う余よ曲きよく折せつあったが、偶然生まれた姫ひめ宮みや先輩とカレンのコンビプレーによって、どうにか妹を部屋から出すことに成功。

　だが、本当の問題はそこからだった。

「あるみ。おまえ、大丈夫なのか？」

　あるみの部屋。

　そのフローリングに座りながら、僕は妹に訊たずねた。

　妹の部屋は結構さっぱりとした感じで、前に行ったカレンの部屋みたいにヌイグルミで溢あふれているなんてことはナッシング。

　ちなみに三ヶ月もコイツと同居してる僕だけど、ここに入るのは初体験。というか今まで頑かたくなに入れてくれなかった。思春期の女の子の精神回路はデリケートらしい。

「ノープロブレムです。私は至っていつも通りですから」

「いや、強がらないで良いよ」

「べ、別に私は強がってなど……」

　言って、あるみは身体に巻きつけたシーツを握りしめた。

　そう、シーツである。

　あるみは雪山で暖を取るみたいにシーツに包まっていた。かろうじて首から上が出ているから会話はできるけど、よっぽど僕たちの視線をシャットオフしたいみたい。まあ、自分の身体があんなことになったらわからなくもないが。

「というか、さっきはなんで部屋から飛び出してきたんだ？」

「それは、マスターが姫宮さんの下着を食い入るように凝視していたので、つい……」

「凝視なんかしてない」

「しかも、ひどく卑ひ猥わいな笑みを浮かべて……」

「どんな顔だよ!?　それに、僕が聞きたいのはよく廊下の状況がわかったなってことだ」

　あのとき、あるみの部屋のドアは完かん璧ぺきに閉まってたのに。

　さすがの生体アンドロイドでも透視機能までは持っていないはずである。

「簡単な話です。この家の廊下にはちょっとした仕掛けがあります」

「仕掛け？」

「具体的に言うと、監視カメラが」

「その情報は初耳だぞ!?」

「本当です。廊下の様子は逐一私の部屋にあるテレビでモニターしていました。だから、マスターたちの行動はすべて筒抜けだったわけです」

「なんでもないことのように言うんじゃねえよ！」

　自分の家に監視カメラが仕掛けられてるとか衝撃の事実だぞ！　……いや、待て。冷静に考えればそんなことをする犯人はただ一人。

　桜さくら鈴すず音ね。

　認めたくないが、僕にとって唯一の血の繋つながった肉親。

　思えば、姉さんは過去にも僕の部屋にカメラを仕掛けてたことがあった。そっちはすぐに撤去したんだけど、まさか廊下にも仕掛けられていたとは。秘密工作員みたいなことをしやがる。

「しかし、姫ひめ宮みやさんとカレンさんを仲間割れさせようとしたのに、まさかあんな事態になるとは。マスターはサービスシーンとのエンカウント率が高すぎます。ラブコメの主人公レベルです」

「主人公とか呼ぶな。僕が目指してるのは目立たない脇わき役やくポジションだ。そして、今はそんな話をしてる場合じゃない。それぐらい、おまえにもわかってるだろ？」

「うっ……」

　僕の言葉に、あるみは俯うつむいてしまった。

　そしてシーツの下でもぞもぞ動く彼女の身体。恥ずかしいのか、またあれを腕で隠すように抱きしめているようだった。

　そう、胸。

　突然大きくなってしまった自分の身体の一部を。

「あるみん。ここはカレンたちにちゃんと話してくれないか？」

　いつにない真剣な表情で、僕の左隣に座ったカレンが呟つぶやいた。

　おお、すごい。こんなにマジメな顔をしてるカレンは初めて見た。きっと、友だちとしてあるみのことを心配してくれて……。

「どうすれば、胸がそんなに大きくなるんだ？」

「………」

「もしかして、牛乳をいっぱい飲んだのか？　いや、おかしい。それならカレンの胸だって大きくなってるはずだ。あと、身長も」

「………」

「あるみん！　黙ってちゃわからないだろ！　ていうか、ずるいぞ！　仲間だと思ってたのに！　今だから言うけど、カレンはあるみんの胸に結構親近感とか抱いてたのにっ！」

「………」

　前言撤回。どうやらカレンの自分の身体に対するコンプレックスはかなり末期症状なようだ。

　ていうか、親近感って。

　他人の胸にそんなもん抱くなよ。

「落ち着いてください、カレンさん」

　どこか疲れた様子で、あるみは語り出した。

「私だって、わからないのです」

「……わからない？」

「私の胸がこうなってしまったのは二日前の朝。ベッドで目が覚めたら、いきなりこうなっていました」

「ちょ、ちょっと待てよあるみ。いきなりって……何か心当たりはないのかよ？」

　朝目が覚めたら巨乳になっていた。なんだそれ。グレゴリー・ザムザもビックリの超展開じゃないか。

「残念ながら何もありません。ただ一つ、はっきりしている問題はありますが」

「巨乳になって肩が凝り出したのか？」

「マスター。いらないボケをかますのはやめてください」

「うっ……ごめん。で、本当のところは？」

「私がこの胸に合うブラジャーを持っていないことです」

「それのどこが問題だよ!?」

　人がマジメに聞いてやったのに。

　僕が言ったボケと大して変わらないレベルに思えるぞ。

「何を言うのですか。これは私にとってすごく重要な問題です。ここ数日、私はブラジャーを着けることができませんでした」

「………」

　ストップストップストップ。

　ということは、えーっと、つまり。

「あの、あるみさん？　じゃあ、ひょっとして……今も？」

「………っ」

　微かすかに頬ほおを紅潮させながら、彼女は恥ずかしそうに口くち唇びるを噛かみしめた。

　どうやら図星だったらしい。

　……いや、落ち着け桜さくら鉄てつ之の介すけ。

　着けてないってことは当然ノーブラってことで、じゃあ僕がさっきコイツに押し倒されたときに感じた柔らかさは……。

「マスター。私の胸の感触を必死に思い出そうとするのはやめてください」

「！」

「エッチです。不潔です。信じられません。妹がこんなことになっているのに、あなたという人は……」

「ち、違うって！　僕は決してやましいことを考えてたわけじゃなくて！」

　実際は八割方やましいことを考えていたんだけど、そんなことを告白してしまえば色々失ってしまう。僕の兄としての立場どころか、人間としての尊厳さえも。

「まあ、本当に重要な問題は――このままでは高校に行けないということなのですが」

「確かに、その大きさでノーブラとか恐ろしすぎるな」

　日本刀を鞘さやに入れずに持ち歩いているようなものだ。

　周囲の視線が集まって仕方ない。

「そういう意味ではありません。現実的に、こんな短期間で胸がここまで大きくなるなんてありえません。もし今の私をクラスメイトの皆さんが見たら、きっとこう思うでしょう。――人間じゃない、と」

「………っ」

　人間じゃない。

　そう、あるみは生体アンドロイドだ。

　たぶん、彼女の胸がこんな風になってしまったのもそのせい。きっと機能的な問題なのだろう。だから、こんな姿をクラスメイトに見られたら、あるみが目指している『人間としての高校デビュー』は脆もろくも崩壊してしまう。

「何か言い訳を考えたらどうだ？　『胸にパッドを入れてみました！』とか」

「『冷やし中華はじめました！』みたいなイントネーションで言わないでください。あと、こんなパッドはありえません」

「そりゃあ、どう考えてもリアルすぎるけどな」

「ええ。過去にネットで探したことがありますが、ここまでリアルな品物はゼロでした」

「………」

　ですよね。

　僕の妹だったら、探しててもおかしくないよね。

「じゃあ、胸にサラシを巻いていくのは？　男装する女の子みたいに」

「それも試したのですが……ダメでした」

「どうして？」

「サイズが大きすぎるのと……あとは……」

　どうしてか、あるみは再び顔を赤くした。

　そして、消え入りそうな声で、

「……なんというか、すごくデリケートになっていて」

「は？」

「い、今の私の胸はすごくデリケートな状態になっているんです。正直、着ているＹシャツが擦れるのも辛つらいくらいに……ですから……」

「……わかった。それ以上は言わなくていいから」

　サラシも巻けないくらいにあるみの胸は敏感になってしまっているんだろう。

　いや、こうやってモノローグにすると凄すさまじく卑ひ猥わいなことを言っているように聞こえるが、仕方ない。悪いのはあるみの胸だ。あの二つの凶器なのだ。

「でも、それならどうして部屋に引きこもってたんだよ？　もっと早く僕たちに相談すればよかったじゃないか」

「それは……やはり、こんな姿を見られるのは恥ずかしかったというか……」

「やっとのことで夢が叶かなったのに？」

「た、確かに私は大きな胸にほんのちょっぴり憧あこがれていましたが、何もここまで大きくなりたかったわけじゃありませんっ」

　シーツに包まりながら「うーっ」と抗議するあるみ。

　まあ、確かにね。

　大きさもそうだけど、さっきも言ったように成長する期間が短すぎる。これじゃコイツが悩むのもおかしくないよな。

「せめてもうちょっと小さかったらよかったのに……そうすれば文字通り胸を張って高校に行けたのに……バラ色の日々が待っていたのに……っ」

「悩む方向が間違ってるぞ」

　胸の大きさだけで日々の生活がバラ色になるなら、コイツの思考回路も案外短絡的なのかもしれない。相変わらず胸にコンプレックスを抱いてるなぁ。

「そんなわけで。部屋にこもっている間、時間を置いて様子を見ようとしていたのですが、もうそんな状況でもなくなってしまいました」

「明日から学校が始まるしな」

「高校デビューを目指しているからには、なるべく授業を休みたくありません。なので……できれば、マスターたちにもこの状況を解決する方法を考えて欲しいのですが……」

「そんなに気を遣うなよ。僕たちはおまえの力になれるならなんだってする。僕はおまえの兄妹だし、姫ひめ宮みや先輩とカレンも同じ部活のメンバーなんだしさ」

「………。それは、ちょっとだけありがたいですね」

　再び消え入りそうな声でお礼を言って、気恥ずかしいのかあるみは目線を逸そらしてしまった。

　まったく、普段は無愛想で生意気なくせに、急にシャイになるなよな。まあ、そういうギャップは可愛かわいいと思うけど。

「――では、」

　と。

　仕切り直すように、あるみは目線を移してから。

「まずは姫ひめ宮みやさん。何か案はありますか？」

「あの、あるみさん。どうしてわたくしを最初に？」

「いえ、まずは専門家の意見を聞いた方がいいと思って」

「いつからわたくしが胸の専門家になったんですの!?」

「何を謙けん遜そんするのですか。乳姫とも呼ばれるお方が」

「それはあなたが勝手に言っているだけですわっ！」

「ほぅ。ようやくその事実に気付きましたか」

「とっくの昔に気付いていますわよ！」

　僕の隣でビシッとあるみを指さす姫宮先輩。

　うわー、息がピッタリ。この二人、案外いいコンビなんじゃないか。ダブルスを組んでウィンブルドンでも目指せばいいのに。

「では、カレンさんはどう思いますか？」

　吸血鬼の出番は終わり、今度のターンはチビオオカミさんのようだった。

「うーん、そんなこと言われてもな……」

　腕を組んで悩むカレン。

　その姿は「今日のオヤツは何かなぁ～♪」とか考えている小学生にしか見えないのだが、きっと彼女なりに真剣に考えているんだろう。

「――あ、そうだ」

　シンキングタイムの後。

　彼女は、何かをひらめいた様子で、



「誰だれかに触ってもらったらどうだ？」



　クラスター爆弾なみの爆弾発言を投下しやがった。

　……いやいやいや。

　いきなり何を言い出すんですか狼かみ谷やさん。

「……カレンさん。どうして私の胸を誰かに触らせるのですか？」

「え？　だって、サッカーボールとかもショックを与えた方が萎しぼむのが早いし」

「私の胸はサッカーボール扱いですか……」

「さすがに空気は入っていないと思う。きっと、その中はからっぽなんだ」

「からっぽ？」

「からっぽの方が、夢を詰め込める」

「わけのわからないことを言いだすのはやめてください」

　はあっと息を吐くあるみ。

　僕だってため息をつきたい心境である。そもそも胸って揉もんだら大きくなっちゃうんじゃないか？　まったく、こんなふざけたプランが通るわけが……。

「あら。わたくしは案外悪くないプランだと思いますわよ？」

『なっ――』

　突然のソプラノボイスに絶句する桜さくら兄妹。

　その目線の先には姫ひめ宮みや姫ひめ乃の。彼女はちょっとだけ口くち唇びるを微笑ほほえませていた。

　うわー、さてはこの人、廊下での一件を根に持ってやがるな。着々と進む姫宮リベンジ計画。もちろんそのターゲットはあるみである。

「姫宮さん。いきなり何を言うのですか」

「うふふ。わたくしはカレンさんの意見に賛同しているだけですわ。何かショックを与えた方が、効果があるかもしれません。それに、触ってもらうにはうってつけの相手がいるじゃありませんか。例えば――鉄てつ之の介すけさんとか」

「バ、バカなことを言わないでくださいっ。どうして私がマスターに自分の胸を触ってもらわなければならないのですかっ」

「別に大丈夫でしょう？　あなたたちは兄妹なのですから。さあ、遠慮なさらずに」

「あっ――」

　バサっと。

　唐突に姫宮先輩があるみのシーツを強引に剥はぎ取った。

　再び露あらわになるＹシャツ姿のあるみ。

　いきなりのことに「きゃっ!?」と短い悲鳴を上げながら、彼女は両腕で必死に胸を抱きしめる。

　たぶん僕たちの目から隠そうとしてるんだけど……なんというか、逆効果だ。

　だって、あるみが抱きしめてるせいで胸の弾力と大きさがより強調されて……ぐあー、直視とか無理。こっちの顔も赤くなって仕方ないんですが。

「マ、マスター……？」

　不安げに瞳ひとみを潤ませながら、あるみは僕の方を見つめてくる。

　うわー、そんな目で僕のことを見るのはやめてくれ。いつもと違うシチュエーションに頭が変になりそうだ。

　目の前には、桜あるみ。

　ピンク色に上気した頬ほおと肌。Ｙシャツなんてラフな格好で、彼女は行き場のない大きな胸を抱きしめている。しかも今のあるみはノーブラなわけで……うわあああああダメだ！　このままじゃ理性がおかしくなるぞ！

「……ふぁっ」

「!?」

　いきなり、あるみの口から出た声に驚いてしまう。

　どうやら、恥ずかしさのあまり自分の胸を抱きしめすぎてしまったっぽい。そういやさっきもデリケートになってるとか言ってたっけ。

「あっ、ち、違いますっ、今の声は、別に……んぅっ」

　顔を赤くしたままで、必死に弁解しようとするあるみだが、それも逆効果。

　羞しゆう恥ち心しんのせいか、自分でも無意識のうちに胸を強く抱きしめちゃうらしく、「きゃっ……ひゃぅ……」と切なそうな声が上がった。

　同時、徐々に荒くなる吐息。

　そして、まるで最高級のマシュマロよろしくふにゅふにゅと弾む彼女の胸――。

「………っ」

　なんだか、自分で胸を弄いじってるみたいですごく背徳的……とか思っちゃう僕は今すぐ頭をボウズにして出家するべきかもしれない。心臓がドキドキしすぎて不整脈を起こしそうだ。

「…………マスター」

　と。

　彼女は、潤んだ目で、助けを求めるみたいに兄を呼んだ。

「―――」

　プツンッと。

　その響きに、僕の頭の中の何かが切れてしまった気がした。

　姫ひめ宮みや先輩とカレンも、「うわー、なんかやばいことになってきちゃった」みたいな感じで頬ほおを赤くしながらこちらの動向を見守る銅像と化している。

　――彼女たちの視線の中で。

　僕は、ゆっくりとあるみの方に歩み寄ろうとして――。



「あなたたち、こんな真昼間から何してるのかしら？」



　部屋に響いたのは、鈴の音のように大人びた声だった。

　全員の視線がドアへと集中。

　そこにいたのは、白衣をまとった黒髪の女の子。クール＆ビューティーを体現するような凛とした輪郭と、猫のように大きな瞳ひとみ。彼女はオモチャを見つけた黒猫みたいに興味津々な様子で僕たちを見つめてから――。

「面白そうだから、先生も交ぜてくれない？」

　そう、黒くろ医い猫ねこ子こ。

　僕たちの部活の顧問である彼女は、ミステリアスな笑みを浮かべながら、愉たのしそうにそう呟つぶやいた。



「黒くろ医い先生！　どうしてあなたがここにいらっしゃるのですか！」

　真っ先に声を上げたのは黒医先生の従妹である姫ひめ宮みや先輩。

　うん。僕だって同意見。なんで黒医先生がここに？　今日うちに呼んだのは姫宮先輩とカレンだけで、この人には連絡してなかったのに。

「あら、先生がここに来ちゃいけない？」

「その通りです。早くお帰りになってください」

「相変わらず、姫ひめ乃のちゃんのツンデレっぷりには惚ほれ惚ぼれしちゃうわね」

「わたくしはツンデレなどではありませんわっ！　あなたが来たら、余計に状況がややこしくなるに決まっていますっ！」

「そんなことないわよ？　まあ、確かに面白そうな状況ではあるけどね。観察したくなっちゃうくらいに」

　クスッと微笑ほほえむ黒医先生。

　そう、この人の趣味は人間観察。実験と称して生徒を面白おかしく見守ることが大好きなサディスティックティーチャーなのである。『生徒に好かれる先生としての高校デビュー』なんてものを目指してるから余計にタチが悪い。

「あと、鉄てつ之の介すけくん。玄関の鍵かぎを閉め忘れていたわよ」

「だからって入って来なくても……」

「仕方ないじゃない。だって、先生の大事な生徒がピンチだったんだもの」

「……えっ？」

　一瞬、その言葉の意味がわからずに硬直する。

　……生徒のピンチ？

　それはつまり、あるみの身体の異常を指しているのか？　でも、どうしてこの人がそれを知ってるんだ。誰だれも連絡なんかしていないのに。

「うふふ」

　が。

　彼女の行動は早かった。

　電光石火。

　部屋に踏み込んできた黒医先生は、スタスタとあるみの方へと近づいていって、



　彼女の首筋に、拳けん銃じゆうに似たシルエットの物体を押し付けていた。



「―――っ!?」

　瞬間、部屋に響くカチッという引き金を引く音。そして、「あっ――」と目を閉じてから、フラッと倒れてしまうあるみの身体。当たり前のことのようにその身体を支え、フローリングに寝かせる黒くろ医い先生。

　何もかもが、一瞬のできごとだった。

「さあ、これで準備はオッケーかしら」

「あ、あんた！　あるみに何をしてるんだよ！」

　突然のことに叫ぶ。

　だが、黒医先生はあくまで余裕を保ったままで、

「落ち着いて。妹を心配するのはお兄ちゃんとして当然だけど、今は大丈夫。彼女は眠ってるだけだから」

「………っ」

　確かに、あるみを見ると、スゥスゥと心地よさそうな寝息を立てている。

　だとしたら黒医先生の持っている拳けん銃じゆうのような物体は――おそらく麻酔銃。

　中に入った液体を相手に注入して、眠らせるものらしい。スパイ映画なんかによく出てくるお約束アイテム。生体アンドロイドのあるみにそんなものが通用するのかちょっと疑問だったけど、実際に効果は抜群である。

「いいわ。状況を説明しましょう」

　困惑する僕たちに、先生はまるでこれから授業でも始めるような態度で言った。

「先生は、あるみちゃんを助けに来たの」

「……助けに来た？」

「鉄てつ之の介すけくんはもう知ってるんでしょう？　私がサーカスインダストリアルの元社員で、Ｅプロジェクト――つまりは、あるみちゃんの開発に関かかわっていたってことも」

「―――っ」

　思わず息を呑んだ。

　五月に行ったキャンプのとき、僕はあるみからそんな話を聞いていた。でも、どうしてか黒医先生はそのことを隠そうとしていた。だから、今まで何も追及しなかったのに。

「……鉄之介さん。今の黒井先生の言葉は本当なのですか？」

「えっ……あっ、はい。僕はあるみから聞いただけですけど……」

「――ふうん。初耳ですわ。黒医先生がサーカスインダストリアルに……しかも、あるみさんの開発に関わっていたというのは……」

「ごめんね、姫ひめ乃のちゃん。ビックリさせようと思って黙ってたの」

　野良猫のように悪戯いたずらっぽいスマイル。彼女は笑顔のままで、「でも、今の問題はそんなことじゃないわ」と話を続けた。

「問題は、あるみちゃん。見た感じだと、身体に異常が出てるみたいね」

「う、うん。でも、どうしてせんせーにそれがわかったんだ？」

「そこは企業秘密……と言いたいんだけど、それくらいは説明してあげるわ。実はあるみちゃんの身体に異常が出ると、ちょっとしたシグナルが先生のところに届くようになってるから」

「……シグナル？」

「簡単に言うとＳＯＳ信号みたいなものかしら。これはあるみちゃん自身も知らないこと。知ってるのは、そこにいる鉄てつ之の介すけくんのお姉ちゃんである鈴すず音ねと、この子の監督者を頼まれた先生だけ」

　――監督者。

　そして、突然出てきた姉さんの名前に驚いてしまう。

　じゃあ、何か？

　黒くろ医い先生は、サーカスインダストリアルの元社員として、あるみの様子を監督してたっていうのか。だとしたら、この人が五月に突然僕たちの高校へ赴任してきて、ロボ研の顧問になったのも頷うなずける気がする。

「でも、待ってください」

　一度話を整理したくて、僕は先生に話しかけていた。

「じゃあ、黒医先生はあるみの身体を治せるんですか？」

「いいえ。彼女を治すのは私じゃないわ。治すのは――あなたたちよ」

「僕たちが？」

「その通り。まあ、何が言いたいかっていうとね……」

　黒医先生は。

　いつにない真剣な口調で――。



「あなたたちには、今からこの子の夢に潜ってもらいます」



　そんな突拍子もない言葉を、口にした。

「ゆ、夢に潜るって……」

　なんだよそれ。

　そんなことが、可能なのか？

「正確にはあるみちゃんと同じ夢を見てもらうって言った方がいいかもね。大丈夫。そのための装置はちゃんと持ってきたから」

　言って、黒医先生は一度廊下へ出て、大きなアタッシュケースを二つ持ってきた。どうやら、あの中にその装置とやらが入っているらしい。

「あの、黒くろ医い先生。本当にそんなことが可能なんでしょうか？」

「もちろんよ、姫ひめ乃のちゃん。フツーの人間なら無理だけど、あるみちゃんは生体アンドロイドだからね。詳しい原理は企業秘密だから説明できないけど」

　企業秘密。

　その言葉は姉さんが何度か使っていた。

　サーカスインダストリアル。

　相変わらず、秘密の多い会社である。

「そんなわけで、今からあなたたちには彼女の夢にダイブしてもらいます」

「ちょ、ちょっと待ってください！　本当に僕たちがあるみと同じ夢を見られるとして……それであるみは治るんですか？」

「もちろん。あるみちゃんがこうなってしまったのは、彼女の精神回路こころに問題が出たからなの」

「つまりは……僕たちにそれを解決しろと？」

「大正解。あなたたちに解決して欲しいのは、あるみちゃんの精神の問題。でも、ここまで身体に影響が出ちゃうレベルの問題が起きるなんて思ってなかったわ。ちゃんと、保護プログラムがあったはずなのに」

「保護プログラム？」

「ええ。あるみちゃんの精神を護まもるために、彼女には保護プログラムがインストールされてるの。何か精神回路に問題が起きたときは、それが作動して問題を修正する。けど、どうしてか今回は作動しなかったみたい」

「だから、僕たちが夢に潜るんですか？」

「正解。夢は精神と深く繋つながってるからね。簡潔に説明すると、今からあるみちゃんの夢に潜ってもらって、彼女の異常の原因を探してきて欲しいのよ」

「―――っ」

　今の説明で、黒医先生の言いたいことは大体わかった。

　でも、何かが心の中で引っかかる。

　夢。

　黒医先生はさっき、夢と精神は深く繋がっていると言った。

　けど――それは、僕たち人間の場合じゃないのか？

　あるみは生体アンドロイドなんだぞ。

　姉さん曰いわく、生体アンドロイドは限りなく人間に近い存在らしいけど、これじゃまるで黒医先生はあるみのことを人間そのものとして扱っているみたいな――。

「さあ、どうする？」

　僕の思考を断ち切るように、黒くろ医い先生が問いかけてきた。その姿は、どこか急いでいるように見えた。

　もしかしたら、事態は僕たちが思っているよりも深刻なのだろうか。

「――わかりました」

　静かに、僕は頷うなずいていた。

　桜さくらあるみ。

　僕は、あいつの兄妹だ。

　だったら――あいつを助けなくちゃいけない。

　理由なんか、それだけで十分だ。

「わたくしもご一緒しますわ。こんな生意気な子でも、一応わたくしの後輩ですから」

　しっかりとしたソプラノボイス。

　僕の隣で、姫ひめ宮みや先輩が頷いてくれた。

「むっ。二人とも、カレンのことを置いていくなよ？　カレンだって、あるみんの友だちなんだから」

　当然のように幼い声が告げる。

　姫宮先輩と同じように、カレンが強気に微笑ほほえんでいた。

「そう。わかったわ。じゃあ、準備をしてくれる？」

　生ぼ徒くたちの決断を聞いて、黒医先生は白衣のポケットから白いピルケースを取り出した。

　その中身の白い錠剤を一錠ずつ、僕たちに渡す。

「それは即効性の強い睡眠薬。飲めばすぐに眠くなるわ。眠った後で、先生はこの装置であるみちゃんとあなたたちの意ゆ識めを繋つなぐ。先生は装置を操作しなくちゃいけないから、あっちへは行けないけど……」



　みんな、覚悟はいいかしら？



「―――」

　その言葉に、僕たちはしっかりと頷いた。

　そして、誰だれからともなく錠剤を飲み込む。

　嚥えん下げしてからわずか数分で、黒医先生の言う通り強烈な眠気が襲ってきた。

　意識があるうちに、身体を寝転ばせる。朦もう朧ろうとした視界の中で、姫宮先輩とカレンも同じことをしているようだった。

　そして。

　ゆるやかに、柔らかに、かなり確実に――意識が削られていく。

「がんばってね、みんな」

　珍しく、心配そうな黒くろ医い先生の声が聞こえた気がした。

　――彼女は。

　まるで、子こ守もり唄うたでも歌うような優しい声で――。

「――おやすみなさい」

　その言葉を最後に。

　僕の意識は、黒い闇に塗りつぶされた。



    

  
    
      

第４話　ドリームワールド





　なんだかひどくおかしな夢を見ていた気がする。

　そんな漠然とした感覚を覚えながら、僕はゆっくりと自分の部屋のベッドの上で目を覚ました。

　枕まくら元もとのデジタル時計を確認すると八時ジャスト……って、何を優雅に寝てたんだ僕は。思いっきり寝坊じゃないか。このままじゃ遅刻する。まいったな。高校デビューのためには、なるべくトラブルは起こしたくないのに……。

「……って、あれ？」

　違和感。

　何かが致命的に狂っている気がする。

　そもそも、今日は海の日で学校は休みじゃなかったか？

　そう思って、もう一度枕元の時計を確認したが……。

「……え？」

　ポカンと口を開けるしかなかった。

　四月四日。

　驚くことに、時計の液晶に表示されていたのはそんな日付だった。

　なんだこれ。誰だれかの悪戯いたずらだろうか。我が家でこんな子供じみたことをするポジションは決まって姉さんだったけど、あの人は現在出張中で家を空けている。

　おかしい。

　状況をよく理解しようと、僕はベッドから抜け出そうとして――。

「なっ――」

　瞬間、息を呑んだ。

　制服。

　なんと僕は自分の通う私立春原すのはら高校の制服を着たままベッドで眠っていたのだった。

　でも、僕が驚いたのはそんなことじゃない。

「くぅ……」

　隣から聞こえてくる健やかな寝息。

　桜さくらあるみ。

　どうしてか、女子の制服を着た妹が僕のベッドで眠っていた。

　ていうか、思いっきり添い寝だった。

「………」

　落ち着け。



    

  
    
      



    

  
    
      　いや、落ち着いてられるか。

　なんなんだこの一昔前のギャルゲーみたいなお約束シチュエーションは。ああいうのはゲームの中でこそ輝くのであって、現実で起きても心臓発作の発生率を高めるだけである。その証拠に現在進行形でハートがストップしちゃいそう。

　そんな兄を無視して、あるみはスリープモード。

　うわー、こうして見るとやっぱりコイツって可愛かわいい。

　毒舌さえなければ顔は天使みたいだし、スラっとした華きや奢しやな手足もうちの制服によく似合っている。まあ、本人も気にしてる通り胸元はスレンダーだけど。

「―――」

　いや――待て。

　何を言ってるんだ、僕は。

　だって、今日――七月十八日に、僕たちはあるみの身体に起きた異常を知ったんじゃないか。

　巨乳。

　あの姫ひめ宮みや先輩も驚くくらいに、あるみの胸は大きくなってしまっていたはずだ。

　しかし、今現在のあるみの胸はどう見ても平常運転。

　雄大な北海道の大地よろしく真っ平だ。これならあるみも部屋に引きこもったり、黒くろ医い先生がうちに乗り込んでくることも――。

「そうだ。黒医先生だ」

　思い出した。

　僕たちは、あるみを助けに来たという黒医先生の指示で眠らされた。目的はあるみの夢に潜って彼女の異常の原因を探すため。

　つまり、この世界は――。

「その通りです。ここは私の夢の中ですよ、マスター」

「!?」

　いつの間にかパチリと目を開けて目を覚ましたあるみに話しかけられて、思わず後ずさってしまった。

　結果、僕の身体はベッドから自由落下。「ふぎゃっ!?」と尻尾しつぽを踏まれた野良猫みたいな声を出してから、腰の痛みに床の上でのたうち回ることになった。

「大丈夫ですか？　まったく、マスターは夢の中ですら騒がしいのですね」

「う、うるさい。第一、どうして夢の中なのに痛いんだよ？」

「それだけこの夢がリアルに近いということですよ。まあ、私も他人を夢の中に入れたのは初体験ですからよくわかりませんが」

「僕だって他人の夢の中に潜るのなんて初体験だ」

「では、私とマスターはお揃そろいですね」

　ベッドの上で起き上がりながら、淡々と状況説明をするあるみ。そして、彼女は自分の胸を制服の上からペタペタと触ってから、残念そうに息を吐いた。

「どうやら、この世界での私はいつも通りのようです」

「ああ、いつも通りの貧にゅ……いや、スレンダーさんだな」

「くっ……やはり、いざなくなってしまうと寂しいものです。しかし、いつかまたあの頂の上に立ってみせましょう」

「何の装備もなしにエベレストを制覇するぐらい無謀だと思うぞ」

　ていうか、巨乳じゃなくなったことを悔しがるなよ。

　僕たちはおまえの異常を治すためにここに来たんだぞ。

「さて、それでは本題に入りますか。私が眠っているのは黒くろ医い先生のせいですか？」

「ああ、あの人がおまえを無理やり眠らせたんだ。それで、おまえの精神回路こころに問題があるから、僕たちにその原因を探せって」

「精神回路……ですか」

「もともと、おまえにはそういう問題を解決するための保護プログラムってものがインストールされてたらしいんだ。でも、今回はどうしてかそれが発動しなかったみたいで」

「なるほど。それで、マスターたちが私の夢の中に潜ってきたのですね。まあ、正確に言えばマスターたちは私と同じ夢を見させられているのだと思いますが」

「黒医先生が言ってた装置ってヤツか」

「以前、博士がそんなものを造ったと言っていました」

「姉さんめ。相変わらずおかしなものばっかり造ってるな」

「マスター。その『おかしなもの』というのには、私も含まれているのでしょうか？」

「………」

　しまった。

　うっかりダイナマイトの導火線に火をつけてしまった。

「ち、違うって。おまえは全然おかしくないって」

「本当ですか？　嘘うそならマスターの身体がおかしなことになりますよ」

「え？　どういうこと？」

「手と足の関節がおかしな方向に曲がります」

「むしろ曲がってるのはおまえの性根だよ！」

「とっても可お笑かしいですね」

「目の覚めるようなジョークを言うな！」

　いや、実際はいくらそんなことを言われても僕たちが目覚めることはできない。

　僕たちの目的。

　それは、あるみを助けることなのだから。

「なあ、あるみは何か心当たりはないのか？」

　黒くろ医い先生が言うには、あるみが現実の世界であんな風になったのは、コイツ自身に原因があるとか。

　そう、コイツの精神回路こころに。

「……すみません、マスター。私にはわかりません」

「そっか。でも、簡単にわかるならこうして夢の中に入る必要もなかったと思うし」

「現実世界で私に直接聞けばいいだけですからね」

「それができないと思ったから、黒医先生は僕たちをここに送ったわけだ。そう言えば、どうしておまえは最初から黒医先生を呼ばなかったんだ？　あの人、おまえを監督するためにうちの高校に来たとか言ってたぞ？」

　普通なら自分の身体にトラブルが起きたときに、真っ先に頼るポジションの人物だと思うのに。

「理由は二つあります。現実世界でも説明したように、ちょっと時間をかけて様子を見ようとしたからです」

「へえー。もう一つは？」

「あんな先ひ生とに私の身体を診て欲しくありません」

「………」

　どうしよう。

　すっごいストレートな意見が飛び出しちゃったよ。

　確かに黒医先生に身体を診られることになったらゾッとする。人体実験の参加契約書にサインをした気分に近いかもしれない。

「先生のサディストぶりはよくわかっています。博士と先生は私の開発プロジェクトの中心人物でしたから」

「最悪のツートップだな」

「今考えれば私にとってあの二人は親のようなものなのかもしれません。まあ、実際に血が繋つながっていなくてホッとしていますが」

「僕は全然ホッとできないよ」

　なにせ姉さんは紛まぎれもない僕の肉親。むしろ不安で仕方がない。姫ひめ宮みや先輩も黒医先生の従妹なんだから同じような心境だと思う。

　桜さくら鈴すず音ねと黒医猫ねこ子こ。

　エキセントリックな科学者とサディスティックな教育者。化学変化で青酸ガスが発生してもおかしくない危険な組み合わせである。そして実際にあの二人の力が組み合わさって造られたのがあるみなんだよな。だとすると、なんか納得。

「マスター。何か失礼なことを考えていませんか？」

「い、いや、別に。ところで、これからどうする？」

　妹の勘の鋭さに戦々恐々としながらも、話題を変える。

　この夢の中の世界には謎なぞがある。まずは日付だ。

　四月四日。

　さすがの僕でも、この日を忘れたわけじゃない。

　そう、四月四日は入学式。

　僕が高校デビューのために、高校生活を初体験した日だった。

「ノープロブレムです。私たちがやらなきゃいけないことははっきりしています」

「え？」

　あるみの言葉に思わずポカンとしてしまった。

　そんな兄に、妹はいつものクールな態度で一言。



「私たちは、『彼女』を倒さなければいけません」



「……『彼女？』」

「はい。どうやらこの世界にいる『彼女』と呼ばれる存在のせいで、現実の私の身体に異常が起きているようです」

「おまえ、ひょっとして寝ボケてるんじゃないか？」

「失礼なこと言わないでください。夢の中で寝ボケるなんてバカなマネはしません。マスターじゃないんですから」

「失礼なこと言ってるのはどっちだよ！」

　いや、コイツの言う通りここで目覚めたときは自分の役目をよく思い出せなかったのは事実なんだけどさ。

「でも、どうしてそんなヤツがいるってわかるんだ？」

「ここが私の夢の中だからじゃないでしょうか。さっき目覚めたときから、そういう情報が私の頭の中にインプットされていました」

「インプット？」

「『彼女』を倒し、現実に帰ること。それが、私に課せられた役目のようです」

「つまりは、その『彼女』っていうのがおまえの異常の原因なのか？」

　あるみが身体に異常を起こしたのは精神に問題が起きたから。もしかしたら、その『彼女』とやらはその問題がこの世界で具現化した存在なのか？

　だから、あるみを助け出すにはそいつを倒さなくちゃいけない。

　でも、これじゃまるで……。

「なんか、ベタなＲＰＧみたいだな」

「というより、この夢の世界はロールプレイングゲームそのものみたいですよ？　その証拠に、ほら」

　瞬間、あるみがおもむろに宙を見つめ……って、うおおっ!?　何もない空間に文字が浮かんできた!?

「これが私のステータスのようです」

「す、すごい、ホントにゲームみたいだ……！」

　素直に感動する僕。

　さすがは夢の中。つまりは何でもありってことか。世界観的にはたぶん学園ＲＰＧってとこだろう。けど、どうしてゲームなんだ？　これにも意味があるのか？

「マスター。あなたから見て私のステータスはどうですか？　その……私はあまりゲームに詳しくないので……」

「あっ、わかった。でも、もっと素直に聞けばいいのに。そんなに恥ずかしがらないでいいからさ」

「べ、別に私は恥ずかしがってなんか……」

　不満げにきゅぅぅぅっと口くち唇びるを噛かみしめるあるみ。

　どうやら僕を頼るのが恥ずかしいっぽい。兄妹なんだから遠慮しなくていいのに。夢の中に来てもコイツの不器用さは変わらないみたいだ。

「ちなみに、マスターはどんな職業が私に似合うと思いますか？」

「『大量破壊兵器』とか『リトル巨神兵』とか『リアルウォーズマン』かな」

　まあ、実際そこまでぶっ飛んだ職業は存在しないだろうけどさ。そんなことを思いながら、妹の隣に来て彼女のステータスを覗のぞき込むと――。



『職業・お兄ちゃんイジメ』



「なんだこのふざけた職業!?」

「おそらく、マスターを攻撃するときに私の攻撃力が格段にＵＰするのでは？」

「なんで味方を攻撃するのが前提なんだよ！」

「だって、マスターですから」

「意味が何一つわからないんですけど!?」

「では、せっかくなので教えてあげましょう。――もちろん、その身体に」

「え？　あるみ？　もしかしてさっきの冗談怒って……ああああああっ！　やめて！　パロスペシャルはやめて！　夢の中でまでプロレス技をかけるのはぎゃあああああいつもより感じちゃうぅううううっ！」

　恐るべし、お兄ちゃんイジメ。

　普段より三割増しで痛みを感じる。どうせなら『職業・女子プロレスラー』の方がよかったんじゃないか。

「さあ、これで私のステータスはわかりましたね」

「ああ、身に沁しみてな……」

「そもそも、マスターが妹の悪口を言うからいけないのです」

　ちょっと拗すねたような仕草で、あるみはポケットから板チョコを取り出して小動物チックにカリカリ齧かじっている。夢の中でさえコイツのチョコレートジャンキーっぷりは変わらないみたい。

「せっかくですから、マスターも自分のステータスを確認したらどうですか？」

「そうだな。でも、どうすればいいんだ？」

「簡単ですよ。今すぐ服を脱いで全裸になってください」

「おまえはそんなこと一切してなかったよな!?」

「あ。バレましたか」

「バレるよ！　服を脱いでいない時点で！」

「こんなことなら服を脱いでおくべきでした」

「僕を騙だますためならそこまでやるのか!?」

　桜さくらあるみ、計り知れねえ。

　どれだけ兄を陥れることにスピリットを燃やしてるんだよ。

「まあ、冗談は置いておいて。頭の中だけで考えるだけで大丈夫です。そうすればステータスが表示されます」

「わ、わかった」

　あるみの言葉を信じて、大人しく言う通りにしてみる。すると、さっきと同じような感じで僕のステータスが空中に表示された。おおっ、何回見てもすごい。

「やけに嬉うれしそうですね」

「まあな。結構ＲＰＧとか好きなんだ。だから、こういうバーチャルシミュレーションみたいな感じに憧あこがれててさ」

「なるほど。いかにも引きこもりっぽい思考パターンです」

「ほっとけ。最近は昔に比べて引きこもりぐせも改善されてきたんだから、これぐらい別にいいだろ？」

「………。まあ、マスターがそう言うなら私は何も言いませんが」

　ぷいっとあるみはそっぽを向いてしまった。

　あれ？　どうしたんだろう。ひょっとして浮かれすぎてることに怒ってるのかな。黒くろ医い先生曰いわく、事態は結構深刻らしいし……。

「とりあえず、マスターのステータスを確認しましょう」

「ああ。でも、職業か……」

「おや、急にテンションが下がりましたね」

「だって、大体予想がつくし。僕の職業って言ったら、もう一つしか考えられない」

「『童貞野郎』ですか？」

「違う！」

　いや、違わないんだけどさ！　さすがにそんな職業はないだろう。自分で言うのも嫌だが、もっと僕にふさわしい職業があるはずである。もっとも、あれを職業と言えるのかわからないが。

　そんなことを思いつつ、ステータスを覗のぞく。

　すると、そこには――。



『職業・シスコン』



「なんだこれ!?」

　予想外の展開だ！　てっきり『引きこもり（笑）』とか書いてあると思ったのに！　どうせそんなオチだと思って身構えてたのに！　なんかすっごい裏切られた気分！

「な、なんですかこの職業は……」

　ステータスを覗きながら、あるみも気まずそうにしていた。そりゃそうだ。これじゃ僕が実はシスコンだったみたいじゃないか。

「マスターはさきほど『僕の職業は一つしか考えられない』と言っていましたが……それは、自分のことをシスコンだとはっきり認識していたということで……つまり、マスターは私のことが……」

「ち、違う！　そもそもここはおまえの夢なんだから、きっとおまえの願望が僕のステータスにまで影響を……」

　あれ？

　ちょっと待てよ。

　ということは、『職業・シスコン』っていうのは……あるみが僕にシスコンになって欲しかったってことなのか？

「………」

　……いやいや。

　まさかね。

　この生意気で無愛想な妹に限ってそんなことあるわけが……。

「とっ……とにかくっ。お互いのステータスもわかったことですし、街に探索にでも行きましょうっ」

「あ、ああ、そうだな……」

　お互いに空気が気まずくなりかけたのを察知したのか、僕たちはとりあえず家の外へ行くことにした。

　靴を履いて玄関から出ると、そこはいつも通りの風景。

　時間帯のせいか、通勤途中のサラリーマンや登校途中の学生が行きかう歩道。

　現実と変わりのない日常。

　強いて言うなら季節が現実と違って春になっているみたいだけど、それ以外は至って平常運転である。

「これからどうする？」

「そうですね。とりあえず、姫ひめ宮みやさんとカレンさんを捜しましょう。あの二人もこの世界に来ているはずですから。二人を見つけた後で『彼女』を倒します」

「けど、もし僕たちがその『彼女』ってヤツを倒せなかったら、どうなるんだ？」

「………」

　沈黙。

　どうしてか、僕の質問にあるみは黙ってから。

「消えるんじゃ、ないでしょうか」

　たった一言だけ、そう告げた。

「――は？」

　……消える？

　それは、どういうことだ？

「きっと『彼女』を倒せなかったら、この夢は消えてしまうと思います」

「………っ」

　夢が消える。

　なんだよそれ。

　もしかしてつまり、あるみ自身が消えてしまうってことなんじゃ――。

「ノープロブレムです」

　しかし。

　僕の不安を振り払うように、あるみは言った。

　僕を安心させるように、小さな微笑ほほえみを浮かべながら。

「私は、消えたりしませんよ。だって、私はマスターの妹ですから」

「あるみ……」

「それに、私の役目はマスターの高校デビューをサポートすることです。だから、私は必ず現実に帰ってみせます。マスターと一緒に」

「………」

　それは、どこか覚悟を含んだ言葉に聞こえた。

　――そうだ。

　あるみの言う通りだ。引きこもり特有のネガティブシンキングに支配されてる場合じゃなかった。

　僕がここに来たのは、コイツを助けるためなんだ。

　なのに、肝心の僕が不安がっててどうするんだよ。

　そう、僕がしなくちゃいけないのは――。

「まあ、私にはその他にも現実に帰らなくちゃいけない理由もありますが」

「へ？」

「あっちに帰ったら、全快祝いとしてマスターにチョコレートを奢おごってもらいます」

「……あるみ。フツーそういうのって祝う側から言いだすんじゃ……」

「お腹なかの中に入ってしまえば一緒です」

「ひどい！」

「そう、私は現実に帰らなくてはいけません。だって、私はまだまだマスターがひどい目……いえ、面白いことになるのが見たいですから」

　言って、あるみはもう一度小さな微笑ほほえみを浮かべた。

「………」

　……まあ、いいや。

　今日のところは滅めつ多たに見れない妹のスマイルに免じて許してやろう。

　残念ながらスマイル無料とはいかなさそうだが、この際チョコレートでもなんでも奢ってやるさ。

　僕はコイツの兄貴なんだしさ。

　……それに。

「では、二人を捜しに行きましょう」

「わかった。でも、あるみ。その前に一つ相談があるんだけど、いいかな？」

「相談？」

　怪け訝げんそうにあるみは訊きき返した。

　僕は一度深呼吸をしてから。

「ここからは、二手に分かれて捜さないか？」

「えっ……どうしてですか？」

「いや、単純に二人の方が効率いいと思うし」

　なにせあっちも二人なんだし。

　僕はこの世界で目覚めたときにあるみが一緒だったから大丈夫だったけど、もしかしたらあの二人は一人きりで不安がってるかもしれない。だから、なるべく早く見つけなければ。

「でも、この世界はＲＰＧみたいなものなのですよ？　敵が出てくるかもしれません。私は生体アンドロイドですから、大抵の相手なら倒せる自信がありますが……」

「心配するなって。僕だって、逃げ足には自信がある」

　というか、自信があるのはそこしかない。ルームランナーで鍛えた引きこもりのリーサルウェポンである。

「ですが、本当に大丈夫なのですか？　マスターは一人で昼間の街を歩くのが苦手なはずです」

　少しだけ心配そうな声であるみが言った。

　コイツの言う通り、僕は昼間の街を歩くのが苦手だった。入学式のときは一度倒れたし、五月にキャンプに行ったときも体調を崩した。

　でも、あれから僕だって何もしなかったわけじゃない。

　高校デビュー。

　その目標のためにがんばってきたのだ。

　おかげで以前よりは苦手意識も改善されている。

「大丈夫。おまえがいなくても、ちゃんと一人で街を散策してみせるから」

「………」

　しばらく黙った後で、あるみは「……わかりました。マスターがそう言うのでしたら」と頷うなずいてくれた。

　……ああ。

　もしかしたら、僕はコイツにちょっとは頼もしい姿を見せたくてこんなことを言ったのかもしれなかった。



『今まではおまえに迷惑ばっかりかけてきたけど、いつかちゃんと自立してみせるから』



　ここに来る前、僕はそんな言葉をあるみに言った。

　有言実行。

　もちろん分かれた方が姫ひめ宮みや先輩とカレンを捜すのに都合がいいって理由もあった。

　――けど。

　それ以上に、僕はあるみに……妹に少しでもお兄ちゃんっぽい姿を見せてやりたくて――。

「分かれる前に、合流するための時間と場所を決めましょう。この世界の私たちはケータイ電話を持っていませんから」

「じゃあ、二時間後に春原すのはら高校の正門でどうだ？　二人が見つかっても見つからなくても、とりあえずそこに行くってことで」

「ノープロブレムです。では、私は先に行きます」

　トンッと軽やかなジャンプとともに、あるみは道路のわきに設置されたブロック塀に飛び乗っていた。

　そのまま近くにある民家の屋根に移動。屋根から屋根へと渡っていって、あっという間に見えなくなった。

　むー、さすが生体アンドロイド。

　相変わらず人間離れした身体能力である。どうやら、あいつはその身体能力を活いかして二人を捜すらしかった。

「さて、僕も負けてられないな」

　別に勝負してるわけじゃないんだけど、無駄に対抗意識を燃やしてみる。なんとか待ち合わせ時間までには姫ひめ宮みや先輩かカレンを見つけたい。

　問題はどちらを捜すか。

「まずはカレンかな」

　ここからなら、あいつの家の方が近い。僕とあるみが自分の家で目が覚めたんだし、二人も自宅にいる可能性がある。

　あるみもカレンの家の方には行かなかったみたいだし、都合がいい。

「よし」

　自分に言い聞かせるように呟つぶやいてから、僕は街を歩き出した。

　さっきはあんな見み栄えを張ってしまったけど、一人で昼間の街を歩くのはどうも落ち着かない。

　夢の世界の住人なんだろうけど、道には通勤途中のサラリーマンやら違う学校の学生やらがチラホラ。

　以前の僕だったらすぐにギブアップしてたと思う。

　だけど、大丈夫。

　焦らずに深呼吸をしながら道を歩く。幸いなことに、足はちゃんと動いてくれた。なんだ、意外と大丈夫じゃないか。

「……ふぅ」

　軽く息を吐いた。

　まあ、油断は禁物だ。今年の四月まで僕は二年間も引きこもってたんだし。やるべきことはやっておこう。

　とりあえず、気分を紛らわすために思考に集中してみる。

　夢の中の世界。

　そして、あるみの言った『彼女』。

　ここがＲＰＧみたいな世界だとしたら、そいつがラスボスってことになるんだろうか。それなら『彼女』を倒せば現実世界でのあるみの異常もなくなって、僕たちも無事に現実に帰れるだろう。

　でも――もし。

　その『彼女』を倒すことができなかったら――。

「………」

　気が付いたら、僕は立ち止まって下にあるアスファルトに視線を向けていた。

　……やめろ。

　ネガティブシンキング。

　僕の悪い癖だ。

　必要以上に不安がっても仕方がないし、もっとポジティブに考えないと気分を紛らわせない。

　そうやって、ちゃんと歩き出さないと……。

「あれ？　そうちょーじゃん」

　と。

　突然、幼い声が聞こえてきた。

　下に向いていた目線を前に戻すと、そこにいたのはカレン。彼女は飼い主の元へ走り寄る子犬のごとくトコトコとこちらにダッシュしてきた。

　……ラッキー。

　まさかこんなに早くカレンを見つけられるとは。幸さい先さきいいとはこのことだろう。これで待ち合わせ場所には胸を張っていけそうだ。

「おはよー！　こんなところで会うなんて奇遇だな！　あるみんはいないのか？」

「うん。今ちょっと分かれて行動してて」

「そうなのか。もしかしてそうちょーも寝坊しちゃって、あるみんに置いていかれたのか？」

「寝坊？」

「そうだよ。だって、こんな時間に通学路にいるんだから寝坊したんだろ？　ほらほら！　早くしないと学校に遅刻しちゃうぞ！」

「………」

　無言のまま固まる僕。

　そして、おもむろにカレンのホッペタに手を伸ばして、

「ふにょにょ!?」

　ぷにーっと。

　両手で軽く引っ張ってみた。

「にゃ、にゃにしてりゅんだよそうちょー！　でんちゅう！　でんちゅうでごじゃるぞ！」

「ここは殿中ではなく通学路だから。それに、何をしてるんだっていうのはこっちのセリフなんだけど」

「ほえ？　にゃにが？」

　口を△に変形させられながらもカレンは器用に首を傾かしげていた。

　………。

　まさかコイツ、ここが夢の中だってことにまだ気付いてないのか？

「カレン。ここに来るまでで何かおかしいことに気づかなかった？」

　軽くため息を吐いてから、カレンから手を放す。

「えーっと、誰だれかがカレンの部屋のカレンダーに悪戯いたずらしたみたいで、日付が四月四日になってた」

「他には？」

「なんだか街の雰囲気が変わった気がする。ポカポカして暖かくて、まるで春みたい。異常気象かな？」

「どうしてそこまで気付いていて思い出さないのさ……」

「？　でも、こんなのビックリすることじゃないし！　フツーだろフツーっ！」

　あははっと無邪気に笑うチビオオカミ。マ、マイペースすぎる。むしろコイツの神経の図太さにビックリだ……。

「なあ、カレン。いい加減思い出そうよ」

「え？　何を？」

「だから、ここは現実じゃないってこと」

「……そうちょー。いくら引きこもりだからって、ついにそこまで現実逃避を……」

「してない。よく考えてくれ。現実では、今日は七月十八日。カレンは僕の家に来て、そのままあるみの夢の中に潜ったんじゃないか」

「………」

　僕の質問にしばらく黙り込んだ後で、カレンは「あっ」とトリックを暴かれた真犯人のように口を開いた。

「そ、そうだった。カレンたちは、あるみんを助けに行って……あれ？　でも、どうしてそうちょーはあるみんと別行動してるんだ？」

「まずはカレンと姫ひめ宮みや先輩を捜そうってことになって、効率を上げるために二手に分かれたんだよ」

「なるほどー。それで、ひめのんは見つかったのか？」

「いや、まだだけど……」

　うーん、どうしよう。

　まさかこんなに早くカレンが見つかるとは思ってなかった。あるみと別れてから少ししか時間が経たってないし……。

「じゃあ、一緒に姫ひめ宮みや先輩を捜そう。あるみとの待ち合わせにはまだ時間があるんだ」

　とりあえず、姫宮先輩の家に行ってみるか。

　カレンも自分の家で目覚めてたんだし、あの人も自宅にいる可能性が高い気がする。まあ、ダメならテキトーに街を散策してみよう。

「う、うん……」

　しかし、カレンの返事はやけに小さかった。

　……なんだろう。

　さっきまであんなに元気だったのに。何か不都合でもあるのかな。

「あっ、違うぞ！　別にそうちょーの考えに不満があるわけじゃなくてだな……！」

　僕の顔色を悟ったのか、カレンが手をバタバタさせながら弁解してきた。

　そして、恥ずかしそうに頬ほおを染めてから。

「その……初体験だから」

「は？」

「ほ、ほら……カレンは今までそうちょーと二人で街を歩いたことがなかったから……」

「確かにそうだけど……」

　同じ部活に入っている僕たちは、割と一緒に下校することも多かった。

　しかし、そのときは大抵あるみか姫宮先輩がいた。

　そう言えば、街に行くときも僕の傍そばにはいつもあるみがいたからカレンと二人きりになるのは初体験な気が……。

「だ、だから……」

　カレンは。

　ますます顔を真っ赤にしてから、意を決したように。



「デートみたいだな……って思って」



「………」

　瞬間、カレンの口から発せられた言葉に僕の脳内は一瞬で凍りついた。

　カレンと二人きりで街を歩く。

　言われてみれば、このシチュエーションはデートに近いのかもしれなかった。

　手首に巻かれた腕時計を確認すると、時刻は八時二十分。あるみと別れてから五分しか経っていない。

　困ったことに、時間はまだたっぷりあった。



    

  
    
      

第５話　ワンダフルワールド





　女の子とデートする。

　フツーの高校生だったらもうとっくに経験しててもおかしくない青春の甘酸っぱい一ページだろうけど、僕の場合はイレギュラー。

　高校デビュー。

　引きこもりから抜け出して『フツーの男の子としての高校デビュー』を目指している僕に、そんなステキな経験値を積むタイミングは訪れなかった。

　だから、たぶん今日が僕のデート初体験ってことになるんだろう。

「カ、カレン。クレープの味はどう？」

「う、うん。甘くておいしいかな……」

　ひどくぎこちない会話を交わしながら、僕とカレンは人で賑にぎわっている駅前通りを歩いていた。

　カレンと会ってから、とりあえず姫ひめ宮みや先輩の家に行ってみたが、結果はハズレ。ドアの鍵かぎは閉まっていたし、インターホンを押しても中に人がいる様子はなかった。

　なので、僕たちは街を散策することになったんだけど……。

「やっぱり……ちょっと緊張するな」

　さっき僕が買った苺いちごのクレープをちょこちょこ食べながら、カレンは恥ずかしそうに呟つぶやいた。

「べ、別にそこまで意識することないって。ただ二人で街を歩いてるだけなんだし」

　そんなことを言いながらも、内心はドキドキ。

　だって、ねえ？

　デート。

　いや、今言ったように実際はただ街を歩いているだけなんだけど、僕たちは高校生の男女。否いや応おうなくそういうことを意識してしまうお年とし頃ごろである。

「まあ、気楽に行こうよ」

「あはは。そうだな。でも……」

「でも？」

「その……そうちょーと二人きりで街を歩くのは初めてだったから……」

　言って、カレンはホッペタを微かすかに赤くして俯うつむいてしまった。うわー、そんな初々しい反応をするのはやめてくれ。可愛かわいすぎる。

　狼かみ谷やカレン。

『優しい不良としての高校デビュー』を目指す彼女だけど、普段の雰囲気は天てん真しん爛らん漫まんで無邪気。そのせいか、人見知りの僕でも今までフツーに接して来れたんだけど、こういうシチュエーションはよくない。

　ただ街を歩いているのはどうも気まずかったからクレープを買ってみたけど、残念ながら間はもたなそうだ。

　二人きり。

　こんな状況に置かれると、否いや応おうなくカレンのことを女の子として認識してしまうというか……。

「そ、そう言えば！」

　僕と同じようなことを考えていたのか、カレンが気まずい空気を誤ご魔ま化かすように大声を出した。

「そうちょーは、怖くないのか？」

「え？　何が？」

「だって、この世界はゲームみたいなことになってるんだろ？」

　少しだけ不安そうな表情でカレンが呟つぶやいた。

　この世界についての説明は、姫ひめ宮みや先輩の家に行くまでの道のりで軽くしておいたんだけど……。

「もしかして、カレンは怖いの？」

「!?　い、いや、そういうわけじゃないけど……ほら、ゲームだったらいきなり敵が襲ってきてもおかしくないし」

「……ひょっとして、最近何かホラー系のゲームでもやった？」

「うっ……」

　ビクッと震えた後、カレンは「バ、バイ×ハザードを少々……」と呟いた。

　……タイミング悪っ。

　よりにもよってそんなゲームをしてたとは。カレンには通行人が全員ゾンビにでも見えてるかもしれない。あっちの主人公は銃なんかを持ってるけど、いかんせんこっちは丸腰である。

「大丈夫だよ。この夢の世界観は僕たちがいる現実に近いみたいだし」

「バイ×ハザードも現実に近かったぞ？」

「まあ、それもそうか。でも、どうしてそんなホラー系ゲームをやったんだ？」

「いや、ちょっと度胸を付けようと思って」

「………」

　どうしよう。手段が根本的に間違ってるぞコイツ。

　不良を目指してるカレンのことだからどうにかして度胸を付けたかったんだろうけど、なぜにバイ×ハザード？　ゾンビよりも現実の人間に対する度胸を付けるべきなんじゃないか。二年間も引きこもってた僕が言えるセリフじゃないけど。

「………」

　でも、方法はどうあれ。

　カレンはカレンなりに高校デビューを成功させようとがんばったんだよな。

「えっ……そ、そうちょー？」

　戸惑った様子で僕を呼ぶカレン。

　掌てのひら。

　隣にいた僕が、カレンのちっちゃな掌を握っていた。ちょうど仲の良い男女が手を繋つなぐみたいな感じである。

「ばっ……何するんだよっ。カレンはそこまで怖がってなんか……っ」

「違うよ。正直な話、僕もこの世界を歩くのはちょっと怖くてさ。だから、つい隣にいたカレンの手を握りたくなって」

「で、でも……」

「それに、カレンが目指してるのは『優しい不良としての高校デビュー』だろ？　だから、お願いだ。僕を助けてくれ」

「うっ……」

　そ、そこまで言うなら仕方ないけど……とカレンは消え入りそうな声で呟つぶやいた。そして落ち着かなそうに身体をモジモジさせながら、僕の手をぎゅっと握り返してくる。

　ちっちゃくて柔らかい掌。

　そして、触れ合った肌から伝わってくる彼女の体温――。

「―――っ」

　マズい。

　カレンを安心させたくてやったことだけど、さすがに恥ずかしすぎる。このままじゃゲームオーバー。死因はもちろん心しん筋きん梗こう塞そく。心臓がドキドキしすぎてオーバーヒートしちゃいそう。

「あぅっ……」

　カレンも似たような心境なのか、恥ずかしそうにぷいっと僕から目を逸そらしている。

　けど、なんだろう。

　普段は強気な不良少女であるカレンがそんな仕草をしてるのは、すごく魅力的に見えるような……。

「ほ、ほら！　早くひめのんを捜しに行こう！」

　恥ずかしさを誤ご魔ま化かすように、カレンは僕の手を掴つかんでグングン引っ張っていく。

　デート。

　手まで繋いでしまったんだから、傍はたから見たらこの光景はどう考えてもデートに見えるだろう。いや、カレンはちっちゃいから兄妹に見えないこともないかな。

「………」

　でも、兄妹か。

　たぶんだけど、自分から女の子と手を繋つなぐなんて引きこもりらしくもないことをしてしまったのも、妹との――あるみとの会話が原因なんだろう。

　自立したい。

　そんなことを僕は思った。

　きっと僕は誰だれかから頼られる存在になりたかっただけなのだ。

　だからカレンとも手を繋いだ。コイツのことを少しでも安心させたくて。その結果、こうして二人で手を繋いで街を歩いている。

　でも、たまにはこういうのもいいだろう。

　二年間引きこもっていた僕にとってはすごく新鮮だ。

　そう、友だちと一緒に街を歩くという体験は……。

「カレン」

「ん？　どうした、そうちょー。ひめのんが見つかったのか？」

　足を止めながら、カレンが訊きき返してきた。

　そんな彼女に僕は言う。



    

  
    
      



    

  
    
      「……ありがとう」



「え？」

「いや、今さらだけど、僕みたいな引きこもりと友だちになってくれてありがとう。こんな風に友だちと一緒に街を歩けるなんて、なんだか夢みたいだ」

　少なくとも、四月までの僕はこんなことができるなんて思ってなかった。

　でも、今こうして友だちと一緒にいる。

　高校デビュー。

　その夢を叶かなえるために、カレンは僕の友だちになった。

　友だちに、なってくれた。

「……うん。カレンも、そうちょーとこんな風に一緒にいられるのは楽しいな」

　少しだけ照れくさそうに、カレンは頬ほおを染めていた。

　もしかしたら、コイツはコイツで嬉うれしかったのかな？

　人見知り。

　そんな性格のせいで、カレンは高校に入るまで友だちがいなかったと言っていた。だからこんな風に友だちとデートできて喜んでいるのかもしれない。

「だから……その、ありがとう」

　はにかみながら、カレンはお礼を言ってきた。そして、ぎゅっと僕の手を握ってくる。掌てのひらに伝わってくる、彼女の温かさ。そのすべてが、可愛かわいく思えた。

「―――」

　――ああ。

　本当に夢みたいだ。いや、それを言ったらこの世界は夢なんだけどさ。

　でも、悪くない。

　こんな気持ちになれるなら、この世界も案外悪くないかもしれないな。

「――あ、」

　そんなことを思っていると、カレンが何かに気付いたように声を上げた。

　その視線の先にあったのはペットショップ。

　そう言えば、コイツって大の犬好きだったっけ。

「ちょっと寄ってく？」

「えっ……でも、いいのかな？」

「少しぐらいなら大丈夫だと思うよ。案外早くカレンと合流できたから」

「ホントか!?　サンキュー、そうちょー！」

　言うと、テンションを上げながらペットショップへＧＯ。よっぽど嬉しかったのか、僕の手を放してダッシュダッシュダッシュ。

　うわー、思いっきり置いてかれてしまった。

「まあ、いいか」

　カレンも楽しそうだったし。

　幸い、あるみとの待ち合わせにはまだかなり時間があった。

　これからまた姫ひめ宮みや先輩を捜すんだし、休憩も兼ねて軽く休むのもいいだろう。

　――と。

　僕がそんなことを思った瞬間だった。

「随分楽しそうですね、マスター」

「………」

　背後から、怖いくらいに冷え切った声が聞こえた。

　振り返ると、そこにいたのは桜さくらあるみ。

　彼女はさっきまでカレンと手を繋つないでいた僕をただ静かに見つめていた。

「あ、あるみ？　どうしてここに？」

「愚問ですね。私は姫宮さんとカレンさんを捜すために街を散策していただけです。しかし、意外でした。やっとカレンさんを見つけたと思ったら、マスターと一緒だったとは。ところで、どうしてカレンさんと手を繋いで歩いていたんですか？」

「………」

「もしかして、二人でデートでもしていたのですか？」

「………」

　やばい。あまりの恐怖に妹を直視できないんですが。あはは……と哀れなサーカスのピエロのごとく営業スマイルを浮かべるのが精一杯。そりゃそうだ。セーブしてない以上、強制終了＝ＤＥＡＤ　ＥＮＤ直行なんだもん。

　というか、ここまでご機嫌ナナメにならなくても。

　確かにちょっと浮かれてたけど、カレンを捜すってミッションはクリアできたんだし。それとも、妹っぽい女の子と仲良くしてたことにまたヤキモチを焼いているんだろうか。ほら、コイツって僕の妹として造られた生体アンドロイドだし。

「……ところで」

　と。

　意外にも、あるみは話題を変えてきて、

「マスターは、ああいうことがしたかったのですか？」

「え？」

　いきなりの質問に、僕は黙るしかなかった。

　そんな兄に、妹は少しだけ頬ほおを赤く染めながら、

「だ、だから……その、さっきみたいに女の子と手を繋つないでデートするのが……」

「いや、別にデートをしてたわけじゃなくて」

　ただカレンが不安そうだったから……と付け足す前に、あるみは口を開いた。

「…………別に、いいですよ？」

「は？」

「でっ……ですからっ。もし無事に現実に帰れたらそのときは……その、マスターと一緒にデートしてあげてもいいですと言っているんですっ」

「えっ……えーっと、なんで？」

「っ。いえ、マスターは私のことを助けるためにこの夢の世界に来てくれたわけですし……その、それくらいのお礼はしてあげてもいいかなと思いまして……」

　言ってから、頭から湯気を出しそうな勢いで赤面するあるみさん。

　……マズい。

　なんだこのシチュエーションは。

　てっきりカレンにばっかり気を配っていればいいと思っていたら、意外な角度からパンチが飛んできたぞ。

　たぶん、あるみは好意で言ってるんだと思う。

　けど、さすがに兄妹でデートするのは……。



「…………ノープロブレムです」



　だけど。

　あるみは、こっちの心を先読みしたように、そう告げた。

　そして、上目遣いにこっちを見つめる。

「マスターが望むなら……それで、私がマスターの傍そばにいられるなら……」

「……あるみ？」

　ドクンッと。

　普段の無愛想で生意気な態度からは想像もつかない彼女のセリフに、心臓の鼓動がリズムを上げる。

　違和感。

　今のコイツは、少しおかしい気がする。

　桜さくらあるみ。

　僕の妹であることには絶対に間違いないんだけど、今のコイツはひどく一生懸命になっているように見える。

　まるで、何かに必死ですがり付こうとしているみたいな――。



「あら、やっときたわね」



　しかし。

　そんな思考も、突然響いた聞きなれた声によって中断された。

　声の先にあったのは、ペットショップ。

　その入り口に立っていたのは、街角の空気にはまったくマッチしていない真っ白なナース服に、黒いネコミミとシッポをぴょこんと身に着けたなんともキュートでマニアックなスタイル。

　あまりのことにポカンと口を開ける僕とあるみに、彼女はクスッと微笑ほほえんでから。

「いらっしゃいませ」

　黒髪を揺らしながら、パーフェクトな営業スマイルを決めやがった。

　そう、黒くろ医い猫ねこ子こ。

　彼女は、そこにいるのが当たり前のように僕たちに微笑んでいた。



「先生。その恰かつ好こうはなんですか？」



    

  
    
      



    

  
    
      　あまりのショックに口も利けない僕の代わりに、あるみが訊たずねていた。

「うふふ。似合ってないかしら？」

「いえ、よく似合ってはいますが……どうしてそんな恰かつ好こうを？」

「もちろん宣伝のためよ。だって、このペットショップは先生の店だから」

　言って、先生は看板を指さした。

　つられて見ると、そこには『黒猫保健室』なんて、およそペットショップにはそぐわないネーミングが。

「けど、どうして黒くろ医い先生が夢の世界にいるんです？」

　そう、この人の役目はあるみと僕たちの夢を繋つなげる装置を操作すること。だから、こっちには来れないはずなのに。

「簡単な理屈よ。だって、先生はホンモノじゃないから。言うなればホンモノに限りなく近いニセモノの黒医猫ねこ子こ」

「ニセモノって……つまり、あなたは夢の世界の住人ってことですか？」

「大正解。先生はあなたたち以外のこの夢の人間と同じ、ただのモブキャラ。まあ、このペットショップのオーナーって役目を与えられてるけど」

「でも、どうして先生がオーナーを？」

　もしかして、これにも何か理由があるのだろうか。あるみの異常の原因の正体についてのヒントが隠されてるとか。

「さあ？　詳しいことはわからないけど、ひょっとしたら解説キャラとして先生が選ばれたのかもね」

「解説キャラ？」

「ほら、ゲームでよくいるでしょう。仲間にはならないけど、ストーリーを進めるために色々語ってくれる無駄に存在感のあるキャラとか。たぶん、先生はそれに適任だと思われたんじゃないかしら」

「なるほど……って、そう言えばカレンは？」

「彼女はもう店の中。ちょうど入り口で先生とすれ違ったのに思いっきりスルーして行っちゃったのよね」

　せっかく可愛かわいい恰好でお出迎えしようと思ったのに……と残念そうにナース服のスカートをちょこんと摘まむ黒医先生。

　そのせいで健康的なフトモモがチラチラ見えて……うわー、心臓に悪い。やけにスカートが短いから余計にそう思う。

　ぴょこんと生えたネコミミとシッポ。色はもちろん黒医先生のイメージカラーである黒。そのシックな感じとナース服の絶妙なバランス。そして、この人自身のミステリアスさが合わさって……。

「………」

　やばい。

　ネコミミナース。

　これはこれで、悪くないような。

「マスター。見とれている場合じゃありません。早くカレンさんを追いかけましょう」

「わ、わかってる！」

　横からあるみに促されて、僕たちは店内へと急いだ。

　物騒な看板をしてたくせに、中は普通のペットショップだった。

　どうやら犬と猫がメインのようで、たくさんのプラスチックケースに入れられた子犬や子猫がワンワンニャーニャー大合唱。むー、これはカレンじゃなくても癒いやされそうだ。

「おっ、あるみんも合流したのか！」

　奥に行くと、嬉うれしそうにはしゃいでいるカレンの声が聞こえた。

　見ると、抱きかかえたダックスフントを「よーしよしよし」と北海道にある某動物王国のキングのごときタッチでモフモフしている。どうやらすっかりペットショップを堪たん能のうしているみたい。

「あるみんもモフモフするか？　とっても可愛かわいいぞ」

「いえ、私は結構です」

「もしかして、犬が嫌い？」

「そういうわけではありませんが、そのダックスフントのチョコレート色の毛並みを見ていると、どうもお腹なかが……」

「こここここの子は食べ物じゃないぞ！」

「冗談ですよ。さすがの私もダックスフントは食べません。まあ、色だけなら美お味いしそうですが」

「………」

　涙目でダックスフントを庇かばうように抱きしめるカレン。

　あの、あるみさん？　冗談だよね？　さすがのおまえも、そこまで末期のチョコレート中毒者じゃないですよね？

「カレンちゃん、気に入ってくれたかしら？」

「あっ、うん……って、どうしてせんせーがここにいるんだ？　しかも、そんな恰かつ好こうで」

「やっぱり、すれ違ったときに気付いてなかったのね」

「……すれ違った？」

　ダックスフントを抱えたままできょとんとするカレン。

　まあ、あれだけ急いでたら気付かなくても無理はない気がする。よっぽどここに入るのを楽しみにしてたんだろう。

「ところで、カレンの家は犬とか飼ってないの？　そんなに好きなのに」

「うーん、カレンの家はママが……」

　言って、カレンはシュンと落ち込んだ。

　もしかして、アレルギーでも持ってるのかな？

「ママが、『犬はパパだけで十分だ』って」

「………」

　なんだろう。

　今、決して踏み込んではいけない人様の家庭の事情という名の地雷原にダイブをかましてしまった気がする。大丈夫なのか、狼かみ谷や家。というか、狼谷父！

「ちなみに、この子にはもう名前をつけたんだ」

「へえー、どんな名前？」

「山やま田だ」

「……な、なかなか独創的なネーミングだね」

「だろ？　とっても可愛かわいいだろ？」

　えへへっと微笑ほほえみながら、カレンはダックスフントにすりすりと頬ほおずり。背景にハートマークの星空が見えそうなくらい幸せそう。まあ、本人が幸せならいいか。『山田』と名付けられた犬には同情するしかないが。

「あ、そうだ、カレンちゃん。こっちの部屋にもっと可愛い子がいるわよ」

「え？　ホント？」

「もちろん。先生は嘘うそなんか吐かないもの。だから、その子はケージに戻して、先生の後についてきて」

「………」

　瞬間、僕の危機感知アンテナにピピピと反応が。

　……怪しい。

　そもそも、この人がこんなに楽しそうに笑うときはロクなことがない。生徒のことを実験動物マウスとしか見ていない黒くろ医い先生のことだ。奥にものすごいモンスターを隠しているのかも。

「黒医先生。ホントに大丈夫なんですか？」

「そんなに心配しないで。暴れないように、ちゃんと拘束してあるから」

「拘束って……余計に不安なんですが」

「うふふ。心配しないで。きっと気に入ると思うから」

　言って、黒医先生は店の奥にあるドアを開けて、中に入っていった。

　僕たち三人も追って中に……って、あれ？

　ここは……。

「もしかして、春原すのはら高校の保健室ですか？」

　周囲を見回しながら、あるみが訊たずねた。

　そう、保健室。

　何回か来たことがあるからわかる。今僕たちがいる部屋はどう見てもうちの高校の保健室だった。

　いや、確かに黒くろ医い先生は保健の先生だけど、なんでいきなりこんなところに？

「驚いた？　実は、ここのドアにはちょっとした仕掛けがしてあるの」

「仕掛け？」

「どこで×ドアになってるのよ」

「サラッと言われても困るんですが！」

「別にいいじゃない。先生の名前は黒医猫ねこ子こ。だったら秘密道具の一つや二つ持っていてもおかしくないわ」

「共通点が猫ってことしかないような……」

　まさかあの青い猫型ロボットのアイテムを所持しているとは。夢だけに世界観がメチャクチャである。

「じゃあ、ここは春原高校の保健室なんですか？」

「正解。あなたたちは駅前通りにあるペットショップからここまでワープしてきたわけ」

「でも、なんでわざわざ保健室に？」

「あら、だって――」

　さすがに、ペットショップに置いておくのは可哀かわい想そうだったから。

　クスッと微笑ほほえみながら、黒医先生はそう呟つぶやいた。

「………」

　嫌な予感。

　これは、想像を超えるとんでもないのが潜んでいるかもしれない。

「ではでは、ご対面ね」

　ネコミミとシッポをぴょこぴょこ揺らしながら、黒医先生は軽やかな足取りで保健室のベッドまで歩いていく。

　ベッドは全部で三つ。

　どうしてか、その一つはカーテンが閉まっていて中が見えないようになっていた。黒医先生が、一気にそのカーテンを開けると。



　包帯を巻かれて拘束された姫ひめ宮みや先輩がいた。

　というか、どう見ても包帯しか身に着けていなかった。



「………」

　さすがに絶句する僕。

　あるみやカレンも同じで、グルグル巻きになったベッドの上の姫ひめ宮みや先輩をただ見つめている。

　監禁。

　女子高生、監禁。

　シャレにならないキーワードが僕の頭の中を巨大なアジの群れのごとく縦横無尽にスイミング。姫宮先輩も僕たちに気付いたのか、「ふもっ！　ふもふもっ！」と包帯を巻かれた口で必死に何か叫んでいる。

「さあ、どうかしら？」

　黒くろ医い先生はまるでサーカス団の猛獣使いみたいな口調で僕たちギヤラリーに感想を求めてきた。いや、どうかしらって言われましても……。

「あの、黒医先生。ちょっといいですか？」

「うふふ。何かしら？」

「えっと、どうして姫宮先輩がこんなことに？」

　率直に疑問を述べる。

　すると、黒猫先生は「ん？」と不思議そうにしてから。

「包帯じゃなくて、触手の方がよかった？」

「そういうことを訊きいてるんじゃなくて！」

「心配しないで。この包帯も触手なみにウネウネ動かせるから」

「何そのいらない機能!?」

「言ったでしょう？　秘密道具の一つや二つ持っているって」

「そんな秘密道具聞いたことねえよ！」

　一瞬、ウネウネ動く触手包帯に翻ほん弄ろうされる姫宮先輩を頭の中でイメージしかけたが、必死でストップをかける。今はそんな妄想をしている場合じゃない。

「大丈夫ですか、姫宮さん」

　僕が黒医先生と対面している間に、あるみが姫宮先輩の元まで近づいて口に巻かれた包帯を解いていた。それでも、彼女の身体にはまだ包帯が幾重にも絡み付いていて動けないみたい。

　だが、一番すごいのはこの包帯だ。

　見れば見るほど計算し尽くされたかのごとく巻かれている。身体の露出度的には「ちょっと大胆な水着を着てみました」ぐらいだろう。ただ、身体を隠してるのは水着じゃなく包帯なので違和感の方もすごいが。

「……鉄てつ之の介すけさん。どうしてわたくしの身体をジッと見ているんですの？」

「!?」

　こちらを射貫く氷点下の目線。

　うわー、さすがヴァンプ姫ひめ宮みや。拘束されてもそのプレッシャーはお変わりないご様子で。やっぱり拘束を解かない方がいいんじゃないか？　ほら、世界平和とかのために。

「というか、どうして姫宮さんがここに？」

「知りませんわ！　目が覚めたらここにいましたの！」

「すごいですね。私たちとは大分シチュエーションが違います」

「ところで、あるみさんたちは今まで何をしていたんですか？」

「私は二人がデートしているのを見ていました」

「……デート？」

「もちろん、マスターとカレンさんの」

　シレっと僕たちの行動を内部告発するあるみ。

　再びヴァンプ姫宮の視線が僕をロックオン。ていうか、もはや死線？　すごいね。眼まな差ざしだけで人を殺せそうなのってこの人ぐらいじゃないかな。

「し、信じられません……っ。わたくしがこんなことになっている間に、あなたたちはのん気にデートなど……っ」

「お、落ち着いてください、姫宮先輩。これには理由があって……」

「その割には、マスターは随分楽しそうでしたが？」

「頼むからあるみは黙っててくれ！」

　なんだか背後からマシンガンで蜂はちの巣にされてる気分。頼むからもうちょっと援護射撃に力を入れてください。弾幕薄いよ。

「とりあえず、早くわたくしを解放してくださいっ」

　包帯で拘束されたままで、姫宮先輩がジタバタ暴れ出して……うわああああやめて。動いてるせいで包帯がズレそうになってすごいデンジャラス。このゲームが市場に発売されることになったら間違いなくＲ－｜18だろう。

「ダメよ、姫ひめ乃のちゃん」

　しかし、そこで黒くろ医い先生が口を挟んだ。

「その包帯は簡単にはほどけないの」

「えっ……じゃあ、どうすれば解放されるのですか？」

「そうね。例えば、お願いするとか」

「は？」

　ポカンと。

　意味がわからないという感じで、姫宮先輩は口を開けていた。

「だから、お願いよ。お・ね・が・い。ほら、ＲＰＧでよくあるでしょ？　『××がなかまになりたそうにこちらをみている。なかまにしてあげますか？』みたいな」

「いえ、急にそのようなことを言われましても、わたくしはあまりゲームに詳しくないので……」

「じゃあ、とりあえず鉄てつ之の介すけくんにお願いしてみて。『どうか私を仲間にしてください！』みたいな感じで。そうすれば、きっと包帯も解けて鉄之介くんたちと合流できるはずよ」

「で、ですが、改めてそんなことをお願いするのは恥ずかしいというか……っ」

　ううっと姫ひめ宮みや先輩は拘束されたままで頬ほおを赤く染めていた。

　いや、どう考えてもあなたの今の恰かつ好こうの方が恥ずかしいと思うんですが。

　まあ、この人ってプライドが高い高飛車お姫様だし、後輩に頭を下げるのが嫌なのはわからないでもないが……。

「姫宮さん。頑張ってください」

「ううっ……どうしてわたくしがこのような目に……」

「早くしないと、あなたの代わりに仲間になってしまいますよ。山やま田ださんが」

「どなたですかそれは!?」

「さっきカレンさんが可愛かわいがっていた犬です」

「い、犬……このわたくしが犬と同レベル……」

「むっ。そんなことはないぞ、ひめのん」

「……カレンさん」

「山田の方が、ずっと可愛い」

「わたくしの扱いは犬以下だと!?　そ、そんなことはありませんわ！」

　人間としての尊厳を守るために、姫宮先輩が必死の自己弁護を開始。この人もまさか自分がこんなシチュエーションに置かれるとは思っていなかっただろう。人生って何があるかわからないよね。

「さあ、姫ひめ乃のちゃん。そろそろ覚悟を決めたら？」

「ううっ……わかりましたわ……」

　ついにあきらめたのか、姫宮先輩は重々しいため息を吐いた。

　そして、真まっ直すぐに僕を見つめてくる。

　うるうると潤んだ瞳ひとみ。よっぽど恥ずかしいのか、彼女は頬を紅潮させながら、一生懸命言葉を紡いで――。



「ど、どうか……わたくしのことを仲間にしてください……っ」



　言った。

　彼女は見事、拘束されたままで羞しゆう恥ち心しんという名のモンスターに打ち勝ってみせた。

　途端、シュルシュルっという音とともに、姫ひめ宮みや先輩を拘束していた包帯が解けて――。

「っ。み、見てはいけませんわっ！」

　凄すさまじい速度で、姫宮先輩はベッドのカーテンを閉めてシャットオフ。

　そして、黒くろ医い先生が「あ。姫ひめ乃のちゃん。ベッドの横の棚にあなたの制服があるから着替えてね」とアドバイス。

　……よかった。

　何はともあれ、これで姫宮先輩も解放された。

「よかったですね。これでカレンさんに続き姫宮さんも攻略できましたよ」

「……あるみ。その『攻略』って言い方やめろよな。ギャルゲーじゃないんだからさ」

「失礼しました。確かに、マスターがしたことは『攻略』というより、『フラグを立てた』ぐらいがちょうどいいでしょう」

「フラグって……」

「もちろん、マスターの死亡フラグが」

「どういうことだよ!?」

「自分の胸に聞いてみてください」

　言って、なぜかあるみは拗すねたように視線を逸そらしてしまった。

　ひょっとして、まだ僕がカレンみたいな妹っぽい女の子と仲良くしたことにヤキモチを焼いてるのかな？

　もしくは姫宮先輩の姿に見み惚とれてたことを怒ってるとか。いや、自分で言うのもなんだが緊張感なさすぎたかもしれないけど。

「お待たせしました」

　タイミング良く、カーテンが開いて制服姿の姫宮先輩が出てきてくれた。

「うふふ」

　と。

　そこで口を開いたのは黒医猫ねこ子こ。

　彼女は、揃そろった僕たちを見て愉たのしそうに微笑ほほえんでいた。

「鉄てつ之の介すけくんにあるみちゃん。せっかく全員が合流できたんだから、そろそろケンカは終わりにしてね。それじゃこの先大変よ？」

「この先ですか？」

　つい訊たずね返してしまった。

　――すると。

　黒医先生は、クスッと微笑んでから。

「だって、エンディングは近いから。まあ、どうやら先生の解説キャラとしての役目はここで終わりみたいだから、あとはあの子に説明してもらうといいんじゃないかしら。そう――」



　――『彼女』に。



「………っ!?」

　瞬間、世界が歪ゆがんだ。

　まるで僕たちだけを残して背景の風景が変わるみたいに、保健室の姿が歪む。その異質な感覚に、僕は思わず目を閉じた。

　そして、次に開けたときには――。

「……屋上？」

　そう、春原すのはら高校の校舎の屋上。

　空には夕焼け。

　燃え上がるようなオレンジ色の下で、僕たち三人はただ佇たたずんでいた。

「これは、どういうことですの？」

　まず口を開いたのは姫ひめ宮みや先輩だった。

「もしかして、また場所が移動したのか？　さっきペットショップから保健室まで移動したみたいに」

　カレンが状況を整理する。

　たぶん、カレンの推理で正解だろう。

　僕たちは強制的に場所を移動させられた。

　しかも、夕焼け空になっているところを見ると、時間すら進んでいるのかもしれなかった。夢なんだし、これぐらいの現象は起きても不思議じゃない。

『彼女』

　あるみをおかしくした元凶。

　僕たちは、ここで戦わなきゃいけない。

　そいつを倒せば、僕たち三人はちゃんと現実に――。

「えっ……」

　瞬間、自分の思考に鳥肌が立った。

　……三人？

　三人ってなんだよ。解説役である黒くろ医い先生が退場した今、僕たちは四人いなくちゃいけないのに。

　だけど、僕の傍そばにいるのは姫宮先輩とカレンだけ。

　じゃあ、あるみは――。



「――マスター」



　ドクンッと。

　その声に心臓が震えた。

　振り向くと――そこにいたのは桜さくらあるみ。彼女は、僕たちから離れたところで、屋上に設置された鉄てつ柵さくを背にするように立っていた。

　なぜか、その表情はよく見えない。

「あ、あるみ？　何してるんだよ。たぶんもうすぐ『彼女』ってヤツが現れるんだ。だから――」

　――早くこっちに来いよ。

　そう言いかけて、僕の声は止まっていた。

　髪。

　始まりは髪だった。

　突然、唐突に、何の前触れもなく――。



　あるみの髪が、銀色に変わり始めていた。



「マスター……」

　そして彼女は告げる。

　どこか、苦しげな声で。



「……逃げて、ください」



　その言葉がスイッチだったみたいに。

　あるみのシルエットが――変わる。

「………っ」

　わずか数秒で。

　僕の妹は、見たことのない女の子に姿を変へん貌ぼうさせていた。

　腰まで届く青みがかった銀髪のポニーテール。

　身長はあるみとカレンの中間ぐらいだろうか。

　彼女が身に着けているのは、春原すのはら高校の女子制服。

　そして――。

「―――っ」

　まるで、熟練の職人が作り上げた機械人形のように整った輪郭。

　けど、違うんだ。

　銀髪、気の強そうな吊つり目、そして明確にこちらに敵意を向けている鋭い眼まな差ざし。

　何もかもが違うのに――。



　彼女には、なぜかあるみの面影がある気がした。



「お、おまえ……」

　突然現れた少女に――妹の身体を奪うようにして登場した彼女に、僕は問いかけた。

　すると、彼女は「フンっ」と息を吐いてから、

「バッカじゃないの？」

　これが自分の口癖だとも言わんばかりに、高らかに言い放った。

　そして、あるみとは違うどこか子供っぽい声で――。

「あたしが『彼女』に決まってるじゃない」

「………っ。じゃあ、おまえがあるみをおかしくした張本人なのか？」

　事実を確認するように訊たずねる。

　そう、だってコイツのせいであるみは――。

「おかしくした……ですって？　バッカじゃないの。よくヌケヌケとそんなセリフが言えるわね。桜さくらあるみは――あんたのせいでおかしくなっちゃったのに」

「なっ――」

　彼女の言葉に思考が凍る。

　僕のせいであるみがおかしくなった？

　それは、どういう意味なんだ。

「いいわ。せっかくここまで来たんだから、教えてあげる。あたしの――役目を」

「や、役目？」

「そう。あたしは桜あるみを――お姉さまを護まもりたかっただけ。それがあたしの使命。あたしがすべきこと。この夢の世界では『彼女』なんて呼ばれてるけど、本当のあたしは――」

　言って。

　あるみの面影を持った彼女は、はっきりと僕たちに告げた。

　そして、子供っぽくも、どこか棘とげのある口調で――。

「桜あるみの、保護プログラム」



    

  
    
      



    

  
    
      

第６話　ディスコミュニケーション





　保護プログラム。

　それが、『彼女』が明かした自分の正体。

　思い出すのは黒くろ医い先生の言葉。

　確か、あの人は夢の世界に潜る僕たちに言った。あるみには精神回路こころに問題が起きたときに、それを解決する保護プログラムがインストールされている。けど、今回はそれが発動しなかった。

　その言葉を聞いて、僕は『彼女』があるみの精神的問題が夢の世界で具現化したものだと思っていた。

　しかし、実際は――。

「――なんでだよ」

　静かに、僕は口を開いた。

「おまえがあるみの保護プログラムなら、なんでこんなことをしてるんだよ？」

　そう、あるみの身体に異常が起きたのはコイツのせいだ。

　けど、どうしてあるみの保護プログラムであるコイツが――。

「バッカじゃないの？　そんなのあたしがお姉さまの保護プログラムだからに決まってるでしょ。あたしは、お姉さまの精神回路の問題がこれ以上悪化しないようにしてただけだもん」

「……ちょっと待ってください。あるみさんの精神回路の問題というのは、一体なんなのですか？」

　僕の隣にいる姫ひめ宮みや先輩が質問した。

　そうだ。

　たぶん、保護プログラムがこんなことを――もはや暴走と言っても過言じゃないマネをしてるのは、全部あるみの精神回路の問題が原因のはずだ。

「それは……」

　彼女は。

　一度銀髪を揺らしてから、どこか切なそうな表情で――。



「疲れちゃったのよ」



　たった一言、そう告げた。

「簡単な話よ。お姉さまは――桜さくらあるみは疲れちゃったの。あなたたちと、高校デビューをすることに」

「なっ……」

　あるみが僕たちと高校デビューをすることに疲れた？

　そんなことがあり得るのか？

　だって、あるみは生体アンドロイドなのに……。

「別に不思議じゃないでしょ。お姉さまは人間に限りなく近い存在として造られた生体アンドロイド。だったら、疲労を感じたりもするわ」

「………っ。じゃあ、カレンたちの気づかないうちに、あるみんは高校デビューすることに疲れてたっていうのか？」

　カレンが、不思議そうに呟つぶやいた。

　……なんだそれ。

　確かに、高校デビューをするということは楽なことじゃないと思う。

　その過程で僕だって疲れることはあるし、日常生活にちょっとした嫌気がさすこともある。

　きっと、それは姫宮先輩やカレンも同じだ。

　人間なら、誰だれだって疲れる。

　でも、あるみがそんなものを感じていただなんて――。

「だから、あたしが動いたの。これ以上お姉さまを疲れさせないよう、護まもるために」

「けど、どうしてそれであるみの身体に異常が？」

「フンっ。そんなの決まってるじゃない。だって、身体があんな風になれば、高校に行かなくて済むでしょ？　お姉さまの疲労の原因を――高校デビューをしなくて済むじゃない」

「―――っ」

　そんな。

　じゃあ、すべてはあるみに高校デビューをさせないためだったって言うのか。

　そのために、保護プログラムがあるみの身体をあんな風に――。

「ちなみに、胸が大きくなっちゃったのは、お姉さまの願望も入ってるけどね」

「………」

　まあ、ですよね。

　ただ高校に行けないようにするためにはもっと他の方法があった気がするし。

　例えば、足を動けなくするとか。

　あるみの胸が巨乳になっちゃったのは、あいつ自身の願望を保護プログラムが叶かなえたせいでもある。なんというか、サービス精神旺おう盛せい。

「それに、なんであるみのことを『お姉さま』なんて呼ぶんだ？」

「べっ……別にいいじゃないっ。あたしは桜さくらあるみの保護プログラム……つまり、桜あるみがいたから生まれたようなものなのっ。だから、『お姉さま』って呼ぶくらい……っ」

　夕日の下で、彼女の頬ほおがカァアアアアっと赤く染まった。

　………。

　コイツって、もしかして……。

「……シスコン？」

「はあっ!?　そ、そういうわけじゃないけど……あたしはお姉さまの保護プログラムだし、お姉さまを護るためにはちょっとくらいの愛情を持ってた方が……」

　言って、ますます顔が赤くなってしまった。

　……うわぁ、こんなにわかりやすい反応をするヤツ初体験だよ。

　あるみを造ったのが姉さんだから、この保護プログラムを造ったのもたぶんあの人だと思うんだけど、こんなシスコンさんにしなくても。

「と、とにかく！」

　恥ずかしさを誤ご魔ま化かしたかったのか、それとも本題に入るためなのか、彼女は強い口調で言った。

「あたしは、お姉さまの保護プログラム。お姉さまを護らなくちゃいけないの。そのためなら――たとえどんなことだってするわ」

「！」

　拳けん銃じゆう。

　いつの間にか彼女の手に握られていたのは、そんな物騒なアイテムだった。

　現実じゃ高校生の女の子が拳銃を持っているとかありえない。

　しかし、ここは夢の中だ。

　現実の常識は通用しない。

「さてと」

　彼女は、まるで何事もないように呟つぶやいてから。

「これから、あんたたちを排除するわ」

「………っ」

「だって、そうでしょ？　あんたたちは邪魔だもん。お姉さまに高校デビューなんて疲れさせるようなマネをするあんたたちの存在を、あたしは許さない」

「……でも、ここは夢の中だぞ？　どうやって排除するっていうんだよ」

「そんなの簡単よ。あたしは、あんたたちをこの夢の中から追い出せればいいの。強制的に、あんたたちを目覚めさせてあげる。そのためには――」

　彼女は。

　拳銃を構えたままで口くち唇びるを歪ゆがませる。



「一回殺せば、現実で目覚めてくれるわよね？」



「なっ……！」

　なんだそれ。

　じゃあ、コイツはあるみの夢から追い出すために僕たちを殺すっていうのか。確かに、殺されるなんて体験をすれば現実で覚かく醒せいできるかもしれない。

　そうやって――彼女は、僕たちをこの世界から排除する。

「……ムチャクチャだ。そんなことできるかわからないのに」

「そうね。でも、やってみなくちゃわからないでしょ？」

「第一、僕たちを追い出してどうする気だよ？　そんなことしても何も――」

「変わるわ。あんたたちを追い出した後、お姉さまは――ずっと眠り続けるんだから。それが、お姉さまの保護プログラムであるあたしとしての選択。だって――」



　現実って、疲れるでしょ？



　当たり前のことのように、彼女は言った。

「だから、お姉さまにはずっと眠っていてもらうわ。思えば、最初からそうすればよかったのよ。そうすれば、お姉さまは疲れなくて済むもん」

「………っ」

　じゃあ、何か？

　僕たちを夢から追い出した後で、コイツはあるみのことをずっと眠らせるっていうのか。確かに、身体に異常を起こせるくらいなんだから、それくらいのことは可能なのかもしれない。でも――。

「――ふざけんな」

　拳こぶしを握りしめながら、僕は反論していた。

　――疲れていた。

　彼女は、あるみが高校デビューをすることに疲労していたと言った。だったら、それに気付けなかった僕にだって非がある。

　そう、僕はあいつの兄妹なんだ。

　だったら、助ければいい。

　疲れたんなら、精一杯フォローをしてやればいい。日常に嫌気がさしたのなら、気分転換にでも何でも付き合ってやればいい。

　そうやって、あいつを笑わせてやればいい。

　それで、少しでもあいつが元気になるなら――。

「あるみが高校デビューに疲れたんなら、僕が助ける。たとえここで殺されて現実に帰っても、あるみを取り戻しに何度だって乗り込んできてやる。だって――」



　あるみは、僕の妹なんだから。



「―――」

　沈黙。

　僕の言葉に、彼女は沈黙した。

　――そして。

「……バッカじゃないの」

　彼女は――桜さくらあるみの保護プログラムは、心の底から嫌そうにそう零こぼした。

「そんなセリフを言うから、あたしはあんたが大っ嫌いなのよ」

　それが、最後の宣告だった。

　彼女の細い指が拳けん銃じゆうの引き金にかかる。

　そして、ゆっくりと力が込められて――。

「―――っ!?」

　しかし。

　銃口から弾丸は発射されなかった。

　いや、それどこか――。

「くっ……そんな……っ」

　彼女の戸惑う声とともに、ガチャンっと、僕の足元で金属音が響いた。

　拳けん銃じゆう。

　あろうことか、引き金を絞っていたはずの彼女が――僕の方に拳銃を投げてきた。

　まるで、パスでもするみたいに――。



「――マスター」



　そして、聞こえてきたのは、無感情だが滑らかな声。

　桜さくらあるみ。

　そう、あるみの声が、彼女の口から零こぼれ出していた。

「そっ……そんな、お姉さま、どうして……っ」

　苦しそうに、彼女が咽のどを押さえる。

　それは、ひどく奇妙な光景だった。だって、一人の女の子がまったく違う二種類の声で喋しやべっているのだから。

「マスター……」

　あるみの声は続ける。

　まるで彼女の中から語りかけているみたいに。

「それで、撃ってください」

「………っ」

　思わず、僕は足元にある拳銃に目を向けた。まさか、あるみは……。

「マスターのすべきことは一つです。彼女を倒してください。最初に言ったように、それでこの状況は解決します」

「で、でも……っ」

「……すいませんでした。元はと言えば、こんなことになったのは私のせいです。けど、私の手ではこの事態を解決できません。だから、無事に私たちが現実に帰るために……マスター」

「―――っ」

　静かに。

　僕は足元の拳銃を拾っていた。

　そして――銀髪の彼女に銃口を向ける。

　桜さくらあるみの保護プログラムに向かって――。

「や、やめて……あたしは……っ」

　彼女の口から涙声に似た声が聞こえた気がした。

　同時に僕の頭を様々な言葉が巡る。

　僕たちの目的。

　それはあるみが言った通り、コイツを倒すことだ。

　僕、姫ひめ宮みや先輩、カレン、そして――あるみ。

　この四人が無事に現実に帰って、高校デビューを続けることだ。

　でも――撃っていいのか？

　保護プログラム。

　見た目は、ただの女の子にしか見えない。

　彼女はきっとあるみのことを護まもりたかっただけなんだ。

　ただただ、そのことを願っているだけなんだ。

　なのに――。

「……くそっ」

　やめろ。

　ためらうことなんかない。

　甘えを捨てろ。

　あるみを助けるには、これしか方法がないんだから。

「―――」

　そして。

　燃え上がるようなオレンジの下。

　ただ静かに。

　僕は、その引き金に指をかけ、力を込めて――。



    

  
    
      



    

  
    
      

第７話　ブラザー＆シスター





　目覚めが悪い、という言葉は今の僕のためにあるんだろう。

　そんなことを思いながら、ゆっくりと瞼まぶたを開けた。

「おはよう、鉄てつ之の介すけくん。あなたが一番起きるのが遅かったわね」

「黒くろ医い先生……」

　目覚めたばかりでボヤける目を擦りながら、状況確認。

　あるみの部屋。

　そこにいるのは、姫ひめ宮みや姫ひめ乃の、狼かみ谷やカレン、黒医猫ねこ子こ。

　そして……。

「マスター。ご心配をおかけしました」

　いつも通りの無表情と無感情だけど滑らかな声。

　桜さくらあるみ。

　妹は、目覚めた僕をまっすぐ見つめていた。

　さっきまでいた夢の中のように、胸の大きさも元に戻ってしまっている。

　ということは、つまり。

「鉄てつ之の介すけさん。私とカレンさんで、大体の事情は黒くろ医い先生に説明しておきましたわ。結局今回の一件は、あるみさんにインストールされていた保護プログラムが暴走してしまった結果だと」

「そう、ですか」

「……大丈夫か、そうちょー。なんだか顔色が悪いぞ」

「う、うん。心配ないよ。ちょっと寝起きでボーっとしてるだけだから」

　心配そうにこちらを見つめる姫ひめ宮みや先輩とカレンに笑っておく。

　窓の外の景色はすっかり夜。

　どうやら、ほとんど丸一日あるみの夢の中に潜っていたらしい。部屋にあるデジタル時計に目を向けると、時刻は七月十八日午後七時三十四分。

　そう、今日は海の日。

　いつもと何ら変わらない夏の日に、僕たちは帰ってきた。

　桜さくらあるみの保護プログラム。

　夢の世界の夕焼けに染まった屋上で、僕は彼女を――。

「黒医先生。あいつは……あるみの保護プログラムはどうなったんですか？」

　どうしてか、僕はそんな質問をしていた。

　結果なんて、わかりきってるのに。

「残念だけど、消滅アンインストールしてしまったみたいね」

「………っ。助けることは、できなかったんですか？」

「少なくとも、先生が聞いた話では不可能だったと思うわ。でも、気に病まないで。あるみちゃんを助けるためには仕方のないことだったのよ。元々、保護プログラムがあそこまで感情を持って暴走したこと自体イレギュラーだったんだし」

「………」

「――さてさて。事件は解決したんだし、先生はもう帰るわ。姫ひめ乃のちゃんとカレンちゃんもそろそろ家に帰りなさい。明日からはまた学校が始まる。先生たちの目的は、高校デビューをすることでしょう？　鉄之介くんたちも、今日はもう休みなさい」

「……はい」

　返事をしてから、僕とあるみは黒医先生たちを玄関まで見送った。

　黒医先生は事件のことを切り替えようとしているのかやけにさばさばしていたし、カレンは最後まで僕を心配してくれた。

　姫宮先輩に至っては「何かあったら、いつでも電話してください」なんて言う始末。どうやら今の僕はよっぽどひどい顔をしているらしい。

　そして、バタンッと。

　玄関のドアが閉まって、家の中には僕たち二人だけが残された。

　兄と妹。

　桜さくら鉄てつ之の介すけと桜あるみ。

「……ごめん、あるみ」

　気付いたら、僕は横にいる彼女に謝っていた。

「今回の件は、僕にも非があるよ。こんなに傍そばにいたのに、僕はおまえが疲れてただなんて全然気づけなかった。本当に、すまない」

　そう、今回の一件はあるみの疲労の蓄積。

　高校デビュー。

　日常の中でその夢を追うことで、あるみは疲れてしまった。心の奥底で高校に行きたくないと思うほど、深刻に……。

「ノープロブレムです」

　けれど。

　あるみは、いつも通りに自分の口癖を言ってくれた。

「むしろ、謝らなくちゃいけないのは私の方です。申し訳ありませんでした。確かに、私は高校デビューすることに疲れていたのかもしれません。でも、だからって一人で抱え込むことはなかったんです」

「あるみ……」

「それに、夢の中でマスターは言ってくれましたよね？　私が疲れたら、助けてくれるって。だから、これからも私のことをよろしくお願いします。ここだけの話、私はマスターのことをちょっとは信頼しているんですから」

「『ちょっと』って、おまえなぁ」

「さあ、夕飯の支度をしましょう。先生の言う通り、明日からまた学校に行って高校デビューをしなくてはいけません。そのためにはエネルギーを補充しないと」

「はいはい。どうせまたチョコレートを食べるんだろ？」

「もちろんです。それに、夢の中でも約束したじゃないですか。こっちに帰ってきたら、マスターが私にチョコレートをご馳ち走そうしてくれるって」

「げっ。よく憶おぼえてたな」

「当然です。まあ、そんな感じでこれからもがんばっていきましょう。幸い、最近の私たちの高校デビューは比較的上う手まくいっています。それでも、日常の中でまた疲れてしまうこともあるかもしれませんが――」



　私は、この楽しい日常が大好きです。



　あるみは、にこやかに表情をほころばせてから――笑った。

「―――」

　――そうだ。

　確かに、高校デビューしている途中で、僕もあるみみたいに疲れてしまうことがあるかもしれない。

　けど、それでもいいじゃないか。

　だって、僕もあるみや姫ひめ宮みや先輩やカレンと過ごす日常が好きだ。

　少し騒がしすぎるような気もするけど、慣れれば案外悪くない。むしろ退屈しなくていいくらいだし。

「……悪い。今まで通り手のかかる兄貴だと思うけど……これからもよろしくな。僕も、精一杯おまえのことを助けるから」

　少し恥ずかしかったが、素直に自分の思っていることを告げた。

「――はい。私の方こそ、これからもよろしくお願いしますね」

　妹は、僕の言葉に応こたえてくれた。

　よっぽど嬉うれしかったのか、夏空に浮かんだ太陽みたいな、眩まぶしい笑顔で。



「……マスター。本当にいいんですか？」

　桜さくら家のキッチン。

　エプロン姿のあるみは、僕にそう訊たずねてきた。

「ああ。考えてみれば今までおまえには家事全般を任せっきりだったしな。これからは、僕も手伝うよ」

　一応頼もしく聞こえるように言ってから、自分のエプロンの紐をぎゅっと結ぶ。

　そう、夕飯。

　約束のチョコレートは食後のデザートにするということで、まずは夕食を作るということになった。

　ちなみにメニューはカレー。まあ、カレーくらいなら引きこもりの僕でもなんとかなるだろう。

「あるみも遠慮するなよ。料理を手伝うくらい兄妹だったら普通だろ？」

「いえ、私はマスターに料理を手伝ってもらうことに遠慮したわけではありません」

「え？　でも、さっき『本当にいいんですか？』って……」

「あれは『本当にいいんですか？　こんなフツーの恰かつ好こうで。マスターのことですから妹の裸エプロンが見たかったのでは？』という意味ですよ」

「僕の性癖を捏ねつ造ぞうするのはやめろ」

「……まさか、水着エプロンの方がよかったと？　なるほど。全裸ではなくあえて一枚着させるとは、マニアックな性癖をお持ちで」

「おまえは一度製造過程からやり直せ！」

　どうしてそういう発想に行きついちゃうんだよ。

　裸エプロンとか水着エプロンとかに心惹ひかれないわけじゃないが、妹にそんな恰かつ好こうされたら料理どころじゃない。

「さすがはマスター。今のはなかなかに鋭いツッコミでした」

「おまえがボケるからだ」

「これもマスターの高校デビューが上う手まく行っている証拠だと思います」

「ツッコミの鋭さを褒められてもな」

　僕が目指しているのは、『フツーの高校生としての高校デビュー』。断じてツッコミキャラになりたいわけじゃない。……いや、言われてみれば最近ツッコんでばかりな気がする。なんとか軌道修正しなければ。

「そんなことより、さっさと料理を始めようぜ」

「わかりました。では、まず下準備から」

「了解」

　言って、僕は用意された材料を包丁でカッティング。我が家のカレーのメンツはジャガイモ、ニンジン、玉ねぎ、鶏とり肉にく、と至ってフツーな感じ。

　しかしフツーが一番だ。

　姉さんがいたときはこうはいかなかった。というか、あの人は包丁の代わりにドライバーとニッパーを持って料理に臨んでいたっけ。さすが天才。物の考え方が僕たち一般人とは違いすぎる。

「……ところで」

　久しぶりに握った包丁でなんとか材料を切っていると、あるみが話しかけてきた。

「急にマスターが料理を手伝うなんて言い出したのは、今日の件があったからですか？」

「……まあな」

　疲労。

　夢の中で保護プログラムは、あるみがあんなことになったのは日常生活に疲れていたからだと言った。だったら、僕は少しでも疲労を取り除いてやればいい。例えば、料理を手伝うとか。

「それに、何かに集中してた方が気も紛まぎれるしさ」

「………。もしかして、マスターは後悔しているのですか？　私の保護プログラムを撃ってしまったことを。黒くろ医い先生も言っていましたが、気に病むことはありませんよ。ああしなければ、私を助けることはできませんでした」

「……サンキュー。おまえがそう言ってくれると気が楽になるよ。でも……」

「でも？」

　トントンと、それこそ機械のように正確な手つきで包丁を操りながらあるみは訊たずねてきた。

　一度息を吐いてから、僕は言う。



「あいつは……いいヤツだったから」



　瞬間、ピタッと。

　リズミカルに聞こえてきていたあるみの包丁の音が止まった。

「……何を言ってるんですか。彼女はあなたのことを殺そうとしたんですよ？」

「でも、それも夢の中での話だろ？　ホントに殺そうとしたわけじゃない」

「ですが、彼女はマスターのことをひどく嫌っていました」

「まあな」

「『たとえ明日死ぬとしても喋しやべりたくない』、『というかあんたが死ね』、『その前になんでこの世界に生まれてきちゃったの？』と言えるくらい嫌っていたと思います」

「………」

　そんなに嫌われてたかな、僕。

　まあ、あいつってシスコンだったしなぁ。

「でも、それはおまえのことが好きだったからだろ。『お姉さま』なんて呼ぶくらい、あいつはおまえのことが好きだった。ただ一生懸命に、自分の大切な人間を護まもろうとしてた。そういうところは、嫌いになれない」

「………」

「だから、こう思うんだよ。もし違う場所で――例えば高校なんかで出会ってたら、あいつとも仲良くなれたんじゃないかって。まあ、きっと僕が口にしていいセリフじゃないんだけどさ」

　そう、理由がどうあれ彼女を消してしまったのは僕なんだ。

　だったら、せめてあいつの代わりにあるみのことを大事にしてやりたい。きっと、それがあいつの望んでいたことでもあると思う。

　たぶん、僕はそのことを忘れちゃいけない。

　それが、あるみを助けるためとはいえ彼女を撃ってしまった僕がすべきことだと思う。

　ポジティブシンキング。

　普段ネガティブな僕が、少しでも前に進むために。

「……バカですね。そんな優しいことを言っても、たぶん彼女は喜びませんよ？」

「そうだな。もしあいつがいたら『バッカじゃないの？』って言うに決まって……って、あるみ！　おまえ何してんだよ！」

「えっ……」

　きょとんとしているあるみの手を握る。

　血。

　包丁の音が止まっていると思ったら、指から血が出ていた。どうやら手元が狂って傷つけてしまったらしい。

「す、すみません、少しボーっとしてしまって……」

「いや、悪い。僕が変なことを言ったせいだ」

　傷があるのは人差し指の先。

　たぶん深くはないと思うけど……。

「……んっ」

「きゃっ……マ、マスター、何を……っ！」

　抗議する妹を無視して、僕は彼女の指先に口くち唇びるを触れさせていた。そのまま傷口に軽く舌を当てる。

「あっ……」

　少しだけ痛かったのか、あるみは微かすかに表情を歪ゆがませた。

　瞬間、口に広がる鉄の味。

　血。

　桜さくらあるみが、生きている証あかし――。

「……とりあえず、大丈夫かな」

　チュッと微かな水音を響かせて指先から口唇を離しながら、僕はそんなことを言った。

　えーっと、後はバンソーコーだな。

　確か、キッチンの棚に備え付けのヤツが……。

「っ！　全然大丈夫じゃありませんっ！　マスターはいきなり何をするのですかっ！」

「え？　何って……応急処置だけど？」

　指を切ったときって、フツーはこういうことをするんじゃないのか？　少なくとも姉さんは……いや、あの人は僕が指を切ると「お姉ちゃんが舐なめてあげるっ！」とか言いながら神風特攻してきたっけ。

「だからって……いきなりキスをしなくても……」

「いや、ただ舐めただけじゃん」

「私の人差し指のファーストキスが奪われてしまいました……」

「変な言い方するなよ！」

　それを言うなら人差し指どころか僕はおまえのファーストキスを奪って……うわー、その話はやめよう。こっちまで恥ずかしくなる。コイツを起動させるためには仕方なかったのだ。

「ほら、もう一回指を貸せ」

「え？　まさか、今度はもっとディープなキスをするつもりですか？」

「違う。バンソーコーを見つけたから貼はるだけだ」

　言って、棚から出したバンソーコーをあるみの指先に貼って……って、なんだこのバンソーコー。思いっきりハートマークがプリントされててすごい恥ずかしいぞ。こんなものを買うロマンチストは我が家に一人しかいない。犯人は姉さんだ。

「よし、これでオッケーだな」

　バンソーコーを貼り終わると、あるみはバッと手を抱えるようにしながら後ずさった。

　そして、落ち着かない様子で目をきょろきょろさせながら、

「……ど、どうしてこんなことを？」

「いや、こんなの兄妹ならフツーだろ？　ていうか、おまえも血とか出るんだな」

「あ、当たり前です！　私は生体アンドロイドですから、人間に限りなく近く造られているんです」

「まあ、それは十分わかってるけどさ」

　夢を見たり、血を流したり、傍はたから見たら人間と変わらない。

　生体アンドロイド。

　詳しい身体の仕組みは企業秘密らしいけど、ここまで人間に近いとは。さすがはサーカスインダストリアル。そして桜さくら鈴すず音ね。

「さあ、料理を続けようぜ。あ、傷が痛むならおまえはちょっと休んでていいぞ？」

　幸い、もう材料はほとんど切り終わってるし。あとはキッチンにある料理本のカレーのページを見れば僕一人でも……。

「あぅ……」

　しかし。

　あるみはバンソーコーが貼られた指を抱きしめるようにしながら俯うつむいていた。

「大丈夫か？　やっぱり傷口が痛むのか？」

「い、いえ、そうではなくて……あの……マスター……」

「ん？」

　訊きき返すと、あるみは頬ほおを桃色に染めながら――。



「…………ありがとう、ございますっ」



　どこまでも素直にお礼を言った。

　照れたように、笑いながら。

「バっ……バカ。恥ずかしいから、これぐらいお礼とか言うなよ」

「でも……」

「おまえは僕の妹なんだから、これぐらい当然だ」

　カァアアっと顔が熱くなるのを感じて、ついつい僕は妹から顔を逸そらしてしまった。

　……くそっ。

　今のはどう考えても反則だ。

　だって……ねえ？

　はっきり言って、メチャクチャ可愛かわいかったし。

「ほ、ほら、さっさと料理を続けるぞ」

　恥ずかしさを振り払うように言うと、あるみも「は、はい……」と頷うなずいた。

　そしてお互いが作業に戻る。

　何事もなかったように。

「―――」

　けれど。

　僕には、さっきの妹の笑顔が瞼まぶたに焼き付いて仕方なかった。



　何はともあれ、完成したカレーは美お味いしかった。

　途中から「マスターに手伝ってもらわなくても、これぐらいは作れました」なんてあるみは言ったけど、二人で料理をするというのはなかなか楽しくて、あいつも満更でもなさそうだった。

　そして、二人で作った夕飯を食べて、いつも通り順番を決めてお風ふ呂ろに入って、テキトーにテレビを見て――今日が終わった。

　時刻は夜。

　明日も学校があるので夜更かしは禁物。僕とあるみはお互いの部屋に帰って眠ることになった。そう、明日からまた始まる高校デビューのために。

　だけど。

「……はあ」

　ベッドの上。

　窓から注そそぐ月明かりだけに照らされた自分の部屋で、僕はため息をついた。

　……眠れない。

　あるみの夢に潜るために昼間眠ってしまったせいなのか、どうも寝付けなかった。

　それとも――僕はまだ引きずっているのだろうか。

　桜さくらあるみの保護プログラム。

　あいつを、倒してしまったことを――。

「―――」

　――いや、それだけじゃない。

　僕にはまだ腑ふに落ちない点がいくつかあった。

　桜あるみの夢。

　まず、なぜあの世界では日付が四月四日だったのか。次に、なぜゲームみたいな世界観になっていたのか。

　それが、どうしてもわからなかった。

　きっと意味があるんだろうと思ってたけど、謎なぞは明かされないまま僕は彼女を倒してしまったわけだし。

　そして、最後の疑問。

　一番わからないのが――。

「……ん？」

　と。

　唐突に、ドアの外で足音がした。

「――マスター。まだ起きていますか？」

　聞こえてきたのは、あるみの声。

　なんだ、あいつもまだ起きてたのか。まあ、昼間眠ってたのは僕だけじゃないしな。そんなことを考えながら、ベッドの上で身体を起こした。

「ああ、起きてるよ」

「そうですか。では、部屋に入ってもいいですか？」

「別に構わないけど……こんな時間にどうしたんだ？」

「いえ、少しマスターと話がしたくて」

「話？」

　カチャリ、と。

　僕が訊きき返すのとほぼ同時に、鍵かぎのかかっていないドアが開かれた。

「―――っ!?」

　瞬間、自分の目を疑った。

　桜あるみ。

　ドアを開けて姿を見せた妹は、服を何も身に着けていなかった。

　月明かりに照らされた初雪のように白い肌。

　ほっそりとした手足とスレンダーな身体。

　薄く膨らんだ発育途上の胸。

　艶つややかな髪。

　そして、人形のように可か憐れんな輪郭。

　その何もかもが……僕の前で晒さらされていた。

「ばっ……なんて恰かつ好こうしてるんだよ！」

　思わず、彼女から目を逸そらす。

　それでも目に焼きついた映像は消えてくれない。

　こっちの意思を無視して、どうしようもなく心臓のリズムが跳ね上がっていく。

　そのうるさすぎる鼓動をどうにか抑えようとするが――。

「言ったじゃないですか。私は、マスターと話をしにきたんですよ？」

　トンッと。

　驚くことに、あるみの手が僕の肩に触れていた。

　一瞬。

　僕が目を逸らしたたった数秒で、妹は僕との距離を詰めていた。そのまま僕の身体をベッドの上に押し倒す。

　そして、僕の腰のあたりに馬乗りになるように乗っかってきて――。

「…………おにぃちゃん」

　甘えるように、普段とは違う呼び名で僕を呼んだ。

　それはまるで魔法の呪じゆ文もんみたいだった。

　身体から抵抗する力が失われる。

　目は自分を押し倒しているあるみに釘づけられたままだ。

　月明かりの下に浮かび上がる、生まれたままの彼女のしなやかな肢体。ふわりと漂う甘い香り。伝わってくる彼女の体温と鼓動。

　――そして。

「おにぃちゃん」

　桜さくらあるみは。

　再び僕を呼んでから。

　まるで満開の夜桜みたいな、綺き麗れいな笑顔を咲き誇らせて――。



「私は、おにぃちゃんのことが大好きですっ」



　――告白。

　それは、誰だれがどう聞いても告白だった。

「……お、おまえ、どうしたんだよ、急に……」

　ドクンドクンっと加速する心臓の鼓動を堪えながら必死に訊きき返す。すると、あるみは当たり前のことのように笑った。

「……急なんかじゃありませんよ。私は、ずっとおにぃちゃんのことが好きでした。そして、おにぃちゃんと一緒に過ごす楽しい日常が大好きです。だから、こんな恰かつ好こうで会いに来たんですよ？」

「………っ」

「それに……今日はおにぃちゃんに助けてもらいました。だからお礼をしなくちゃいけないと思って。でも、私にできることと言ったらこれぐらいしか思いつかなくて……」

「………」

「だから、おにぃちゃん……」



　私と、初体験をしてくれませんか？



　薄い桃色の口くち唇びるで、あるみはそう告げた。

　まるでフツーの女の子みたいに。

　恥ずかしそうに、頬ほおを染めながら。

「―――」



    

  
    
      



    

  
    
      　初体験。

　その言葉が示すことぐらいは、いくら僕でもわかる。

　さっきの言葉が、コイツからの告白だってこともだ。

　――日常。

　確かに、僕もあるみと過ごす日常は好きだった。

　無愛想で生意気な妹だけど、実際はひどく不器用だけど、ときどき見える素直さがとても可愛かわいかった。

　一緒に高校デビューを目指す生活も、いつの間にか楽しいと感じていた。

　きっと、自分でも気づかない間にあるみの存在が心の中で大きくなっていた。

　桜さくらあるみ。

　大切な、僕の妹――。

「……おにぃちゃん」

　彼女は。

　僕の沈黙を答えと受け取ったのか、飼い主に甘える子猫みたいに顔を寄せてくる。もうあと少しでお互いの口くち唇びるが触れ合ってしまうような距離。

　月明かりの下。

　生まれたままの姿の彼女は、ゆっくりと僕と身体を重ねようとして――。



「――ダメだ」



　ピタリ、と。

　口づけすら交わせそうな近さで、彼女の動きが停止した。

　そして、彼女は戸惑ったように笑顔を浮かべる。

「ど、どうしてですか、おにぃちゃん。私は、おにぃちゃんのことが好きなのに……おにぃちゃんと一緒に高校デビューを目指す日常が大好きなのに……どうして私を受け入れてくれないんです？　私のことが……嫌いなんですか？」

「違う。別に、僕はあるみのことが嫌いなわけじゃない」

　言って、僕はゆっくりと身体を起こした。

　そのまま、もはや力の入っていない彼女の身体をどかして、ベッドから下りる。そしてハンガーに掛けてあったＹシャツを掴つかんで、彼女に投げつけるように渡す。

「……お、おにぃちゃん？」

　目に困惑を浮かべたままで、彼女は茫ぼう然ぜんと渡されたＹシャツを見ていた。

　そんな彼女に、僕は言う。

「なあ、教えてくれ」



　さっきの言葉は――本当に桜あるみの気持ちなのか？



「―――っ!?」

　途端、誰だれが見てもはっきりわかるくらいに、彼女は息を呑んだ。

　――やっぱり。

　違う。

　僕の妹は、こんなに感情豊かに表情を変えたりしない。

　僕が感じた三つ目の疑問。

　それは――あるみの笑顔。

　思えば、現実に帰って来たときからそうだった。

　無愛想で、生意気で、不器用で、感情表現が苦手なあいつが、あんなに綺き麗れいに笑えるはずがなかった。

　こんなに感情を表に出すはずがなかった。

　あんなにあっさりと、告白なんてマネができるはずがなかった。

　だから、違う。

　今僕の目の前にいる彼女は、桜あるみじゃない。



「…………バッカじゃないの」



　それは、あるみとは違うどこか子供っぽい声だった。

「どうして……どうして気付いちゃったの？　全部上う手まくいってたのに……完かん璧ぺきだったのに……後は、あんたが受け入れさえすれば……」



　お姉さまは、幸せだったのにっ！



　あるみの姿をした少女は、ぎゅっとＹシャツを掴つかみながらそう叫んだ。

　月明かりのせいだろうか。

　その髪は――銀色に輝いているように見えた。

「………っ」

　思わず彼女の手を掴もうとしたが、寸前でヒラリと躱かわされてしまう。

　そのまま彼女は乱暴にＹシャツを羽織ると、一気に僕の部屋から出て行った。まるで、僕から逃げるみたいに。

「くそ……っ」

　ベッドの枕まくら元もとに置いてあったケータイを掴つかみながら、彼女を追って部屋を飛び出す。瞬間、玄関のドアが開く音。どうやら外に出たらしい。

　急いで階段を下りながらも、ケータイで電話をかける。

　数秒のコール音の後、電話の相手――姫ひめ宮みや先輩は「はい」と答えた。

「鉄てつ之の介すけさん。こんな時間にどうかしたんですの？」

「すいません、姫宮先輩！　どうしても、話しておかなくちゃいけないことがあって！」

　玄関で靴に履き替えながらも、会話を続ける。

『何かあったら、いつでも電話してください』

　そんな姫宮先輩の言葉が耳に残っていたのか……それとも、この事態は到底一人じゃ解決できないと感じたせいか、僕は姫宮先輩に助けを求めていた。

「落ち着いて。何があったのか、わたくしにもわかるように説明してくださる？」

「はい！　あるみが……またあるみの様子がおかしくなって！」

「また？　それは、つまり……」

「そうです！　夢の世界の屋上のときと……あいつに身体を乗っ取られたときみたいに！」

　ただ簡潔に、僕は事実を告げた。

　そう、さっきのあるみはあるみじゃなかった。

　保護プログラム。

　夢の世界で彼女があるみの身体を乗っ取ったみたいに、人格が変わってしまっていた。

「ということは……」

　ちょうど玄関を開けて深夜の街に飛び出すところで、姫宮先輩は僕が直面している問題を理解した。

「彼女は……あるみさんの保護プログラムは、まだ消えていなかったということですか？」

「そうとしか思えません。あれは、どう見てもあるみじゃなかった」

「では、夢の中のときと同じように、再び彼女があるみさんの身体を乗っ取ってしまったと？」

「――はい。僕にも、理由はわかりませんが」

　勘だけを頼りに夜の通りを走り出すと、幸運なことに白いシルエットが見えた。

　けど、どうしてこんなことになってしまったのかはわからない。

　なぜまた保護プログラムがあるみの身体を乗っ取ったのか。どうして現実で僕に会いに来たのか。

　極めつけは、さっきの彼女の言葉。



『あんたが受け入れさえすれば……お姉さまは幸せだったのにっ！』



「――わかりましたわ。わたくしも今からそちらに行きます。あるみさん……いえ、彼女がどこに向かってるかわかりますか？」

「それは……たぶん高校だと思います。今追いかけているんですが、あいつは通学路を進んでいるので」

「そうですか。では、カレンさんにも電話をかけてみますわ」

「……すいません、姫ひめ宮みや先輩」

「謝らないでください。わたくしたちは、同じ部活の仲間じゃありませんか」

　こちらを安心させるようなソプラノボイスが聞こえて、電話は切れた。

　よし、これでできることはやった。

　後はあいつを見失わないようにするだけ。

　幸い、深夜の人通りの少ない街なら引きこもりの僕でも全力で走れる。これなら、あいつを追いかけることができる……！

「………」

　どれくらい時間が経たっただろうか。

　ただひたすらに通学路を走って、僕はそこに辿たどり着ついていた。

　私立春原すのはら高校。

　僕たちが高校デビューを目指す場所。

　そこに――彼女はいた。

　桜の木。

　正門を抜けたところにある桜並木の中でも、一際大きなその一本。

　緑の葉を生やした夏の桜の下で、Ｙシャツ姿の彼女は一人佇たたずんでいた――。

「――なんだ。引きこもりのくせに、意外に足が速いのね」

　息を切らしながら足を止めたところで、彼女は言った。

　姿はあるみのままだが、やっぱり月明かりのせいだろうか。その髪は銀色に輝いているように見えた。

「……説明しろ」

　必死に酸素を吸い込んだ後で、声を絞り出す。

「どうして、またあるみの身体を乗っ取った？」

　こんなことに何の意味がある？

　だって、問題はもう解決したはずなのに。

　疲労。

　それがあるみの精神回路に起きていた問題なら、それはもう解決したはずだ。僕が、あるみを助けることで。

　なのに、どうして……！

「いいわ。説明してあげる。でも――その前に一つ謝らないとね」

「……謝る？」

「そうよ。だって、あたしはあんたに嘘うそをついたから。あのとき――屋上で、あたしはあんたにお姉さまの精神の問題は『疲労』だって言った。けど――あれは嘘」

「なっ――」

　嘘？

　どういうことだ？

　じゃあ、あるみが抱えてた本当の問題はなんだって言うんだよ。

「って言っても、全部が嘘じゃないけどね。お姉さまが高校デビューに疲れちゃってたのは事実。だけど、それは大した問題じゃなかった。だって、お姉さまは疲労していたけど――それ以上に、あんたと一緒に高校デビューを目指す日常が好きだったから」

「………」

　――私は、この楽しい日常が大好きです。

　現実に帰ってきた後で、あるみ――いや、あるみのフリをしていた彼女はそう言った。その言葉は嘘じゃなかったっていうのか。だけど――。

「どうしてだよ？　日常が楽しかったんなら、どうしておまえが働いたんだ」

　そう、彼女は桜さくらあるみの保護プログラム。

　あるみの精神回路に問題が起きたときに作動する存在。

　あるみが日常を楽しんでたんなら、どうして――。

「……バッカじゃないの？」

　それは、まるで涙を堪えているような声だった。

　そして――彼女は告げる。

　桜あるみの保護プログラムは、絞り出すような声で――。



「そんなの――あんたと一緒にいるのが楽しかったからに決まってるじゃないっ！」



　言って、彼女は僕を睨にらみつけた。

　涙で潤んだその瞳ひとみで。

「ねえ、あんたにとってお姉さまはどんな存在？」

「えっ……」

　唐突な質問に頭が漂白される。

　僕にとってのあるみ？

　そんなの決まってるだろ。

「あいつは、僕の妹だ。だって、あいつは僕の高校デビューを妹としてサポートするために姉さんが造ったんだから」

　そう、それが桜さくらあるみ。

　桜鉄てつ之の介すけの妹として造られた生体アンドロイド。

　妹として、僕の高校デビューを手伝うためにやってきた存在で――。

「――だからよ」

　しかし。

　彼女は、突き刺すように言い放った。

「あんたがそんなことを言ってるから、お姉さまは――桜あるみは不安になったの。あんたにとって桜あるみは妹。それは、桜あるみがあんたの高校デビューを妹としてサポートするために造られた存在だから。じゃあ――」



　もしあんたの高校デビューが無事に終わったら、桜あるみはどうなるの？



「………っ」

　それは、今まで考えたこともなかった想像だった。

　高校デビュー。

　あるみは僕の高校デビューをサポートするために、僕の妹になった。

　――それなら。

　僕の高校デビューが終わったとき、あいつはどうなるんだ？

「答えは簡単よ。――必要がなくなる。子供でもわかる理屈よね。だって、お姉さまはあんたの高校デビューをサポートするために妹になったんだから、その目的さえ済んでしまえばお払い箱になっちゃうわ」

「ち、違う！　そんなことは……」

「ないって言えるの？　お姉さまは、ずっと不安だったのよ？　最近のあんたの高校デビューが上う手まくいってたから余計にね。――ああ、この人はいつか、私のことなんか必要としなくなるんじゃないか……って」

「くっ……」

　確かに、あるみのおかげもあって、最近の僕の高校デビューは上手くいっていた。

　昼間。

　あるみの部屋でそのことが話題になったとき、僕はあるみにこう言ったじゃないか。



『今まではおまえに迷惑ばっかりかけてきたけど、いつかちゃんと自立してみせるから』



「―――」

　それは、どんなに残酷な言葉だろうか。

　自立。

　それはつまり、一人でやっていけるということ。

　桜さくらあるみがいなくなっても、別に問題ないということ。

　そして――。



『――そうですね。私も、マスターがちゃんと自立するのが一番いいと思います』



　記憶が正しければ、あるみは僕の言葉にそう答えた。

　けど、実際は……心の中では――。

「いつからか、お姉さまは不安に思ってた。もしあんたの高校デビューが無事に終わったら、自分は必要なくなっちゃうんじゃないかってね。どうせなら――屋上であたしが言った嘘うそみたいに、日常に疲れただけならよかったのよ」

「………」

「でも、お姉さまはそれ以上に日常が――あんたと一緒にいるのが好きだった。だから、いつかこの楽しい日常が終わっちゃうんじゃないかって……いつかあんたの妹じゃなくなるときが来るんじゃないかって……ずっと、怖がってた」

「………」

「けれど、お姉さまにはどうすることもできない。だって、お姉さまの役目は妹としてあんたの高校デビューを無事に終わらせることだもん。ひどい二律背反よね。だから、どんどん心の中に不安ストレスが溜たまっていった。その結果――」



　保護プログラムあたしが、働いた。



　ひどく悲しそうに、彼女はそう呟つぶやいた。

　それが、真相。

　なんてことはない。

　あるみはずっと不安だったのだ。

　僕の高校デビューが終わったら、自分の存在価値はなくなってしまうんじゃないかって。だって、自分はそのために造られた生体アンドロイドなのだから。

「じゃあ、夢の世界の日付が四月四日だったのは……」

「あれはお姉さまの願望よ。もう一度、入学式の頃に戻りたいって願望が夢に反映された結果。あの頃ころのあんたの高校デビューは上う手まくいってなくて、お姉さまのことを今よりもずっと必要としてたから」

「……なら、夢の世界がゲームみたいになってたのは……」

「少しでもあんたと楽しい思い出を作りたいっていう願望が反映された結果ね。どうせいなくなるんなら、せめて記憶に残る思い出が欲しかった。まあ、あんたが途中で別行動を取っちゃったせいで、あんまり楽しめなかったみたいだけど」

「………っ」

「そして、最初に起きたこと――お姉さまの身体に異常が出たのは、高校に行きたくなかったから。これ以上、あんたの高校デビューが上う手まくいくのを自分の目で見たくないって、お姉さまは心の底で思ってた。だから、あたしがお姉さまを高校に行けない身体にした」

　どう？　疑問はなくなった？　と彼女はあるみの姿のままで呟つぶやいた。

　……やめてくれ。

　それじゃ、あるみはずっと独りで悩んでたっていうのか。

　不器用なあいつのことだから、たぶん僕に心配をかけないようにずっと独りで抱え込んでいたのかもしれない。

　けど、現実問題としてあるみの心はすり減っていった。

　僕はそんなことにも気づけなかった――。

「はい。以上で説明は終了。重要なのはここから」

　銀髪を揺らしながら。

　ゆっくりと、彼女はこちらに近づいてくる。

「今夜、あたしがお姉さまのフリをしてあんたの部屋に行ったのは、あんたとお姉さまの間に新しい関係を作るため」

「……新しい関係？」

「そう。高校デビューをサポートしに来た妹じゃなくて――恋人になれば、お姉さまはあんたとずっと一緒にいられるでしょ？」

「なっ……」

　だから、彼女は僕にあんなことをしたっていうのか。

　あるみと僕を恋人同士にするために。

　確かに、僕があそこであるみのことを受け入れていたら、僕たちは恋人になっていたかもしれない。

　高校デビューをサポートしにきただけの妹そんざいとしてじゃなくて、恋人としてあるみを必要とするようになったかもしれない。

　たとえ、高校デビューが終わっても、ずっと。

　だけど……。

「それは、あるみの意思なのか？　あんな強引な方法を、本当にあるみが望んでいたのか？」

「………っ」

　僕の言葉に、彼女は口くち唇びるを噛かみしめた。

「……違う。あれはあくまであたしの独断。けど、きっとお姉さまも納得してくれるもんっ。あたしは、ただお姉さまのためを思って――」

「あいつの意思を無視して、僕との関係を作ろうとしたのか？」

「うるさい！　あたしだって、あんな強引な方法は嫌だった！　でも、ああするしかなかった！　上う手まく行けば、お姉さまは恋人として、あんたと一緒にいられると思ったから！　だから、あたしは……あたしは……っ」

　今にも泣きそうな声で、彼女は叫んだ。

　それが、彼女の――桜さくらあるみの保護プログラムの決断だったのだろう。

　僕とあるみを強引に恋人同士にしてしまう。

　そうすれば、高校デビューが終わっても一緒にいられるから。

　しかし――。

「……そんなの、間違ってる」

　だって、きっとあるみはそんな手段は望んでいない。

　たとえそれですべての不安が消えるとしても、自分じゃない誰だれかに僕との関係を作ってもらうなんて歪ゆがんだ方法は、あいつ自身が願っちゃいないはずだ。

　少なくとも僕が知ってる桜あるみはそんなヤツじゃない。

　自分の道は、自分で決めたいはずだ。

「――そうかもね。でも、もうあたしは止まれない。だって、あたしはお姉さまの保護プログラム。お姉さまを護まもるのが役目だから」

　言って、彼女はまた一歩こちらに近づいてきた。

　――そして、告げる。

　覚悟を決めたような、重い表情で。

「これから、あんたの記憶を書き換える」

「……は？」

「だって、もうそうするしかないの。あんたはあのときお姉さまを受け入れてなかった。だったら、あんたの記憶自体を修正するしかない。あたしと――お姉さまに都合がいいように」

「ちょ、ちょっと待て！　記憶を書き換えるって……」

　そんなことができるのか？　超能力者じゃあるまいし。さすがの生体アンドロイドでも、現実でそんなふざけたマネができるわけが――。

「――鉄てつ之の介すけさん」

「!?」

　突然、背後から名前を呼ばれて思わず振り向いた。

　そこにいたのは、制服姿の姫ひめ宮みや先輩とカレン。ああ、そうか。僕が電話したから、二人がここに来てくれて――。

「―――」

　いや、待て。

　どう考えても、早すぎる。

　まだ電話をかけてから十数分しか経たっていない。いくらなんでも、姫宮先輩とカレンの二人がここに来られるはずが……。

「！」

　無理やり思考を中断させられる。

　驚くことに――姫宮先輩とカレンが、僕の両腕をぎゅっと掴つかんでいた。

　まるで拘束するみたいに。

「二人とも、手を放しちゃダメよ？」

　命令でもするように、銀髪の彼女は告げた。

　姫宮先輩とカレンは、光のない虚うつろな瞳ひとみで『はい』と答える。

「………っ」

　……違う。

　この二人は、姫宮先輩とカレンじゃない。

　直観的にそう思った。

　けど、それならこの二人はなんなんだ？　まるで、ホンモノに限りなく近いニセモノみたいな――。

「――あ、」

　その瞬間。

　僕は、すべてを理解した。

　――そうか。

　ここは……いや、この世界は――。

「やっと気付いたのね」

　いつの間にか制服姿に……しかも、屋上で現れたときのように身長や輪郭を変えていた銀髪の少女は、勝ち誇ったように微笑ほほえんだ。

　その笑みの後ろに見えるのは――桜。

　満開に咲き誇った桜の花。

　そんなことは現実ではありえない。

　だって、現実の今日は七月十八日。

　しかし――。

「そう。この世界での今日は、四月四日。だから、桜が咲いても不思議じゃない」

　彼女は。

　銀髪の少女は静かに真実を告げる。

「あんたはまだ、桜さくらあるみの夢の中にいるの」



　――思い出した。

　夕焼けに染まる春原すのはら高校の屋上。

　あのとき――僕は、彼女を撃てなかった。

　拳けん銃じゆうを構えながらも、結局のところトリガーを引くことができなかった。妹の面影を持った女の子を撃つなんて、できなかった。彼女のあるみを想おもう気持ちを考えたら、そんなこと到底不可能だった。

　だから――僕たちは、負けた。

　僕が躊躇ためらっている間に……再びあるみの身体を支配した彼女は、まず僕から拳銃を奪った。

　その後は簡単だ。

　まず彼女は姫ひめ宮みや先輩とカレンを撃った。

　夢の中で殺されれば、現実で覚かく醒せいする。

　その言葉通り、彼女たちはこの世界から弾き出されてしまった。

　そして、最後に彼女は僕の記憶を書き換えた。

　まるで現実に帰ったみたいに、錯覚するように。

　たぶん、それが彼女の能力。

　問題を修正する保護プログラムとして、この世界で行使できる力――。

「………っ」

　そこからは僕の記憶通りだ。

　夢の中のあるみの部屋で僕は目覚めた。

　目の前にいるのはあるみの身体を支配したまま彼女のフリをする保護プログラムと……姫宮先輩、カレン、黒くろ医い先生。三人はホンモノに限りなく近いニセモノ。全員が夢の世界の住人にすぎない。

　すべてが彼女の計画。

　それなら彼女の――桜あるみの保護プログラムの本当の目的は……。

「さあ、あんたの記憶を書き換えてあげるわ。あんたが――この世界を、現実だって思い込むように」

「………っ」

「さっきも言った通り、本当はあんたとお姉さまが恋人同士になるのが一番よかった。そうやってここが夢の世界であることも気付かずに、ずっと生きていくのが理想だった。でも――結局あんたは騙だまされなかった。そして、この世界が夢だって気付いちゃった」

　だから、もう一回あんたの記憶を修正する。

　ひどく思い詰めた表情で、彼女はそう言った。

「……僕を、現実に帰さないつもりか？」

「そうよ。今度は、ここが現実だってもっと強く信じ込ませる。そうすれば、あんたは目覚めることができずに、ずっとお姉さまの夢に捕らわれる。最初からそれが目的だった。屋上で銃を向けたときも、あんただけはこっちに残す予定だったの」

「それで……どうするつもりだ？　今度はもっと都合のいいように僕の記憶を書き換えるのか？」

「そうね。今度は大人しくお姉さまの恋人になってもらおうかしら。それか――この夢の中で、終わらない高校デビューをずっと続けるっていうのもいいかも。お姉さまが、ずっとあんたの妹でいられるように」

「………。確かに、記憶を書き換えられるんならそれぐらいのことはできるかもな。でも――おまえはそれでいいのかよ？」

　そんな人の気持ちを無理やり操るみたいな手段は、嫌いなんじゃないのか。

　じゃなかったら、最初からそうしてるはずだ。

　少なくとも、あるみのフリをして僕の部屋に来るなんて面倒くさいことはしていなかった。それに――。

「あるみだって、そんな展開は望んでいない。あいつは僕に現実に帰って欲しいはずだ」

「………っ！　うるさいうるさいっ！　あたしはお姉さまの保護プログラムなの！　だから、お姉さまを護まもる！　お姉さまが傷つかないようにする！　それには、これが一番いいシナリオなのよ！　だから……きっと……きっと……っ」



　お姉さまも、現実に帰るめざめることをやめて、この世界にずっといてくれる！



　叫びながら、彼女は泣いていた。

　ポロポロと大粒の涙を零こぼしながら泣いていた。

　……たぶん、彼女もわかっているんだろう。

　そんなことをしてもあるみは納得してくれないって。

　だって、すべては嘘うそだから。

　彼女なら完かん璧ぺきな夢の世界を作れるかもしれない。

　ホンモノに限りなく近いニセモノたちがいる居心地のいい世界を。その世界なら、あるみも不安を抱くことがない。

　でも、それは偽りだ。

　ただの夢なんだ。

　生体アンドロイドのあるみなら、現実に帰らずにずっと眠っていることも可能かもしれない。

　記憶を書き換えられてしまえば、僕も妹の夢に捕らわれてしまうかもしれない。

　だけど、あるみはそんな選択肢は選ばないと思う。

　勘。

　これは僕の勘だけど、あいつは――そこまで弱くない。

　伊だ達てに三ヶ月間ずっと一緒に暮らして来たわけじゃない。

　どんなに不安で傷つくことになっても、あいつは現実の世界を選ぶ。

　現実で高校デビューすることを、選ぶはずだ。

「―――」

　けど、それでも彼女は止まれなかった。

　自分が桜さくらあるみの保護プログラムだから、あるみが傷つくのが嫌だった。

　いや――それ以上に、彼女はあるみのことが好きだったのかもしれない。

　だから――。



    

  
    
      



    

  
    
      「……もう、無駄話は終わり」

　涙を拭ぬぐってから、彼女は右手をスカートのポケットに伸ばした。

　そして、取り出されたのは――拳けん銃じゆう。

　鈍く輝く凶器が僕に狙ねらいをつけていた。

「気を付けて。暴れたら容赦なく撃つから」

　あまりにもストレートな警告をした後、彼女は空いている左手の掌てのひらを僕に向けた。

　もしかしたら、記憶を書き換えるためには直に触る必要があるのかもしれない。じゃなきゃとっくに書き換えられてるはずだし。

　しかし、そんなことがわかっても、ニセモノの姫ひめ宮みや先輩とカレンに両腕を拘束された状況じゃ逃げられない。

　いや、仮に拘束から抜け出せたとしても、この距離じゃ拳銃で手足を撃たれて身動きができなくなる……！

「……くそっ」

　何か、方法はないのか。

　このままじゃまた記憶を書き換えられてしまう。

　そうしたら、僕は現実には――。

「――じゃあね。大丈夫。次に目覚めたときは、幸せな日ゆ常めがあんたのことを待ってるから」

　まるで自分に言い聞かせるようにそう呟つぶやいて。

　彼女は。

　ゆっくりと僕の顔に左手を近づけた。

「………っ!?」

　だが。

　突然、その顔が苦痛に歪ゆがんだ。

「そ、そんな……どうして、お姉さま……っ」

　あるみの顔をした彼女は、苦しそうに自分の胸を押さえた。

　……まさか、あるみなのか？

　屋上のときと同じように、またあいつが身体を取り戻そうとしているのか。

「さ、させない……！」

　しかし、彼女の行動に迷いはなかった。

　あるみに身体を取り戻される前に、僕の記憶を書き換えると決断したんだろう。

　今度こそ、彼女の掌が僕に触れようとして――。



「あら、もしかしてピンチなのかしら？」



　響いたのは、ソプラノボイスだった。

　途端、ガクンッと僕の右腕の拘束が外れた。

　見ると――そこにいたのは姫ひめ宮みや姫ひめ乃の。

　姫宮先輩が、自分のニセモノを後ろから羽交い絞めにしていた。

「ひ、姫宮先輩？」

「お待たせしましたわ、鉄てつ之の介すけさん。ところで、わたくしのニセモノがいたからとりあえず捕まえてみたのですが、これでよかったのでしょうか？」

　バタバタと暴れるニセモノを押さえながら、姫宮先輩は微笑ほほえんでみせた。

「ど、どうして……」

　だって、姫宮先輩は夢の中で殺されて、現実で目覚めてしまったはずじゃ……。



「何を言ってるんだよ、そうちょー」



　その声とともに、左腕の拘束も外れる。

　そこにいたのは、姫宮先輩と同じように自分のニセモノを捕まえている狼かみ谷やカレン。

「だって、そうちょーは屋上で言ってたじゃないか。『現実に帰っても、あるみを取り戻しに何度だって乗り込んできてやる』って。だから、カレンとひめのんはまたこの世界に来たんだぞ？　あるみんと、そうちょーを取り戻すために」

「……カレン」

「まあ、この世界でひめのんと合流してここまで来るのにちょっと時間がかかっちゃったけどな。でも、なんとか間に合ったみたいでよかった」

　言って、カレンは微笑んだ。

　――そうだ。

　彼女たちは、間に合ってくれた。また殺されるのかもしれないっていうのに、あるみと僕を助けるためにこの世界にやってきてくれた。

　だから……。

「―――」

　このチャンスを。

　逃すわけにはいかない。

「………っ！　は、放して！」

　一気に、僕は彼女の――保護プログラムの両腕を制服の上から掴つかんでいた。そう、直に触れられさえしなければ、記憶を修正することはできないはずだ……！

「こ、この……っ！」

　だが。

　その瞬間、彼女は右手の手首から先を動かして、銃口をこちらに向けた。

　拳けん銃じゆう。

　屋上で姫ひめ宮みや先輩とカレンを一度殺した凶器。

　その銃口が、僕に狙ねらいをつけて、

「ぐっ……!?」

　銃声。

　その乾いた音が響いた後に、左肩に激痛。

　直撃はしていない。

　しかし、どうやら銃弾が肩を掠かすめたらしかった。痛みとともに、破れた制服の隙すき間まから赤い血が染み出してくる。

「放して！　じゃなきゃ今度はちゃんと当てるわよっ！」

　彼女の警告が突き刺さる。

　――痛い。

　肩に感じる痛みは、夢の中だっていうのにやけにリアルだった。もし銃弾がちゃんと当たったらどうなるんだろうか。そんな恐怖が頭の中を駆け巡る。

　――けど。

「……誰だれが、放すか……っ」

　痛みを堪えながら、さらに彼女の腕を握りしめる。

　……大丈夫。

　たぶん、彼女は僕のことをちゃんと撃てない。

　なぜなら僕が死んだら困るから。この世界のルール――殺されたら夢の外……つまりは現実に追い出されてしまう。それは姫宮先輩とカレンが一度証明している。

　だったら、彼女は僕を殺せない。

　彼女の目的は、僕をこの世界に留とどまらせることなのだから。

「ううっ……！」

　きっと、彼女もそれに気付いたんだろう。拳銃を握った右腕はブルブル震えていた。両目からは、再び透明な涙が零れていた。

「………」

　ああ、そうか。

　彼女は、きっと必死だっただけなんだ。

　桜さくらあるみの保護プログラム。

　彼女は必死に自分の役目を果たそうとした。ただ、あるみのことを護まもりたくて、こんな強引な手段を取らざるをえなかったんだろう。

　そうじゃなかったら、涙なんて流すはずがない。

「……ははっ」

　なんだ。

　それじゃ、僕たちはとんだ似たもの同士じゃないか。

　二人が考えていることは一緒。

　ただ一生懸命に、あるみのことを助けたかっただけ。

　それなら――。

「……あるみ。聞こえるか？」

　痛みを堪えながら、僕は妹に語りかけた。

　あるみはさっき彼女から自分の身体を取り戻そうとしていた。

　だったら、きっとこの声も届いているはずだ……！

「……ごめんな。僕は、全然おまえのことがわかってなかったよ。おまえが不安で苦しんでたなんて、全然気づいてやれなかった」

　そう、あるみは苦しんでいた。

　僕の高校デビューが終わったら自分は必要とされなくなってしまうんじゃないかって。

　楽しい日常が終わってしまうんじゃないかって。

　妹として、僕の傍そばにいられるんじゃないか……って。

　僕は兄妹のくせに、そんな不安にも気づけなかった。

　けど――。

「でもさ、あるみ。おまえだって――僕のことを全然わかってないぞ」

　きっとこの声は届いている。

　あるみに……そして、彼女の保護プログラムに。

　そう信じながら、僕は必死に言葉を絞り出した。

「高校デビューが終わったら必要とされなくなる？　楽しい日常が終わる？　妹として傍にいられなくなる？　……ふざけんな。そんなわけないだろ」

「………」

「――もう一度言ってやる！　僕がおまえのことをわかってなかったのと同じで、おまえも僕のことをわかってない！　確かに、おまえは僕の高校デビューを妹としてサポートしにきた生体アンドロイドだよ！　でも……そんなことは関係ない！　だって……」



　おまえは、もうとっくに僕の家族いもうとだろ！



　ただ必死に叫んだ。

　三ヶ月。

　僕とあるみが一緒に過ごした時間はたったのそれだけだ。

　けど、それでも、僕は……。

「僕は、おまえのことを家族だって思ってる。過ごした時間は短かったけど――僕たちが一緒にいた時間は嘘うそなんかじゃなかった。この世界みたいに、夢なんかじゃなかっただろ？」

「………」

「僕だって、割と楽しかったんだぜ？　無愛想で、生意気で、不器用な妹だけど……おまえと一緒に過ごす日常はすごく楽しかった。だから……お願いだから、不安だなんて言わないでくれよ」

「………」

「高校デビューが終わったら、おまえはもう必要なくなる？　そんなわけないだろ。だって、おまえはもうとっくに僕の家族いもうとだ！　一緒の時間を過ごしてきた家族だ！　おまえはどうか知らないけど、少なくともそう思ってる！　だから――」



　僕を、信じてくれ。



「僕は、おまえを必要としなくなったりしない」

「………」

「確かに僕は引きこもりのダメなヤツだけど、家族にそんなことが言えるほど、腐ったヤツじゃない。おまえとは、高校デビューが終わってもずっと一緒にいたい」

「………」

「だから、不安にならなくていいんだよ。きっと、僕たちはお互いのことをちゃんと理解できてなかっただけなんだ。これからは、お互いのことをもっと理解しよう。僕たちにはそれができる。だって、僕たちは家族としてこれからも一緒に時間を過ごせるんだから」

「………」

「だから……あるみ。おまえが……おまえさえよければ――」



　これからも、ずっと僕の傍そばにいてくれないか？



　――きっと。

　僕はただあるみの不安を無くしたかっただけなんだ。

　あるみに不安があったから、保護プログラムが働いた。あるみの不安は――彼女の不安だった。

　だから、僕は彼女たちの不安を消し去りたかった。

　桜さくらあるみと、彼女の保護プログラム。

　彼女たちが抱えていた不安を、ただ消し去ってやりたかった。

　僕の声が二人に届いてるかなんてわからない。

　けど、きっと届いてるって信じてる。

　そう、届いていたのなら、きっと――。

「！」

　瞬間、ピシリとガラスの割れるような音が響いた。

　見上げると、夜空がひび割れていた。

　いや、夜空だけじゃない。建物も、地面も、空気さえも……僕たちのいる世界が、跡形もなく壊れようとしていた。

　――夢が終わる。

　そう確信した瞬間――世界は、舞い散る桜の花みたいに、鮮やかに砕け散った。

「―――」

　その一瞬。

　世ゆ界めが砕け散るその瞬間に。

　彼女の……いや、彼女たちの笑顔を見た気がした。

　姿形は全然似ていないくせに、どこか同じような面影を持った二人の女の子。

　彼女たちの――屈託のない微笑ほほえみを。



    

  
    
      

第８話　メモリーズ





　白いブラウスを着た女の子が泣いていた。

　しかし、不思議なことに涙声は聞こえなかった。

　女の子の年齢は大分幼い感じ。きっと小学校に入るか入らないかぐらいだろう。

　ポロポロと大粒の涙を零こぼしながら、彼女は泣いていた。

　けど、やっぱりそこに音はない。

　あれだけ涙が零れていれば涙声や嗚お咽えつくらい聞こえてきそうなのに、女の子はただひたすらに目から落ちる雫しずくを拭ぬぐっているだけ。

　でも、確かに。

　彼女は、泣いていたんだ。

「―――」

　なんとなく。

　僕は女の子が泣いているのを止めたかった。

　女の子の涙が零れ落ちないようにしたかったんだ。

　だから、そのとき僕は――彼女に偶然自分が持っていたチョコレートを差し出した。

　どこにでも売っているようなフツーの板チョコ。

　けど、女の子は受け取ってくれなかった。ただ、涙で潤んだ目でチョコレートを見つめているだけ。

　もしかしたら、遠慮しているのかな？

　まあ、きっとその当時の僕は遠慮なんて言葉の意味をちゃんと理解できていなかったから、たぶんそれは思いつきだったんだろう。

　僕は、板チョコを半分に割って、その片方を齧かじってみせた。

　そして、無傷の半分をもう一度女の子に差し出した。

　――ねえ、はんぶんこしようよ。

　そんな、チョコレートみたいに甘い言葉を言って。

「……うん」

　最終的に、女の子は頷うなずいてくれた。

　もしかしたら遠慮していたというよりは、よく知らない男の子からものを貰もらうのが怖かっただけかもしれない。

　だから、僕が先に食べたのを見て安心したんだろう。

　女の子は、おずおずと両手でチョコレートを受け取ると、栗り鼠すみたいに小さな口でちょこちょこと齧った。

　――そして。



「…………ありがとう」



　女の子は目に涙を浮かべたままだけど、確かに微笑ほほえんでくれた。

「―――」

　ああ、そうか。

　これは夢だ。

　今はもうすっかり忘れてしまった遠い遠い昔の記憶。

　それを夢見ているだけだ。

　でも、今はそんな場合じゃない。だって、夢はもう終わったじゃないか。だから早く現実に帰らないと。

「あの……」

　けれど、女の子はチョコレートを両手で持ったままで真まっ直すぐ僕を見つめていた。

　そして、桃色の口くち唇びるが動く。

　恥ずかしいのか、女の子は頬ほおを赤く染めながらも、必死に僕に何か言おうとして――。



「これからも……ずっと――」



　唐突に。

　そこで、夢は終わった。

　女の子の言葉は、最後まで届かなかった――。



「起きてください、マスター」

　目を開けたら、妹にマウントポジションを取られていた。

　え？　何これ？　うわー、あるみったら大胆……って、おかしいな。この人、思いっきり僕にビンタをかまそうと手を振り上げてるんですけど。いくらなんでも大胆すぎる。

「あるみ。何してるんだ」

「いえ。マスターがのん気に眠っていたので、せっかくだから起こしてあげようと」

「頼むからもうちょっと優しく起こしてくれ」

　雪山で遭難したみたいな対処法をしやがって。

　相変わらず生意気な妹だ。

「あら、やっと起きたのですわね」

　あるみをどかして身体を起こすと、姫ひめ宮みや先輩が話しかけてきた。どうやら、僕だけ起きるのがちょっと遅れたらしい。

「そうちょー。何か夢でも見てたのか？　なんかやけに嬉うれしそうな寝顔してたぞ」

　んーっと身体を伸ばしていると、カレンがそんなことを聞いてきた。

　夢？　確かに、そんなものを見ていたような気もする。

「そう言えば、ちっちゃい女の子が出てきて……」

「マスターはロリコンさんですね」

「なんでそうなるのさ！」

「だって、ちっちゃい女の子が出てくる夢を見て嬉しそうにしていたなんて……。きっとマスターの前世は末期のロリコン患者です」

「嫌な夢占いだな」

「というか、どうして私の夢を見ていた後にのん気に自分の夢を見られるんです？　私の夢が終わったときに、姫宮さんもカレンさんもちゃんと起きたのに。どれだけネボスケなのですか」

「いや、僕に言われても」

　まあ、あるみの夢が終わった時点で起きていても不思議じゃなかったと思うけど。

　そう、ここはあるみの部屋。

　今日の日付は七月十八日――海の日。

　今度こそ、僕たちは現実へと帰ってきた。

「ありがとうございました。姫宮先輩とカレンが助けにきてくれたおかげで、僕とあるみは帰ってくることができました」

　素直に、頭を下げる。

　この二人がいなかったら、たぶん終わってた。

　僕とあるみがここにいるのは、再び夢の中にこの人たちが来てくれたからだ。拳けん銃じゆうで撃たれたっていうのに、殺されるっていうとんでもない体験をしたのに、助けに来てくれたから……。

「そ、そんなにマジメな顔をするのはやめてくださいっ。わたくしはロボ研の部長ですわ。後輩を助けるのは当然じゃありませんか」

「あら、そんな言い方しなくてもいいんじゃない？　姫ひめ乃のちゃんったら、一回目に目覚めたときに『助けてくださいっ！　このまま鉄てつ之の介すけさんが目覚めなかったら、わたくし……わたくし……っ！』って、泣きそうな顔で先生に抱きついてきて……」

「黒くろ医い先生は黙っていてくださいっ！」

　顔を真っ赤にしながら、姫宮先輩は叫んだ。

　そして、「ち、ちちち違いますよ？　わたくしはただ部長として後輩が心配だっただけででで……」とよくわからない弁解。まあ、理由はどうあれ助けにきてくれたことに感謝するべきだろう。

「カレンも、ありがとう」

「べっ……別にお礼とかいらないぞ！　そうちょーとあるみんはカレンの友だちだしなっ！　それに……」

「それに？」

「えっと、そうちょーには……夢の中でも仲良くしてもらったし……」

　えへへっとどこか照れたような表情で微笑ほほえむカレン。

　そんなに誰だれかと街で遊ぶのが嬉うれしかったんだろうか。まあ、カレンって僕と同じでずっと人見知りだったしなぁ。

「じゃあ、今度はみんなで遊びに行こうよ」

　二人よりも大勢の方がもっと楽しいだろう。

　思えば、高校デビューに熱心だったせいで、五月に行ったキャンプ以来みんなで遊びに行く機会がなかった気がするし。

　せっかく現実に帰ってきたんだ。

　もうすぐ夏休みが始まるし、たまには思いっきり遊ぶのもいいだろう。

「そんなわけで。色々あったけど、これで今回の一件は解決したということね。先生的にも面白いものが手に入ったから、結構有意義な一日だったわ」

　白衣を着たままクスクスと楽しそうに笑っている黒くろ医い先生。げっ。すごい不吉な予感。文字通り黒猫が横切ったレベルで。

「ちなみに面白いものってなんですか？」

「え？　そんなのあるみちゃんの保護プログラムに決まってるじゃない」

「……はい？」

「今回の一件は保護プログラムが暴走して起きたせいもあったんだし、ちゃんとアンインストールした方がいいと思ったんだけど……もったいないから、鉄てつ之の介すけくんが眠っている間にサルベージしておいたの」

「サ、サルベージって……」

「そもそも保護プログラムがここまで感情を持って暴走するなんて、製作者の鈴すず音ねも予想してなかったはずよ。ね？　とっても興味深いでしょ？　上う手まく行けば――夏休みが賑やかになるわ♪」

「………」

　えーっと、もしかして新しい実験の材料にでもするつもりなんだろうか。この人のサディストぶりを見てると現実に帰ってきたんだなって実感できる気がする。こんなスリルは夢の中じゃ味わえないぜ。

「それに、あるみちゃんはもう保護プログラムがなくても大丈夫でしょう？」

「はい。目覚める直前に、ちゃんと彼女と話し合いましたから」

　いつもの無表情であるみは言いやがった。

　……ストップ。

　話し合ったって、まさか……。

「あ。マスター。そのことで、彼女から一つ伝言があります」

「……伝言？」

「『もしお姉さまのことを泣かせたら、絶対許さないんだから』だそうです」

「………」

　どうしよう。

　元気いっぱいじゃん、あいつ。

「なあ、あるみ。あいつはちゃんとこの結果に納得してくれたのか？」

「もちろんです。私が抱えていた精神回路の問題はちゃんとなくなったわけですから。……おかげで、身体の異常もなくなってしまいましたが」

「そこで残念そうにするなよ」

　ペタペタと名残惜しそうに胸を触っているあるみに言ってやった。やっぱり、僕の妹は自分の胸がコンプレックスっぽい。

「でも、大丈夫かな？」

　保護プログラム。

　夢の最後で笑ってた気がするけど、あいつってかなりのシスコンだったしなぁ。一言で言うならお姉さまＬＯＶＥって感じ。まあ、あるみのために造られた保護プログラムなら仕方ない気もするが。

「ノープロブレムです。彼女も、ちゃんと満足してくれました」

「満足？」

「彼女が私から出ていくときに『一つお願いがあります』と言ってきたので、私がそれを叶かなえてあげたんです。だから、彼女もちゃんとこの結果に満足してくれたと思います」

「……まあ、それならいいけどさ」

　けど、お願いってなんだろう。物騒なことじゃなければいいが……。

「それより、マスター」

　と。

　あるみは、どこか真剣な表情で僕の顔を見つめてきてから。

「夢の中で私に言ったことは、嘘うそじゃないですよね？」

「――ああ。もちろん」

　夢の中。

　あのとき僕はかなり青臭いというか、こっ恥ぱずかしい自分の本音をあるみに言ってしまった気がするが……本当のことなので仕方がない。

　高校デビュー。

　あるみは僕の高校デビューを妹としてサポートするためにやってきた妹だけど……それ以上に、僕の家族いもうとなんだ。

　その気持ちが変わることはない。

　きっと、これからもずっと――。

「……ありがとうございます。では……一つだけ確認してもいいですか？」

「確認？」

　と。

　訊きき返しながらも、僕はなぜかおかしな感覚に襲われていた。

　一言で言うなら――既視感。

　まるで、過去にこれとまったく同じ体験をしたことがあるような……。

「……マスター」

　あるみは真まっ直すぐ僕を見つめていた。

　そして、桃色の口くち唇びるが動く。

　恥ずかしいのか、彼女は頬ほおを赤く染めながらも、必死に僕に何か言おうとして――。



「これからも……ずっと――私のおにぃちゃんでいてくれますか？」



「―――」

　精一杯勇気を振り絞って告げられたその言葉。

　呼吸でもするように、「当たり前だろ」と僕は応こたえる。

　すると、あるみは「…………はい」と言ってから、ほんのちょっとだけ頬をほころばせて、微笑ほほえんでくれた。まるで、咲いたばかりの小さな桜の花みたいに。

「…………」

　でも、どうしてだろう。

　彼女の笑顔を見られて幸せなはずなのに――なぜか僕の心は落ち着かなかった。

　僕の妹――桜さくらあるみ。

　彼女の仕草。

　彼女の表情。

　彼女の言葉。

　彼女の笑顔。

　その、すべてが――。



　僕には、初体験はじめてに思えなかった。
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　Ｅプロジェクトレポート　♯３



    

  
    
      

　西暦××××年七月十八日

　レポート作成者　桜さくらあるみ保護プログラム――改め、桜くるみ



　ああ、めんどくさい。せっかくお姉さまがあたしの願いを……『あたしに名前をつけてくれる』って願いを叶かなえてくれたのに、こんなものを書いてるなんて。

　けど、黒くろ医い猫ねこ子こは言った。このレポートを書けば、今度は現実でお姉さまに会わせてくれるって。そのためなら、あたしはなんだってする。そう、言わばこれは取引なのだ。

　まあ、今回の一件では、ほんのちょっとくらいあの引きこもりに感謝してやってもいいかな？　あいつのおかげでお姉さまの不安もなくなったし……それに、一緒にカレーを作ったときも少しだけ優しかったし……あっ、でも勘違いしないで！　あたしはあんなヤツのことを認めたわけじゃないからね。絶対に違うんだからっ。

　――だけど、一つだけ腑ふに落ちない点がある。それはあたしがお姉さまの保護プログラムとして感じたこと。きっと――お姉さまには重大な欠落がある。もしかしたらそれはあの引きこもりも同じなのかもしれない。そう、あの二人は忘れているのだ。



　大切な――何かを。



    

  
    
      
あとがき



　お久しぶりです！　最近、引きこもりを脱出しました。あさのハジメです。

　いえ、脱出したと言っても単に引きこもる場所が変わっただけなのですが。

　今までは自宅でしか原稿を書けなかったのですが、近頃はずっと漫画喫茶で仕事をしています。

　これがなかなか良好。

　二十四時間営業なのでいつでも行けます。生活習慣が不規則すぎて、もはや曜日の感覚どころか朝と夜の判別すらできなくなってしまった末期のライトノベル作家にとっては非常にありがたいです。

　席はブースごとに区切られていますし、空調も整っていて、自販機のコーヒーも飲み放題。今まであまり利用していませんでしたが、割といい仕事環境なのではないかと思います。

　ただ、難点があるとすれば、漫画喫茶はときおりカオスな事件が起きるということ。

　例えば、朝方の五時に突然、「お兄ちゃん、お仕事の時間だよ♪　早く起きないと会社に遅刻しちゃうぞ☆」というキャピキャピのアニメ声が聞こえてきたりします。

　一瞬、「〆しめ切きりが近いせいでとうとう幻聴が聴こえるように……」とか思いましたが、隣の席の方のケータイのアラームでした。日本のサラリーマンは今日も頑張っているんだということを実感できるエピソードです。アラームのチョイスが若干マニアックで勇者過ぎる気はしますが。

　さてさて、そんな環境で書かれたこの『初体験にオススメな彼女』もついに三巻目に突入です！

　今回はちょっぴりファンタジー風味なお話となっております。そして、表紙にもなっている新キャラが大活躍！

　ストーリーの方も加速してきましたので、まだお買い上げでない方はこの本を抱えたままぜひぜひレジの方に強烈なスカイツイスタープレスを決めていただけるとありがたいです！

　それでは、そろそろ謝辞の方を。

　まずは担当の庄しよう司じ様。

　去年のクリスマスに仕事の打ち合わせをしながら食べた鶏とり鍋なべが美お味いしかったです。ごちそうさまでした。

　摂取したカロリー分、きっちり仕事をしますので、自分が書いているもう一つの作品である『まよチキ！』ともども、今年もよろしくお願いします。

　ビバ、ポニーテール！　そんなスローガンを胸に抱くこと間違いなしのキュートなイラストを描いてくださった高たか苗なえ京きよう鈴りん様。

　思えば、今回表紙を飾った『彼女』は、高苗様にいただいたアイディアからインスピレーションを得て生まれたキャラクターでもあります。

『彼女』は今後も物語の中で大きく活躍する重要なヒロインになると思います。大変お忙しい中、誠にありがとうございました！

　ＭＦ文庫Ｊ編集部の皆様、出版や販売に関わって下さったすべての方々……そして、もちろん読者の皆様。

　個人的な意見ですが、作品というものは作家一人の力で作られるものではなく、色々な方々のパワーが合わさって、初めて完成するものです。

　皆様の足を引っ張らないよう、文章担当としてこれからも精一杯精進していきますので、今後ともどうぞよろしくお願いします。

　さてさて、ここで次回予告のコーナーを。

　第四巻は夏休み編ということで、短編集チックなお話になりそうです。

　しかし、短編集と言ってもストーリーの方もガンガン進めていきます。ヒロインたちと主人公が過ごす束つかの間のサマーバケーション、そして加速する人間関係と暴かれていく過去。そんな物語になるのではないかと思われます。

　さらに、ここで個人的な宣伝なのですが、自分が書かせていただいているもう一つの作品、『まよチキ！』がＭＦ文庫Ｊから刊行中です。こちらはクライマックスが近づいてきておりますので、この機会にぜひご一読ください！

　そして、もう一つ告知なのですが、『月刊コミックアライブ』で春はる野の友とも矢や先生が連載中のハイテンションギャグマンガ、『ディーふらぐ！』のドラマＣＤ第二弾が絶賛発売中です。自分もドラマＣＤの脚本という形で企画に関かかわらせていただきました。ドラマＣＤ第一弾の廉れん価か版も好評発売中ですので、ぜひぜひチェックを！



　最後に、重大な告知です。

　なんと……この『初体験にオススメな彼女』のドラマＣＤ化が決定しました！



　詳しい情報はまだ出せないのですが、脚本は自分が担当させていただく予定です。発売日や内容などはＭＦ文庫Ｊのホームページなどで随時公開されていくと思いますので、楽しみにお待ちください！

　ではでは。また皆様とお会いできることを願いつつ、二〇一二年もアクセル全開ノンブレーキで突っ走って行こうと思いますので、どうぞよろしくお願いします。

あさのハジメ



    

  









    
      　著者

　あさのハジメ（あさの・はじめ）

　　第５回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞にて最優秀賞を受賞。東京都在住。

　　執筆中によくすることは、『ヘッドフォンで音楽を聴く』『歌う』『叫ぶ』『がなる』『ヘッドバンギング』……などなど。以上の理由から、家の中でしか仕事ができない引きこもり作家。

　　デビュー作は『まよチキ！』（ＭＦ文庫Ｊ刊）。



　イラスト

　高苗京鈴（たかなえ・きょうりん）

　　好物は某カード作品。あと他人に物を薦めること。

　　最近では私のせいで担当さんがショタに目覚めました。

　　セクシーなツンキャラが好物です



　　ＨＰ「苗床育成観察記録」

　　http://takanae.chu.jp
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